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Ｌｏｖｅｒｓ‘ ｑｕａｒｒｅｌ




　ベッドの上でうつ伏せになっているトラヴィスは、洗ったばかりの白いシーツを両手で無造作に掴み、腰の激しい動きに堪えていた。訓練生時代に鍛えられた身体は、ラインが崩れることなく、人の手で造形されたかのような美しい裸体を惜しげもなく披露している。長い手足は、先程から変わらぬ姿態したいで、膝をつき、足を大きく開かされていた。その間に身を滑り込ませ、両手で腰を持ち上げ、自らのもので何度も突いているのは、ジェレミーである。

　ジェレミーもまた一糸纏わぬ姿で、トラヴィスの秘所を貫き、さらにその奥を貪欲に荒らしていた。顔立ち同様に端整な体は、荒々しい動きを物語るかのように、汗で濡れている。自らの欲情を剥き出しにして、冷酷なまでにトラヴィスを責めるジェレミーは、優美な口許に恍惚の笑みを浮かべていた。それは満たされている快感からなのか、それとも征服しているという満足感からなのかはわからない。

　シーツに顔を埋めて、突き動かされるたびに喘ぐトラヴィスは、つい少し前までジェレミーに怒りをぶちまけていた。理由は職業上の問題である。ワシントンＤＣにあるＦＢＩの本部で、アリスン・キーンと衝突してしまった。アリスンは未来の長官職を狙っているという噂の持ち主で、自分の手柄になりそうな事件をハイエナのように嗅ぎつけると評判である。数週間前に起こったある事件の捜査チームを指揮していたコールマンが、直属の部下たちの活躍で解決の目処が立ちそうになったところで、アリスンが横槍を入れてきた。いわく捜査の仕方に問題がある——。なんのことはない、捜査権を奪い取ろうとしたのだが、それに猛反発したのがトラヴィスだった。もうほとんど解決間近の事件なのに、なぜコールマンが交代させられるのかと。ミリアムとヒースも抗議したが、アリスンの攻撃が集中したのは、日頃から「あのチンピラ」と呼んでいるトラヴィスだった。二人は周囲が止めに入るほどの口論をし、結局アリスンが引き下がったが、この時仲裁に入ったのはジェレミーだった。
「あの女、いい加減にしろ！」

　今夜家を訪れたジェレミーに、トラヴィスが開口一番叫んだのはそれだった。
「落ち着け、トラヴィス」

　ジェレミーは仕立ての良い上着を脱いで、椅子の背もたれにかけた。
「事件は解決した。おかげでお前は帰ってこられた。怒ることではない」
「ああ、お前はあの馬鹿の部下だったな。さぞかし、可愛がられているんだろうさ！」

　ジェレミーは聞こえない風に、棚から赤ワインの瓶を取り出すと、ガラスのコップに注いだ。透明なコップは、みるみる葡萄色に染まる。
「あのくそったれは、俺にこう言ったんだ。トラヴィス、私たちに失敗は許されないのよ。ＦＢＩはすでにあなたをアカデミーで卒業させた時点で、失敗しているわってな！」

　トラヴィスは両手で持っていたステンレスの鍋を、叩きつけるようにガスコンロに置いた。入っていた水がちゃぷんと跳ねあがる。
「俺は言ってやった。じゃあ、あなたがこの世に生まれた時点で、ＦＢＩは未来の火種を抱えたってわけですねってな！」
「彼女を敵に回すな。蛇のような女性だ」
「そのゴルゴンはお前には本当に優しいな！　俺とはえらい違いだぜ！」

　トラヴィスは容赦ない。

　ジェレミーはキッチンの壁にもたれながら、静かに赤ワインを口にした。トラヴィスが八つ当たりのモードになってきているのを敏感に察知する。
「あなたの言うことは正しいわジェレミーって、くそ笑わせるな。お前はゴルゴンの弱みでも握っているのかよ！　さすがにエリートのやることは違うな！」

　トラヴィスは戸棚を開けて、パスタの入った袋を掴み取る。
「エリートは言うことも違うな！　ヴェレッタ捜査官は言葉を知らないって、俺にハイスクールで補習クラスでも受けろってことか！」
「お前は熱くなって言い過ぎていた。気をつけたほうがいい」

　ジェレミーは冷静に指摘する。

　トラヴィスは袋のはしを乱暴に引っ張った。封が開いて、中から新鮮なパスタを全部出す。
「ああ、もちろん気をつけるさ。俺の人生がうっかり出世コースにのらないように、気をつけて罵ってやる！」
「トラヴィス」
「お前も、ゴルゴンの靴を舐めておけよ。もっとも、言われなくてもわかっているだろうさ。俺のことを、平気で頭がイカれているように喋るくらいだからな。随分と仲がいいんだな！」

　それが腹立たしいと言いたげに鼻を鳴らした。

　ジェレミーは半分まで減ったコップをそっとテーブルに置くと、ゆっくりとトラヴィスに近づいた。ガスコンロにスイッチを入れたトラヴィスは、負けじと振り返る。
「つまり、お前は私が彼女と寝ていると言いたいわけか？」

　ジェレミーは腕組をして顎をあげると、冷ややかに告げる。その態度に、熱くなりすぎていたトラヴィスは、冷水を浴びせられたかのように一気に押し黙った。
「——そうじゃない」
「当然だ」

　それ以外の返答だったら許さないというような雰囲気で頷くと、つけたばかりの火を消した。
「もう料理はいい」

　今夜訪れた理由の一つが、トラヴィス手製のパスタ料理なのだが、ジェレミーはトラヴィスの腕を掴んだ。
「それほど傷ついたのなら、謝罪してやる。ベッドに来い」







「あ、ああ……」

　トラヴィスは乱れたシーツに縋すがりついた。腰をいいように振られ、貫かれるたびに、乱れた声が出る。下半身は自分の意思とは関係なしに動き、ジェレミーの圧倒的な力に従っている。膝をついてもいられないが、腰を抱えられ、犬のように四つん這いになっている。その羞恥と快楽とが、トラヴィスを恐ろしく感じさせていた。
「いい声だ……」

　ジェレミーはうっとりするように呟くと、トラヴィスの臀部でんぶをわずかに持ちあげ、腰を動かしている手をさらに早めた。
「あ、あ、あ……ああ……」

　トラヴィスはシーツに顔を擦りつけて、苦悶と快感の紙一重のような喘ぎをあげた。膝はガクガクと震え、足は左右にしっかりと広げられている。恥部は大っぴらに晒され、ジェレミーのものを受け入れている。その恥部の奥を、飢えたように貫かれている。

　ジェレミーの目が、恍惚の度合いを深めた。
「……あ……ああ……ああ！」

　トラヴィスは絶頂の声をあげた。体の奥で、射精された。

　ジェレミーは満足したように息をつくと、顔の汗を手でぬぐって、トラヴィスから自らをぬいた。秘所を犯していたペニスは、汗が浮かぶ肌に劣らず濡れている。トラヴィスの恥部も同じようにびっしょりとしていて、中から液が肉体の線をなぞるように垂れ落ちて、シーツを汚す。

　解放されたトラヴィスは、ぐったりと手足を投げ出した。目はきつそうに閉じられ、口は荒い息をついている。
「トラヴィス、大丈夫か」

　ジェレミーは優しい手つきで、トラヴィスを仰向けにした。
「ああ……」

　トラヴィスは軽く両目を開けると、ウィンクをする。
「大丈夫だ……悪くない……」
「わかった」

　ジェレミーは小さく笑むと、再びトラヴィスの両脚を広げ、今まで突いていた恥部を今度は舌で責めはじめた。
「……あ、あ、……」

　トラヴィスはベッドの上で背中を反らした。反射的に足が動くが、ジェレミーの手が押さえつけている。ゾクゾクするような興奮が、背骨を伝つたって這いあがってくる。

　ジェレミーは足の間に顔を埋めて、丁寧に舐めてゆく。舌は蛇にようにしなやかに這いずり回り、敏感な部分を強く吸いつける。
「あっ……」

　トラヴィスは頭のてっぺんから反り返して、シーツの端を両手で握りしめた。トラヴィスのペニスも存分に感じている。

　ジェレミーは舌を離し、顔をあげると、トラヴィスのペニスを手で包み込んで、ゆっくりと扱しごき始めた。

　トラヴィスはさらに仰け反った。ペニスは今や大変に濡れていて、ジェレミーの意のままにされている。
「ああっ……」

　トラヴィスはまるでそれに応じるように、腰を動かし始めた。

　それを見て、ジェレミーはからかう。
「もう、欲しくなったのか？」

　トラヴィスは喘ぎながら、甘えるように呟く。
「わかっているだろう、くそったれめ……」
「了解した」

　ジェレミーは手を離すと、トラヴィスの両脚を思いっきり広げて、両腕で抱え込んだ。膝がトラヴィスの顔近くまでくるほどに折り曲げると、待ちかねていたかのように濡れている恥部に、再び押し入った。

　トラヴィスはジェレミーの背中に腕を回して縋すがりついた。そうしないと、下半身を貫く興奮に堪えられそうになかった。

　ジェレミーはトラヴィスを押さえつけ、容赦なく突いてゆく。日頃、氷のような冷徹さで鳴らす捜査官とは思えないような激しさで、飢えを満たすように愛してゆく。

　それから、トラヴィスの口を塞いだ。恋人のペニスを舐めた舌を、今度は口に入れる。

　トラヴィスも手を背中から頭に回し、自らも求めた。二つの舌は、まるで生き物のように絡まりあっては舐めあい、舐めあっては絡まりあう。

　二人は満足することを知らないかのように、貪むさぼりあった。







「……なあ」
「どうした？」
「腹減ってないか？」
「いや、全然」
「タフだな」
「お前をいっぱい食べたからな」

　二人は情事の余韻が残るベッドの上で、クスクスと笑いあった。


Ｂｉｒｔｈｄａｙ




　寝室のドアを閉めて、ようやくアシュリーはひと息ついた。

　今日、十六歳の誕生日を祝うために集まってくれた親戚や友人たちは、日が沈む前に帰って行った。アメリカでは、十六歳の誕生日を盛大に祝う習慣がある。親戚や知人、友人たちをゲストに招いて、家で派手にバースディパーティーを行うのだが、グラハム家もまた、一人息子の記念すべきパーティーを愛情たっぷりに開いた。家中を色とりどりな風船やバナーで飾り、料理も母親手作りのケーキやマカロニサラダ、ローストビーフにこんがり焼けたソーセージなどが、テーブルに所狭しと出され、みな口々にアシュリーを祝った。特に、数ヶ月前に起こった事件にアシュリーが巻き込まれ、無事に生還したものの、事件の後遺症を心配していた人々は、グラハム家の一人息子の変わらぬ笑顔に安堵した。

　——みんな、楽しんでくれたみたいで良かった。

　アシュリーはベッドに腰かけ、今日のことを回想した。集まってくれたみんなが、自分のことを心配しているのはわかった。だからいつも以上に笑顔を見せて、みんなを安心させた。僕は大丈夫。何ともないんだよ、と。

　しかしアシュリーは心の底からは笑ってはいなかった。記念すべき誕生日に、一番来て欲しかった友人たちの姿がなかったからだ。
「可愛いアシュリー。ママは、どうしても賛成できないわ」

　前日の夜に、最後のお願いをした息子へ、母親は優しくそう言った。
「アシュリーが大切な友人だと思っているのはわかっているわ。けれど、あの子たちのせいで、アシュリーは怖い目にあったのよ。ママはそれが許せないわ」
「ママ、でもね……」
「あの子たちも怖い目にあって、気の毒だとは思っているの。けれど、一歩間違えていたら、アシュリーは死んでいたかもしれないのよ。そうしたら、ママは気が狂っていたわ」
「……ママ」
「お願い、アシュリー。ママを安心させて」

　それ以上、アシュリーは何も言えなかった。

　父親にはお願いもしなかった。ただでさえ仕事に忙殺されているのに、余計な心配をかけたくはなかった。

　——二人とも、今何をしているんだろう。

　アシュリーはごろんとベッドに横になると、シーツに顔を埋めた。薄暗い部屋で、ベッドの脇にある電気スタンドだけが点いている。辺りの暗闇を追い払うように、目にも眩しい明かりは、アシュリーの寂しげな表情をはっきりと浮かび上がらせていた。

　レイジーに最後に会ったのは、一昨日だった。ハイスクールで、一緒にランチをとった。レイジーは祖母が退院して、家があった場所に程近い一軒家に移り住んだことを喋った。　
「これからどうするかは、まだ決めていないんだ。おばあちゃんが、今でもショックを引きずっていて……」

　ペプシコーラを飲みながら、レイジーは言った。
「だから、おばあちゃんの妹のアン大叔母さんが、一緒に住まないかって、誘ってくれているんだ」
「え？　どこに住んでいるの？」
「ボストン」

　アシュリーは傍目にもわかるほど落ち込んだ。ボストンは東海岸にある都市だ。ロサンゼルスから行くには、アメリカを横断しなければならない。
「おばあちゃんは、おじいちゃんとの思い出がいっぱい詰まっている家がなくなってしまったのが、とても辛いんだ。僕はここにいるのが、おばあちゃんにとってはベストだと思っているんだけど」
「……そう？」

　レイジーは口許を手の甲で拭いた。ちらっと、視線をアシュリーへ投げる。

　アシュリーはドキッとした。レイジーに心の隙間まで覗かれたような気がした。
「どうするかは、おばあちゃんと相談して決めるよ」
「うん……そうだね」

　アシュリーは言葉を呑み込んで頷いた。行って欲しくないと、口には出せなかった。

　その日、翌日の誕生日のことを告げることもできず別れた。

　アシュリーは寝返りをうって、天井を仰いだ。
「レイジーは忘れているのかもしれない……」

　僕が十六歳になることを。　
「……仕方ないや」

　怖ろしい事件に巻き込まれ、九死に一生を得た。自分以上に命の危険が高かったのだ。それなのに、普段どおり授業を受けているレイジーはすごいと思う。ハイスクールのみんなにも普通で、そんな事件などなかったかのような態度だ。心理カウンセラーも驚いていたと聞いた。自分はまだカウンセラーの診察を受けているのに。

　——寂しい……

　その時、コツンという音がした。

　アシュリーは起きあがって、窓の方を見る。薄手のブルーのカーテンで覆われた窓は、今日一度も開けてはいない。昨夜から鍵はきちんとかかっている。

　息を殺して、耳を澄ました。

　すると、ほんのちょっとの後で、またカツンという音がした。ガラスの窓に、外から何かが当たった感じだった。小石のような何かが。

　アシュリーは急いでベッドから下りると、窓に近づいた。カーテンを引いて、鍵を開け、格子状の窓を押し上げる。外は気持ちのよい夜風が吹いていて、窓の下は小さな庭になっている。身を乗り出したアシュリーは、下に誰かがいるのに気がついた。

　レイジーとミカールだった。
「レ……」

　叫びそうになって、慌てて口を閉じた。もう夜である。見れば、レイジーも口許にひとさし指をあてて、もう片方で手招きしている。

　アシュリーは大きく頷いて見せて、窓を閉めた。忍び足で部屋を出て、足音をたてないように階段をおりる。一階のリビングルームのドアからは、蛍光灯の明かりが洩れているので、両親がテレビを見ているのだろう。静かに素早く通り過ぎて、玄関の鍵を開けて、外に出た。
「レイジー！　ミカール！」

　アシュリーは両手を広げて駆け寄る。
「アシュリー」

　レイジーはアシュリーを抱きとめた。
「遅くなったけれど、十六歳の誕生日おめでとう」
「ハッピーバースディ、アシュリー」

　二人揃って、お祝いを言う。
「あ、ありがとう……」

　アシュリーは嬉しさを隠さずに、レイジーとミカールを交互に見た。
「こんな遅くに来てくれるなんて……ごめんね、今日のパーティーに呼ばなくて……」
「気にすることないよ。アシュリーこそ、ママのことを悪く思っては駄目だよ」
「そうさ。俺たちもママのことは理解しているさ。気にするなよ」

　二人は何てことのないように喋る。アシュリーはホッと息をついた。事情は話していないのに、二人にはお見通しのようだった。
「うん、ありがとう。でも……僕は二人にこそ来て欲しかったんだ」

　大勢の人に祝ってもらったのに……アシュリーは申しわけない気分になったが、自分の気持ちに嘘をつきたくはなかった。
「二人が来てくれたら、僕はそれで良かったんだ」
「馬鹿だな、アシュリー」

　レイジーは野球帽子をかぶった鍔の下から、茶目っ気たっぷりに笑う。
「僕たちはいつだって会えるんだから。今までも、これからも、ずっと」

　アシュリーの頭に手を伸ばして、優しく撫でた。
「僕たちはずっと一緒だ」

　レイジーは帽子を脱いだ。
「遅くなったけれど、僕からの誕生日プレゼントをあげる」

　そう言うと、顔を近寄せた。

　そのまま、アシュリーの唇にキスをする。

　アシュリーはびっくりした。しかし、キスはほんの一瞬で終わってしまった。
「ごめん、驚いた？」

　レイジーはアシュリーの頭を撫でる。それで、自分がからかわれたのだとわかった。

　けれど、不愉快には感じなかった。
「……あ、ううん。ありがとう……」

　アシュリーは頬が赤くなるのを感じた。何だか、気恥ずかしくなった。
「ミカールは？」

　レイジーは手を離して、振り返った。ミカールはそっぽを向いていた。
「いきなり、キスシーンなんかするなよ」

　アシュリーはますます頬が赤くなっていった。

　レイジーは何事もなかったかのように帽子をかぶる。
「妬いているの？」
「ばーか、俺はお前と違って、神の教えに歯向かう気はないって」
「ふーん、それってサヴォナローラみたいだね」
「誰だ、そいつ？」
「狂った馬鹿だよ」

　二人の軽口を聞きながら、アシュリーは必死になって自分を落ち着かせようとした。さっきのは、ほんのジョークなんだから。十六歳になった自分への、第一歩のジョーク。シリアスになることはないんだから。

　でも、どうして胸がこんなにドキドキしているんだろう？
「なあ、アシュリー。あとで俺のバイクに思いっきり乗せてやるよ。それが俺からのプレゼントだ」
「あ、ありがとう、ミカール。嬉しいよ」

　先に十六歳になったミカールがバイクの免許を取ったのを思い出して、アシュリーは早口になった。自分の心臓の鼓動が、二人の耳に届かないかと心配だった。おかしな奴と思われたくなかった。

　レイジーとミカールは、少しだけアシュリーの様子を確かめるように眺めてから、手を振った。
「じゃあね、アシュリー。明日、ハイスクールで会おう。ママに見つからないうちに、お家へ入るんだよ」
「またな。今度会うときは、いっぱい楽しもうぜ」

　二人はアシュリーを振り返りながら立ち去ってゆく。
「うん……ありがとう。本当に、ありがとう！」

　二人の姿は夜の空気に消えてゆく。この辺りの治安はそれほど悪くはないが、やはり夜なので心配になった。しかしやがて、バイクのエンジン音が聞こえた。その音は、流星が落ちてゆくように、遠ざかってゆく。

　アシュリーはまたそっと家へ入った。リビングルームからは、まだ明かりが見える。足音に気をつけながら、急ぎ足で二階にあがり、寝室へ戻った。

　ドアを後ろ手で閉めて、アシュリーは天井を見上げると、深く息をついた。

　——どうしよう。まだドキドキしている。

　唇を、手のひらで触れる。指の先に、息がかかった。

　どうして僕は、こんなにドキドキしているんだろう……

　……どうしてだろう。



Ｔｒｕｓｔ　ｍｅ




　ジェレミーは、ゆっくりと目を開けた。

　ぼやけた視界に広がる室内は薄暗い。瞬きを何度か繰り返すと、頭が目覚めた。明け方近くにトラヴィスが眠ったのを見届けてから、自分も目を閉じたのだ。

　室内を一瞥する。薄暗いが、南側の窓を覆う厚いカーテンの隙間から、明るい光が顔を覗かせている。

　ジェレミーはふわふわしたコンフォーターの下で身を捩よじじらせて、ベッドサイドにあるクロックを見た。時計の針は、午後一時を回っている。

　傍らで、トラヴィスはまだ眠っていた。自分に寄り添うように体を少々傾けて、子供のように熟睡している。

　ジェレミーはシーツに肘をついて、少しだけ起きあがると、しばらくトラヴィスを見つめた。寝ている時が、一番顔をよく見ることができるのである。

　——全く。

　相変わらずな男だと、苦笑いした。トラヴィスはけして正統派の美男子ではないのだが、非常にセクシィなのである。イタリア系移民の子孫らしく、エキゾチックな黒い髪に神秘的なダークブラウンの瞳、南国特有の甘くて男らしい魅力的な顔立ち。本人は外見には無頓着で、身なりに気をつけようという意思も全くないため、一見して粗野な風貌なのだが、その眼差しはとても色めいていて、アカデミーで鍛えられた肉体とあわせると、その辺のハリウッド俳優よりもよほど人を興奮させるものがあった。

　ジェレミーは思い出したように小さく笑った。実際に本部内で、トラヴィスをそういう眼で見た男たちを何人か目撃している。不幸なことに本人はそういう方面には鈍感なために、あいつは俺にガンをつけていやがるとだけ思われ、逆にマフィアも真っ青の凄みのある睨みを返され、ほとんどが回れ右をしていた。もし勇気があるなら、トラヴィスをベッドに押し倒せるだろうが、思いっきりストレートパンチを喰らい、さらには急所を蹴っ飛ばされて終わりだろう。自分も蹴られそうなところをうまく交わして、ベッドで抱いたのだから。

　ふふっと珍しく笑い声が洩れる。懐かしい想い出が、心を豊かにする。初めての夜は、まさに格闘だった。男に抱かれることに抵抗感を露にしたトラヴィス。それをなだめて、説得して、さらにちょっぴり騙しながら、最初は優しく丁寧に、徐々に激しく熱くなり、最後は気を失わせてしまった。それでも、その日以降毎晩のように抱いた。トラヴィスを舐めるように味わいたかった。クアンティコの訓練生時代、ルームメイトだったからできたことだ。
『俺は男とは初めてなんだ！』

　初めての夜、自分の下で噛みついたトラヴィス。
『——私を信じて欲しい』

　そう告げて、言葉を封じるようにキスをした。絡みついた舌の快感が、いまだに忘れられない……

　トラヴィスが寝返りを打った。寝息は規則正しく、安らかだ。

　あの時と変わらないと、ジェレミーは安心した。子供のように純真な寝顔。それは自分にとって、何よりも大事なものだ。

　——いい顔で寝ている。

　ジェレミーはまた笑った。きっと愉快な夢でも見ているに違いない。自分に散々悪態をついているとか。

　それだったらいいと思った。ニューヨークでの捜査で、トラヴィスは傷ついた。守りたかったが、自分の思うとおりにはならなかった。

　手を伸ばして、トラヴィスの額にかかる前髪をそっとよける。そして顔を近づけると、唇にキスをした。起こさないように気をつけて。

　目覚めたら、おはようと言おう。ジェレミーは愉しく想像する。トラヴィスは恐らく、こう言い返してくるに違いない。くそったれ。それから、おはようと。

　苦笑いしながら、またベッドに横になった。それを隣で待つのも悪くはないと思った。


Ｃｏｆｆｅｅ ｂｒｅａｋ




　ドアを開けると、デスクに向かってパソコンと睨みあいをしているレイモンドがいた。本部内の一室に閉じこもって、かれこれ二時間近くになる。朝出勤した時に、今日はデスクワークをするから捜査以外では呼ばないでくれと通告されたので、その希望を尊重して放っておいていたのだが、昼時近くになって同僚のアーヴィン・ジョイスが「ちゃんと呼吸をしているんだろうな」とジョーク交じりの心配をしていたので、ランチがてら立ち寄ってみた。
「生きているかい？」

　ベンは静かにドアを閉めた。
「捜査か？」

　レイモンドはパソコンのキーボードを叩きながら、画面だけを見つめている。その表情は、解き明かせない謎の迷宮に陥ってしまっているかのように険しい。
「捜査の友を連れてきたよ」

　匂いがしてきたのか、レイモンドはようやく画面から目を離す。

　ベンはレイモンドのデスクの上に、たっぷりとコーヒーを淹れた黒いマグカップを置いた。
「この友達と一緒に、少し休んだらどうだい？」

　レイモンドは手を止めると、マグカップを覗き込んだ。コーヒーの香ばしい匂いが、まるで手招きするかのように鼻先まで漂ってくる。
「ベンが淹れてくれたのか？」
「ホワイトコーヒーではないけどね」

　ベンはウィンクをする。

　ホワイトコーヒーとは、ミルクと砂糖をいっぱいに入れたコーヒーを指す。狸のようなお腹をしているホワイト副長官が、これでもかというくらいミルクと砂糖を入れるので、最初はジョークから始まった綽名ニックネームなのだが、局内では妙に受け、ＦＢＩ用語として自然に使われるようになった。

　レイモンドはマグカップを手に取ると、ひとくち飲んだ。ほどよく甘くてまったりとした味が、口の中で広がり、舌を撫でていく。
「おいしい、さすがベンだ」
「どういたしまして」

　ベンは隣のパイプ椅子に座って、持ってきた紙コップをデスクに置いた。こちらもコーヒーである。
「で、君のデスクワークは順調に進んでいる？」
「あと一時間も同じことをしていれば、私が事件を起こすかもしれない」

　レイモンドは長年使い古されたパソコンチェアを回転させて、ベンに向き合うと、にこりともしないで言った。
「それを止めにきたよ」

　ベンは苦笑いをしながら、紙コップに口をつける。レイモンドがパソコンと格闘しているのは、捜査報告書だった。つい先日解決した捜査は、州をまたいで起きた連続殺人事件で、最後は子供を人質に立てこもった犯人が射殺されて終わったのだが、その報告書を明日までに提出しなければならなくなったために、レイモンドが朝からパソコンのキーボードを叩きまくっているのである。
「一服して、気分を変えよう」

　レイモンドと一緒に事件に関わったベンだったが、今回の報告書の責任者はパートナーだったので、代わりにコーヒーを淹れてきた。
「私は報告書を書くのが、一番辛いよ」

　ベンはデスクに紙コップを置くと、前屈みになって、膝で両手を組む。
「もう一度、殺人事件を見せられるんだ。それで、もう一度怒りが湧いてくるんだ。犯人は全知全能神のつもりかってね」
「だが、解決した」

　レイモンドはマグカップを口から離した。
「その犯人の事件は、もう二度と起きない。それが一番重要だ」
「そう、今度は別の人間が起こすんだ。そして、私たちがまた追いかける」

　ベンは自嘲気味に言った。疲れたようなため息がこぼれる。
「お前は優しいから、そう思うんだ」

　レイモンドはコーヒーを飲みながら、にべもなく言う。
「私は少しも優しくはないから、全くそうは思わない。おかげで、今日中に終わらせることができそうだ」
「レイ」

　ベンは気難しいと言われるパートナーの顔を見つめた。確かに容易な男ではないが、それがイコール優しくないというわけでない。
「お前は優しい。私は冷たい」

　レイモンドは構わずに続ける。
「だから、ちょうどいいんじゃないのか？」

　ベンは少しだけ瞬きをした。今のは、レイモンドのジョークなのだろうか。からかう響きがした。
「さて、現実に戻るか」

　レイモンドは会話を打ち切るように、パソコンチェアを回転させた。チェアはギイギイと音を鳴らして、パソコン画面の正面を向く。

　レイモンドは無言で、マグカップをキーボードの脇に置いた。

　ベンは立ちあがった。コーヒーはまだ残っているはずだろう。だが休憩コーヒーブレイクは終了なのだ。
「昼はどうするんだ？」
「勝手にする」

　ベンは余計なことを言わなかった。仕事熱心なレイモンドのことだから、お腹の空き具合もコントロールするに違いない。
「グッドラック」

　とだけ、声をかけた。

　レイモンドは画面に目をやりながら、軽く頷く。もう会話は記憶の彼方のようで、目の前の仕事に集中している。

　ベンは紙コップを手に、邪魔しないように外へ出ると、ドアを閉めた。それを背にしてしばらく立ち、顎や頬を手で触る。顔が赤くなっていないことを確かめてから、ゆっくりと歩きはじめた。


Ｃａｌｌ




『聞いているのか、ミリー』

　耳に当てた受話器を肩で器用に押さえながら、ミリアムは冷蔵庫から出した牛乳パックの蓋を開けて、ガラスのコップになみなみと入れた。視線は先程からテレビにそそがれている。
『ミリー！』
「ちゃんと聞いているわよ。始めからリピートしましょうか？」

　ミリアムはコップを口につけた。テレビはＣＮＮのニュースをやっている。ホワイトハウスのシュレーゲル報道官が、外国で起きたテロに関して声明を発表している。
『聞いているだけじゃなくて、テレビを消して、俺との電話に集中して欲しいんだがな』
「あら？　どうしてわかったの？」
『俺は何でもお見通しだ。どうせ、ＣＮＮのニュースを見ているんだろう？　このアンカーマンはデンゼル・ワシントンのようにいい男だって、前に会ったときに喋っていたじゃないか』

　ミリアムはコップを離すと、小さく吹き出した。キッチンにいるローズマリーが、何事かと振り返る。
『今、笑ったな？　思い出したか！』
「いいえ、そんなことを喋ったかしら？」

　ローズマリーへウィンクしながら、ミリアムは首を傾げた。けれどおそらく本当なのだろうと思った。ジェラードの記憶力は数年前に放映していた人気のテレビドラマ「ＨＥＲＯＥＳ」に出てくる超能力者のように凄い。きっとＤＮＡが途中で変化したのだろう。
「でも私の見たいものは違うわ」

　ミリアムは再びテレビに目をやった。ブラウン管に映っているシュレーゲル報道官は、マスコミからアイスマンと評される無表情な顔で、テロを非難している。
『趣味が変わったのか？』
「ええ、そうよ。彼に集中したいから、もう電話を切っていい？」

　受話器を取ってから、十五分は経過している。これが出勤日なら問答無用で切っているが、今日は休日なのである。ジェラードがそれを狙って電話をかけてきたのなら、どうして自分の公休を知っているのかびっくりだが、超能力者ジェラード・ウィリアムズなら動物的な勘で嗅ぎつけることができるのかもしれなかった。
「もう十五分も喋ったから、私が元気に暮らしているってことはわかったでしょう？　ジェイを安心させるために、私も牛乳を飲みながらつきあっているのよ？　そろそろ次の段階に入りたいわ。ドーナツを食べるとかね」
『ありがたいよ、ミリー。哀れな弟が電話をかけてきたっていうのに、ドーナツが大事なんてな。きっと美味いドーナツなんだろうな。俺にもあとで教えてくれ』
「何言っているのよ。一週間前にも電話をかけてきたじゃない？　私の一ヶ月のスケジュールには、ちゃんとジェイの電話の話し相手をすることって記入してあるんだから。姉の思いやりを神に感謝しなさい」
『ＯＫ。俺との会話に飽きたってことだな。わかったよ、ミリーがそのスケジュールを思い出した頃、また電話する』
「半年後になるかもしれないわね」

　ミリーはコップを手に、キッチンへ向かう。葡萄を皿に盛っているローズマリーは、二人の会話を直に聞いていないにもかかわらず、ちょっと呆れた顔をしている。
「じゃあね、ジェイ。あなたが昼も夜も心配したくなるような彼女を、早く見つけなさい」

　私に電話をする暇があるならねと、お節介な弟へ姉らしい忠告をする。
『ミリーに心配されなくても、俺の状況は問題なしだ。俺が電話をしているのは、ミリーのためだ。ジャックみたいなクソ野郎が、ミリーに近づいていないかどうか心配なんだよ。わかってくれ。また電話する。じゃあな』
「バーイ」

　ミリアムは片手で受話器を掴むと、通話を切り、コードレス電話用の充電器に差し込んだ。やれやれと息をついて、残った牛乳を一気に飲み干す。
「あの子も、困った子だねえ。いい加減、ミリーから離れればいいのに」

　電話が終わったのを見届けて、ローズマリーは皿に盛った葡萄をテーブルに置いた。ミリアムと一緒に暮らしている伯母は、甥の電話を逐一チェックしている。
「仕方がないわ。あの子の趣味なのよ、きっと」

　ミリアムは首をすくめる。
「私がまだ、何にもできないドジなミリーって思っているのよ。これで彼女ができたら、あの子の関心もそっちに向かうと思うんだけど。どうして彼女ができないのかしら？」
「この間喋ったら、ブルネットの彼女がいるって喋っていたよ。本当かどうかは知らないけれどね」

　ローズマリーは葡萄の房を取ると、口に入れた。
「でもねえ、それにしたって、お前にべったりしすぎだよ。もう半ズボンを履いてミリーの後を追っていた子供じゃないんだから、独り立ちするべきだよ」
「私もそうは思うけど」

　ミリアムも葡萄を食べた。伯母と姪は好物が一緒である。

　ローズマリーの口は止まらない。
「キムもジェラードのことを心配していてねえ。ありゃ、父親に似たんだよ。お節介なところや余計なところがそっくりだ。だから、キムも別れたんだ」

　キンバリーはローズマリーの妹で、ミリアムとジェラードの母である。
「束縛したがるって、それはキムが嫌がってねえ」
「わかったわ、まずは朝食の準備をして、ジェイの未来を憂いましょうか」

　ミリアムはちらりとテレビに目をやった。画面は国内の事件を放送している。ハイウェイで玉突き衝突があったらしく、何台もの車が転がっている。現場からリポーターが状況を説明している。ミリアムが注目していたテロの報道は終わったらしい。外国で起きたテロだが、おそらくＦＢＩは捜査官を派遣するだろう。誰が行くのか考えた。
「今、缶詰を持ってくるわ」

　ミリアムはキッチンを離れた。その後ろ姿を、ローズマリーは惚れ惚れと見つめる。姪のミリアムはひいき目なしに見ても、頭がよく、学歴があり、スタイルも抜群で、性格もいい。ＦＢＩ特別捜査官で、順調にキャリアを伸ばしている。甥のジェラードだって、アナポリス士官学校を卒業した海軍将校である。二人とも自慢の子供たちだ。

　けれどジェラードがミリアムを必要以上に保護したがるのは、たぶん自分たちの肌の色と違うからだろう——

　それにしたってねえと、ローズマリーは缶詰を持ってきたミリアムに、ため息まじりに言った。
「お前も、あの子の趣味につきあってやって、よくイライラしないもんだね」
「仕方がないわ。だって、兄弟だもの」

　ミリアムは苦笑いしながら缶詰を開けた。


Ｍｙ ｓｏｎｓ




　アニメが終わると、まるで止まっていた息が吹き返したかのように、エセルバートはふかふかのソファーの上で大きく息を吸い込んで、一気に吐き出した。

　隣で静かに本を読んでいたパトリックは、その海から這い上がってきたような深呼吸で、甥の大好きなジャパニーズアニメが終了したのを察し、顔を上げる。
「ようやく、現実世界に戻ってきたようだね？」
「うん……でもまだ戻ってきたくなかったな……すっごくいいところで終わっちゃったんだもん。ぼく、次の週まで生きていられないよ」

　エセルバートは胡坐をかいて座っていた。毎週欠かさず見ているアニメが始まったときは、パトリック叔父さんを見習って、ちゃんと両膝を揃えていたのだが、見ているうちに熱中してしまい、いつのまにか、足がソファーに上がっていたのである。もし母親のメレディスがいたら、問答無用で両足を引きずり下ろされていただろう。
「すっごく待ち遠しいなあ……どうして毎日やってくれないんだろう？　ぼくが、こんなに、こんなに、待っているのに！」

　パトリックは苦笑いした。子供の我儘は本当に可愛い。
「それじゃあ、今夜寝る前に神様にお祈りしてごらん？　もしかしたら、こっそりと聞いてくれるかもしれないよ。もっとも、今は忙しいかもしれないけれどね」

　アメリカでは、現在経済がひどく落ち込み、不況に突入している。毎日暗いニュースが流れている家や職場では、この不況を何とか生き延びられるように神様へお願いしているのかもしれない。

　エセルバートは胡坐をかいたまま、不思議そうに横を向いた。
「神さまも忙しいの？　ママみたいに？」
「そう、でもママよりは余裕があるかもね」

　パトリックは本を閉じて、甥のあどけない顔を覗き込む。
「ママは働きすぎだよね。今度の週末はエセルと一緒に過ごせるようにって、神様にお願いしようか？」
「うん！」

　ちらっとだけ浮かべた寂しげ表情が、喜びに変わる。
「ぼく、そっちを神さまにお願いするんだ！　だって、ママ、きっと今夜も遅いよ！」
「早く帰るって言ったのにね。いけないママだ」

　パトリックはわざとしかめっ面をすると腰をあげた。
「いけないママには罰として、二人で美味しいものを食べようか？　エセルが大好きなのは……」
「ピザ！！」

　元気に拳を上げて返事をする甥っ子に、「グッド」と笑って、パトリックはリビングを横切ると、ワシントンＤＣで一番美味しいと評判のピザ屋「ピザ・アメリカン」に電話した。繁盛している店なので、回線が中々繋がらない時がある。しかし今夜は誰もピザを食べたくなかったのか、すぐに繋がった。

　デリバリーを頼んでいる間、後ろを振り返ると、エセルバートはテレビのリモコンを使ってチャンネルを回している。

　姉一家と一緒に住むようになったのは、一年ほど前からだ。弁護士であるメレディスは、ニューヨークにある大手の弁護士事務所に勤務していたが、ワシントンＤＣにある中堅の弁護士事務所に引き抜かれた。仕事面や報酬などでの好条件を提示されたのが理由の一つだが、決め手になったのはエセルバートだった。シングルマザーであるメレディスの一番の重要事は、十一歳になった息子で、ニューヨークにいた時はシッターを雇ったり、同じ区内に住んでいる両親の家へ連れて行ったりと、自分が仕事で遅くなってもエセルバートが一人にならないよう気をつけていたが、やはり他の身内と一緒に暮らすのが息子にとってベストではないのかと考えた。医者である両親は自分以上に大変であるし、かといって、別れた亭主やその家族の世話にはなりたくない。あとは……と考えている最中に、話が舞い込んできたのである。すぐにメレディスはワシントンＤＣにいる弟に電話をかけ、自分の状況を説明し、エセルバートのためにとお願いした。パトリックは二つ返事でОＫした。ただし自分も捜査官なので、家を空ける時があることを説明し、メレディスも了承した。抜かりのない姉は、弟の家で長年働いている家政婦も把握していて、その温厚で口の堅い誠実な人柄も気に入っていたので、ニューヨークからワシントンＤＣへたくさんの荷物と共に住み着いたのである。以来コールマン姉弟とその息子、そして家政婦のバーバラ・ドーバーも交えて、平穏に暮らしている。
「それじゃあ、よろしく」

　電話を切ろうとした時、背後で声があがった。通話を切って、どうしたのかと振り返ったパトリックの耳に、エセルバートの興奮した声が飛び込んできた。
「リック！　見て！　エルだよ！」

　細長いリモコンを持った手でテレビを指しながら、ソファーの上で跳ねた。
「すごいや！　エルが映っている！」

　パトリックは無言でソファーの後ろに立った。テレビはニュースをやっている。何かの記者会見を映しているのだろう。一人のスーツ姿の男性がマスコミに取り囲まれている。
『……これは明らかに警察の捜査ミスです』

　金髪の男性の若くて知的な声が、ブラウン管から洩れてくる。
『そして、捜査を主導したＦＢＩの過失も問われるべきです』

　男性はマイクやカメラを向けられていても、怯むことなく、堂々としていた。その姿は自信に満ちている。
「エル、何をしているんだろう？」

　まだ幼いエセルバートはニュースの内容がわからない。
「仕事をしているんだよ」

　画面が切り替わり、スタジオでニュースキャスターが視聴者へ伝える。
『ラファエル・レヴィン弁護士は、今回の殺人事件の裁判で無罪を勝ち取り、裁判の過程で明らかになった杜撰な捜査内容に対する新たな訴えを起こすことを表明しました——』
「——ねえ、リック」

　ソファーの上で半回転して体の向きを変えたエセルバートは、背もたれに胸を押しつけ、首を後ろに曲げて叔父さんを見上げた。
「どうして、去年のクリスマス、来られなかったの？」

　パトリックはテレビの画面から離した目を、甥っ子へ向けた。まだ一緒に住む前は、ニューヨークの両親の家で、一家全員でクリスマスを祝っていた。コールマン家はユダヤ教徒だが、世俗的にやっている。しかし去年は連続強盗事件の捜査が長引き、パトリックはニューヨーク行きを断念。そのことは姉へ伝えていた。
「去年はエルが来たんだよ」
「……あの子が？」
「うん」

　エセルバートはテレビを見たから、従兄弟を思い出したようだった。
「エル、いっぱいクリスマスプレゼントを持ってきて、いっぱいぼくにくれたんだよ！」
「それは良かったね」

　パトリックはエセルバートの頭を優しく撫でた。
「嬉しかっただろう、エセル」
「うん！　エルに会えたのが一番うれしかった！　リックも来てくれたら、もっとうれしかった！」

　素直に喋る少年に、パトリックはたっぷりと愛情のこもった眼差しを向けた。
「すまない。今度は泥棒たちにクリスマス休暇を取れって、ちゃんと伝えておくよ」
「うん、エルも会いたがっていたもん」
「……そう」

　パトリックはまた頭を撫でた。
「今年は、みんなでお祝いできるよね！」
「……そうだね」

　その返事を聞いて、エセルバートは安心したように前へ向き直った。リモコンを掴んで、再びチャンネルを回す。

　パトリックは静かに側を離れた。リビングを出て、キッチンへ向かう。薄暗いキッチンは照明をつけて明るくし、冷蔵庫を開けた。中からミネラルウィーターを取り出すと、コップについで、口をつける。

　姉と甥が引っ越してくるまで、パトリックは一人暮らしだった。ミズドーバーが週に数回ほど来てはくれるが、家の住人は自分だけである。

　パトリックはコップを手にして、キッチンを見回した。一人暮らしには、広すぎるスペース。

　先程のエセルバートの言葉を思い返した。

　——去年はエルが来たんだ。

　そのことを姉が一言も自分に言わなかったことを考えた。

　しばらく、コップの中の水を転がす。

　……リック。

　パトリックはコップをそっとテーブルに置いた。
「……リック！　ちょっと来てよ！」

　空耳ではなく、リビングから聞こえてくる。

　パトリックは小さく笑うと、「今度は何だい？　エセル」と身を翻して、キッチンを出て行った。


Ｔｈｅ　ｇｕａｒｄ




「——異常なし」

　華やかなパーティー会場の片隅で、窓を覆うビロードのカーテンの影に隠れるように立っているトラヴィスは、タキシードに取りつけた小型のマイクへ低く応じると、再び鋭い目つきで周辺を睨んだ。

　今夜、英国の首都ロンドンのメイフェア通りにある由緒あるホテルで、アフリカ難民への支援を呼びかけたチャリティが開催されている。主催者はランドルフ・ウェントワースロンドン市長と、彼の友人で俳優のノエル・エリオットで、二人は数年前からアフリカへの支援活動を行い、この夜もロンドンの著名な人々を招いて、国を追われた難民への援助を呼びかけていた。

　トラヴィスはドレスコードで行き交う人々を、まるで紛れ込んでいる犯罪者を探し出すように、注意深く観察している。一応ジョルジオ・アルマーニのタキシードを着用しているが、その場の賑やかな空気に全く溶け込んでいない。トラヴィスの他に、あと二名の特別捜査官が会場のエントランスと通路に立っている。彼らは本国からＶＩＰガードとして派遣された。このチャリティに参加しているニューヨーク市長を護衛するためである。

　一週間前、オスカー・ミュラーニューヨーク市長宛てに脅迫文が届いた。米軍のアフガニスタン派遣を支持することへの激しい非難が綴られていて、市長へのテロを仄めかす内容だった。ただちにＦＢＩから捜査官が派遣され、手紙の分析が始まったが、まだ差出人は特定されていない。そのうちに、ミュラー市長はロンドンへのチャリティ出席を決めた。主催者が旧知の人間であり、元々出席する意向であったこと、さらに脅しに屈したくないとの強い意思を示したことで、難色を見せたＦＢＩを説得。捜査官を一緒に派遣することで妥協が成立した。

　トラヴィスは会場のなかでも、ひと際人々で賑わっている一群へ厳しい視線を向けた。中心にいるのは、背が高くて、トム・フォードのタキシードを華麗に着こなしているハンサムな男性である。このチャリティの主役と化したミュラー市長である。

　大学生の頃はモデルもやっていたというニューヨーク市長は、二十代でインターネット関係の会社を立ち上げ、数年間で一流企業に押しあげた有名なビジネスマンであり、三十代の若さでニューヨーク市長選へ立候補、新人同士の一騎打ちで見事初当選した人物である。そのモデルのような容姿と頭の切れる会話、ジョークをちりばめた愉しい演説など、口の悪いニューヨーカーからも支持されていて、セレブリティな恋人たちとの交際など、パパラッチから感謝状を贈られるような派手な話題を提供している。

　トラヴィスは市長の周囲を警戒している。すぐ側でも護衛警官が目を光らせているが、どこから不測の事態が起きるがわからない。ミュラー市長はそんなことなど忘れてしまった様子で、胸元が大きく開いたヴェルサーチの真っ赤なドレスを着た美しい女性と会話している。

　——くそっ。

　トラヴィスは苦々しく毒ついた。脅迫文を寄越した卑劣な犯罪者に怒りが燃えている。だが、ミュラー市長を見守らなければならない立場にも、腹が立っている。

　昨日、ロンドンへ発つ市長とジョン・Ｆ・ケネディ空港で初めて対面した。市長は一人一人の捜査官たちとにこやかに挨拶を交わしたが、最後トラヴィスの前に来ると、なぜかあからさまに首をひねって見せて、こう言った。
「で、君は誰なんだ？」

　トラヴィスは大袈裟に笑顔をつくった。
「トラヴィス・ヴェレッタです。市長を守るためにＦＢＩから派遣されました」

　このくそったれ、と笑顔の裏に貼りつけたが、誰にも見られなかった。

　ミュラー市長はトラヴィスの格好を興味深そうに眺めた。他の捜査官たちが、ちゃんとしたスーツを着こなしているのに、トラヴィスはいつもどおりのあけっぴろげな姿である。ワイシャツの胸元は開はだけていて、ネクタイもない。
「あいにく、本物です、市長」

　まるで珍獣でも見ているような視線に、トラヴィスはわざと明るく言った。
「寝坊したんだな？」

　ミュラー市長はわかったというように頷いた。
「エキストラかと思った」

　そう言うと、身を翻して、側近たちとゲートへと向かう。その後ろ姿に、トラヴィスは蹴りを入れてやりたくなったが、同じく派遣されたヒースに手招きされ、仕方なくついてゆく。ヒース・ハリド捜査官の目は——だからきちんとスーツを着ろと言っているだろう、この馬鹿——と呆れている。

　捜査官たちは市長が乗る飛行機の安全確認は勿論、ロンドンへ到着し、移動手段であるリムジンや宿泊するホテルの安全点検をすみずみまで行い、今夜のチャリティイベントでも会場のセキュリティを厳重にチェックしてから、周辺の警護についている。

　——くそったれ。

　トラヴィスは苦々しく思い返す。ミュラー市長は他の捜査官たちへは愛想がよかったが、トラヴィスにはまさに眼中になしという態度だった。

　——あいつに似ているぜ。

　人だかりの中心にいる金髪碧眼のゴージャスな市長は、トラヴィスと極秘に付きあっているクールなブロンドビューティーを連想させる。

　——人を思いっきり靴の踵で踏みつけるところからそっくりだ。いつかケツを蹴飛ばしてやる。

　ロンドンへ出張する前夜、ベッドの上でたっぷりと愛しあった恋人が聞いたら恐ろしい展開が待っているが、幸いなことに、その冷徹な恋人との間には大西洋が跨またがっているので、遠慮なく罵るトラヴィスである。

　——まあ、あいつの方が面構えはいいか。

　そんなことを考えていると、ふいに肩を叩かれた。
「ちゃんと仕事をしているか？　エキストラ」

　トラヴィスは極悪な表情で振り向いた。ホテルのエントランスで警護にあたっていたヒースが側に来ていた。
「エキストラも重要なんだぞ？　ちゃんとエンディングロールで、捜査官Ｔって役名で紹介されるはずだ」

　ヒースは空港での市長の辛口ジョークを真似てからかう。トラヴィスもムッとなって言い返した。
「危険なスタンド付きなら、ギャラは弾んでもらわないとな」
「安心しろ。あの市長、フォーブスにも載っている指折りの金持ちだ。命が助かったら、貧乏な公務員にボーナスを支給してくれるさ。それで、また自分の人気をあげるのさ」

　気のあう同僚二名はニヤリと笑うと、会場中を見渡して、現状を報告しあった。
「どこも異常はない。トーマスも、男二人が仲良く手を繋いでハミングしながら目の前を歩いていったこと以外は、特にないそうだ」

　ここは英国だからなと、フランスで青年期を過ごしたヒースは肩をすくめる。

　仲良く手を繋いでハミングする以上のスキンシップをしているトラヴィスは、知らん顔をして胸元のブラックタイに手をやった。その上から下までブランド品でかためた装いを、ヒースは感心したように眺める。
「お前、本当によくアルマーニのタキシードを持っていたな」

　宿泊したホテルで着替えた時の言葉を、再び口にする。
「最初見た時は、お前のアイデンティティーが崩壊したのかと思ったぜ」
「アカデミー時代に、捜査官になったら必要になるから買っておけって教官に言われたんだ」
「俺には必要のないアドバイスだな」

　ヒースはカルバン・クラインのタキシードを着ていた。長身のスタイルに大変良く映えていて、どこかの御曹司と名乗っても違和感はない。特別捜査官たちは、レセプションやパーティー会場での要人警護を担当する場合に備えて、適切なブランド服一式を買い揃えておくようにしている。
「お前の憧れは刑事コロンボだろうが、俺は違う」
「やかましい」

　トラヴィスはうるさそうに鼻を鳴らして、会場に目をやる。すると、その目が何かを捕らえたように厳しくなった。
「どうした？」

　敏感に察知したヒースが、何気ない風に小声で訊く。
「——まただ。くそったれ」

　トラヴィスは汚い言葉で吐き出す。
「何だ？　ちゃんと説明しろ」
「俺を挑発してくる奴らがいる」

　トラヴィスはその一点を睨みつけた。
「ここに入った時から、あからさまに俺に視線を向けてくる連中がいる。銃で撃たれたいのか、くそったれめ。苛々する」

　すぐに捜査官に意識を切り替えて辺りを警戒したヒースだが、その同僚の言葉に妙な顔をした。
「お前が、ＦＢＩから派遣された捜査官だって知っているのか？」
「そういう感じじゃない。とにかく、俺が苛々する視線を向けてくるんだ」

　今にもその相手を殴りに行きそうな物騒な気配を漂わす。

　ヒースはトラヴィスが見据えている方へ、同じように視線を投げた。着飾った紳士淑女がワイングラスを片手に、愉しげに語らっている。その間をうまく通り歩いているのはホテルの従業員たちで、その格式に相応しい振る舞いで給仕をしている。
「どの辺がお前に喧嘩を売っているんだ？」
「知るか。大方、あのくそったれの取り巻きだろう？」

　くそったれとは二ューヨーク市長のことである。

　ヒースはしばらく会場を見つめた。トラヴィスの言葉の意味を吟味ぎんみするように、全体へ捜査の目を散らす。だが首を傾げると、いきり立つ同僚へ言った。
「気のせいじゃないのか？」
「気のせいじゃない。俺はいたって普通だ。絶対に俺を観察している連中がいる。ふざけやがって」

　トラヴィスは荒々しく吐き捨てる。

　ヒースはゆったりと腕を組んで、頭に血が上っている同僚に目をやった。丁寧に整えた頭のてっぺんから、サルヴァトーレ・フェラガモの靴の爪先まで、もう一度確かめるように見回すと、今度ははっきりと言い切った。
「気のせいだ、トラヴィス」

　その表情には、少しだけ苦笑が交じっている。

　トラヴィスは納得がいかないというように顔をしかめて、何事か言いかけた。だが、ヒースはそれを遮るように言った。
「よく似合っているぜ、そのタキシード」

　組んでいた腕を外すと、笑いながら身を翻してゆく。
「……何言っているんだ？」

　後に残されたトラヴィスは、わけのわからない謎を突きつけられたというように呟いた——







　チャリティ会場の出入り口には、トーマス・アンダーソン捜査官が立っていた。
「異常は？」
「ないね」

　トーマスは穏やかに応える。
「そちちはどう？」
「トラヴィスが異常だ」

　ヒースは気味が悪いぐらいにニヤニヤと笑っている。

　トーマスは、うん？　と興味を持った。それはレバノン系アメリカ人の同僚が、何かすごく愉しいことを見つけた時の癖だと認識している。
「異常なのは、アルマーニのタキシードを着ているから？」
「いいや。タキシードは悪くはないさ。誰か知らない奴らの視線を感じるって腹を立てているんだ。くそったれって連発しているぜ」

　トーマスはオリーブ色の目でぱちくりすると、ちらっと会場の奥の壁際に立っている捜査官を盗み見た。
「……それは、仕方がないね」
「だよな」

　トラヴィスがこちらを気にしていないようだったので、さりげなくその様子も視界に入れながら、二人の特別捜査官は揃って並んで会場を見渡した。
「僕はトラヴィスが正装した姿を初めて見たんだけれど、あれほど魅力的な男性だったとは知らなかったよ」

　トーマスはその時の驚きの余韻がまだ残っているのか、小さくため息を洩らす。
「同性なのに、ドキリとしたからね。信じられないよ。すごいマジックだ」
「俺もそう思う」

　自分の身につける物にルールがあるおしゃれなヒースは、苦笑いがとまらない。
「まったく、大した化け様だ、イタリア系の男って奴は」

　日頃の外見に無頓着な姿を見慣れている者には、今夜のトラヴィス・ヴェレッタ捜査官はまさに別人だった。髪は綺麗にセットされ、一流ブランドのアルマーニの黒いタキシードを着こなし、光沢のあるフェラガモの革靴を履いて、ブラックタイをしている。ドレスコード指定のこのパーティーでは、大体の男性陣の定番だったが、その中でトラヴィスは際立って目立っていた。つまり、この上なくセクシィな魅力に満ち溢れていたのである。
「ここにいる金持ち連中が、あいつに目を奪われているってだけなのに、俺を挑発してくるって言うんだ」

　どっちが挑発しているんだと、ヒースはもう笑いが止まらない。
「僕も通路で警護にあたっていた時、とても綺麗な女性たちから、あそこのカーテンの側に立っているセクシーな男性は誰？　って質問されたよ。五人も」

　トーマスも感心したように頷く。
「すごい人気だね、トラヴィスは」
「一番すごいのは、そういう自分の魅力に全く気がついていないってことだな」

　ヒースはありえないというように頭を振る。
「会場中の注目を浴びているのに、笑顔の代わりに、機関銃でもぶっ放すような恐ろしい空気を発散させているから、美しい女性たちも声をかけられないんだ」

　馬鹿だなと真面目に唸る。
「羨ましい？」
「俺とあいつは種類が違う」

　それより、とヒースは、トーマスへ軽く顎をしゃくる。
「この後も何も事件が起こらなかったら、たぶん俺たちは面白いドラマが見られる」

　しゃくった方向には、ミュラー市長がいる。
「トラヴィスは気がついていないようだが、我らが市長は着飾ったエキストラが気になって仕方がないようだ」
「そうだね」

　二人の捜査官は、周囲の人々と笑いながら語らっている市長が、ふとした時に、窓際のカーテンへ視線を飛ばしているのに気がづいていた。それも人目を盗むように、繰り返し。
「第一声は何だろう？」

　トーマスは優しげな顔立ちに、愉快そうな笑みを貼りつけている。
「ホテルを出発する時は、ただ見惚れている様子だったけれど。きっと頭の中では、全力でトラヴィスを納得させる演説を練りあげているだろうね」
「俺だったら、こう言う。トラヴィス・ヴェレッタ捜査官。君はなんて素晴らしくセクシーなんだ。世界で唯一無二のエキストラだ……」

　ＦＢＩ捜査官たちは束の間の休息を、爆笑で締めくくった。

　だが、事件は起こった。

　パーティーも終盤に差しかかった頃、ＦＢＩの要請で会場の警護に当たっていたロンドン警視庁の警官から、緊急の無線が入った。
「不審な男を見かけました」

　駆けつけた捜査官たちを、ベテラン風の警官が同じ階にある男性用トイレまで案内すると、そこにいた若い警官が説明した。
「一人の男がトイレを出たり入ったりして、すごく挙動不審だったんです。周囲の目を気にするような様子でした」
「トイレの用事ではないようだった？」
「はい、そうは見えませんでした」

　まだそれほど経験を積んではいないだろうが仕事熱心な警官は、はっきりと断言する。
「しばらく前に、またトイレへ入って行ったきり出てこないんです」
「その男の特徴は？」
「白人、歳は二十代後半から三十代前半、中背で細身、髪の色はブラウン、着ている服はタキシードです」

　三人の捜査官たちは顔を見合わせる。ヴァージニア州クアンティコで脅迫文を出した犯人像をプロファイリングした結果、おそらく年齢は三十代から四十代、学歴のある白人で、アフガニスタン派遣を批判しているが、それは表向きの理由に過ぎず、市長個人を非難している、その動機は恨みと妬み——
「警官を配備して、周辺を封鎖しよう」

　トーマスの命令は直ちに実行された。同フロアの奥にある男性用トイレは封鎖され、警官たちが立ち入りを禁止する。ほろ酔い加減で用足しに現れたチャリティパーティーの招待客は、物々しい警官たちに阻まれ、ホテルのトイレが奇襲攻撃でも受けたのかと頭が醒める。だが慇懃無礼に別のフロアへ行くようと促されると、好奇心と不満と生理的欲求の狭間で悩み、文句を言いながら別のトイレへと急ぎ足で向かった。
「俺が行く。援護を頼む」

　トラヴィスはジャケットを通路の端に脱ぎ捨てると、胸のホルスターから銃を取り出し、トイレのドアの脇の壁に背をつけて立って、腕を伸ばしてガラス製のドアノブを握った。その両脇から、ヒースとトーマスが銃を手にして、援護の体勢に入る。

　三人の間で無言の合図が交わされ、トラヴィスはドアノブを回すと、一気にこじ開けた。同時に素早く銃を構えて立つ。

　中は静かだった。

　トラヴィスは油断なく足を踏み入れる。磨かれた床に靴音が響かないよう注意しながら、慎重に前へ進む。豪奢な洗面台の一面は鏡張りで、銃を手に持つトラヴィス、その後に続くヒースとトーマスの姿が映る。

　三人は警戒しながら、異常がないか確認すると、個室トイレへ向かう。個室トイレは四つあり、三つはドアが開いていた。一番奥のドアだけが、ぴったりと閉まっている。

　トラヴィスは銃を構え直すと、そのドアに近づく。すると、微かだが奇妙な声と何かの物音が耳に入ってきた。

　トラヴィスの表情がさらに引きしまる。そっとドアに耳を寄せて、中の様子を探った。
「……どうした？」

　トラヴィスがしばらくその状態で動かなかったので、ヒースが怪訝そうに小声で訊く。

　トラヴィスは背後にいる同僚を振り返る。険しかった顔は、まるでつまらないコメディショウでも見てしまったかのように呆れていて、手にあった銃をホルスターへ戻すと、状況がわからない二人の捜査官へ、意味ありげに親指でトイレの中を差す。

　ヒースとトーマスは音を立てないように気をつけて、それぞれドアへ耳を寄せた。
「……」

　ほどなく、ヒースはくっくと笑い出し、トーマスは困惑する。
「……放っておくか？」

　トラヴィスは欠伸をしたいような顔をしている。
「どうする？」

　笑いを噛み殺しながら、ヒースもトーマスへ振る。

　三人の中では指揮系統がトップのトーマスは、銃をホルスターに仕舞うと、首を横に振った。
「僕たちの仕事は全うしないと。たとえキューピットに矢で刺されようとね」

　ジャケットを整えて、トーマスは小さく咳払いをすると、ドアを二回、さらにもう二回、礼儀正しくノックした。
「失礼します。ＦＢＩです」

　中へ聞こえる程度に、声を出す。

　個室内から聞こえていた男の喘ぎ声やあやしい物音が、ぴたりと止んだ。
「突然で申しわけありませんが、今すぐ外へ出て来てもらえないでしょうか？　我々はニューヨーク市長の警護のために、このホテルへ来ているのですが、ここのトイレへ不審者が入っていったとの情報を得まして。どうか、我々へ協力して下さい」

　応答はない。
「どうか、お願いします。要請が聞き入れられない場合は、五分後に強制的に踏み込みます」

　すると、派手な舌打ちと呻き声が聞こえ、急いで何かをする音が聞こえた。それはどうやら、衣類を着ているような気配である。

　トーマスは律儀に腕時計を見た。自分が通告した時間を測っている。ヒースも銃を戻し、壁に寄りかかって暢気に腕組みをする。トラヴィスは馬鹿馬鹿しいというように首を左右に動かした。

　トーマスの腕時計でちょうど五分を経過したあたりで、ドアの鍵が外れて、ゆっくりと開いた。

　現れたのは、ブラウンの髪の小柄な男性だった。フォーマルな姿だが、急いだせいか、ジャケットは羽織ってなく、シャツの立て襟は大きく左右に開き、カフスボタンは外れて、蝶ネクタイもつけていない。サスペンダーやカマーバンドは身に着けているが、ひどく慌てたような感じで、せっかくのタキシードが台無しになっている。本人は首が折れそうなほど俯き、耳が赤い。

　その後ろから現れたのは、堂々とした体躯の男性だった。こちらも蝶ネクタイは垂れ下がり、同様の格好である。だが平然と前を向いて、三人の捜査官たちをまるで噛みつかんばかりに睨みつけている。その特徴的な黒い髭と眼光の鋭さは、このパーティーへ招かれた者であれば、誰もが承知の人物である。
「仕事熱心な君たちは、大統領から表彰されるだろうな」

　ウェントワースロンドン市長は、苦々しく吐き捨てた……







「ありがとう、君たちには感謝する」

　翌日、アメリカへ無事に帰国したミュラー市長は、Ｊ・Ｆ・ケネディ空港のターミナルで捜査官たちと別れの握手を交わした。
「私を脅そうとした卑怯な男も逮捕され、実にハッピーだ」

　帰国便の機内で、ＦＢＩから犯人逮捕の知らせが届いた。犯人は、ミュラー市長が会社のＣＥＯ（最高経営責任者）だった時に、クビになった元重役である。取調べは始まったばかりだが、会社を辞めさせられた恨みを仄めかしていると言う。

　捕まった経緯はユニークだった。ＦＢＩは唯一の物的証拠である郵便物を、徹底的に調べた。脅迫文はタイプされた文字が印刷されたコピー用紙で、それが雑貨店などで普通に売られている封筒に入っていた。使用されたコピー用紙や封筒、パソコンの機種やプリンターなどを根気よく調査する一方で、手紙の消印から投函された区域を洗い出した。驚いたことに、マンハッタン内にある郵便ポストだった。犯人は市長の近くにいることを誇示し、それでいつでも市長の命を狙えるという事実をアピールした形で、捜査官たちはニューヨーク中央郵便局の協力を得て、その郵便物がいつどこのポストに投函されたのか調べた。回収する職員たちへも、証拠品の郵便物を見せて見覚えがないか聞いて回ったが、封筒の種類が毎日たくさん扱っている代物だったので、誰も記憶になかった。

　そのうちに、興味深い証言が飛び込んできた。

　セントラルパークにほど近い郵便ポストから、いつものように郵便物を回収していたボーイ・ヘイリーは、ポストの後ろの路地で生活しているホームレスのケビン・サンダーとお喋りするのが日課だった。ケビンは中年の男性で、いつも空のビンを腕に抱えてごろんと転がっている。ボーイはまだ郵便職員になって一年目と若く、ケビンにはいつも少年ボーイのままだとからかわれていた。名前は両親からの自分の人生へのジョークだと認識しているボーイは、別に不愉快に感じるわけでもなく、その日も転がっていたケビンと取留めのないお喋りをしていたが、ふと昨日、赤毛の捜査官から聞かれたことを思い出した。
「ケビン。ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

　後でボーイは、何故彼に聞いてみようと思ったのか問われると、郵便ポストの後ろで寝ていたからと答えた。それに、その日は正気みたいだったからとも。
「おう、今日の俺は頭が正常に動いているから、何でも聞け」

　寝転がっているケビンは、空のビンを高く掲げた。
「うん、そうみたいだから聞くけど、数日前に、ここからこういう封筒を出した人を見かけなかった？」

　まだ十九歳のボーイは、あまり深く考えないで、回収した郵便物の中から事件と同じ封筒の手紙を見つけると、ケビンへ見せる。

　ケビンは確かに頭が正常に動いているようで、面倒そうに上体を起こすと、目の前に晒された封筒を眺めた。
「……ボーイ、俺の仕事は路上で寝ることで、手紙を出した連中に投げキッスすることじゃねえんだよ」
「ちょっと聞いてみただけだから」

　ボーイはそそくさと、その封筒を回収袋へ戻した。合衆国内で普通に流通している封筒である。インターネットが普及したおかげで、メールでのやり取りが増えたものの、郵便が時代遅れになったわけではない。
「どこから投函されたかもわからないのに」

　再びケビンが横になったので、ボーイは自分自身を慰めて、郵便車に乗り込もうとした。

　だが、突然、むくりとケビンがまた起きあがった。
「おい、ちょっと待て、ボーイ」

　これまた後に証言台に立ったケビンが、何故その時に思い出したのか弁護士に問われると、こう返した。この時、俺の頭は久しぶりにまともに動いていた。まるで埃がかぶっていた脳みそを、神様が綺麗に掃除してくれたかのようにと。
「関係あるかどうかは知らねえんだが」
「何？」

　ボーイはケビンの前に駆け寄った。まだ初々しい頬が好奇心で紅潮している。
「うーん、その封筒がどうかはわからねえんだが」
「わかった。で、早く続きを喋ってよ」
「せっかちめ。俺の頭と口がうまく繋がるにはな、時間がかかるんだよ——よし、つまりだ。この間のことなんだが」

　ケビンが語ったのは、次のとおりだった。

　この間——正確な日にちは忘れたが、久しぶりにアルコールを飲んで寝ていた。気持ちが良かった。空も晴れていて、いい気分で路上に転がっていた。セントラルパークに近かったので、トレーニングウエアを着て走っている姿をよく見かけた。ケビンはぼんやりと目を開けていた。目の前の郵便ポストへも、手紙を出してゆく人々がいる。いつもと変わらない光景だった。ケビンもまた変わらず、飲み干したビンを抱えていた。

　だが、その日はひとつだけ変わったことが起きた。

　手紙を投函した一人が、鼻歌を歌ったのだ。

　ケビンはちょっぴり眠たくなって、瞼が半分落ちていた。だがいきなり耳に飛び込んできた鼻歌に、びっくりして目がぱっちりと開いた。

　郵便ポストの前にいたのは、ジョギング姿の男性だった。立派な体格の成人男性で、手紙を出すと、普通に走り去って行った。

　ケビンはこの時思った。よほど愉快なことがあったに違いないと。そうでなければ、鼻歌しながら手紙なんて出さない。ちくしょうめ。羨ましいじゃないか。

　どんな幸運が舞いおりた男なのか見てやろうと思ったが、横顔しか見えなかった。しかも一瞬だったので、顔つきまではわからない。ただ、鼻の側面にほくろが一つだけ見えた。
「本当に、愉しそうに鼻歌していてなあ……」

　聞くんじゃなかったと、ボーイは後悔した。鼻歌なんて、この地球上で聞かない日はないだろう。ハミングしながら手紙を出しただけで疑われるなんて冗談ではない。それを忙しい捜査官に話したら軽蔑されるだけだ。

　ボーイは郵便車に乗り込んで、その話を忘れることにした。けれど、地区を回って郵便物を回収し、ニューヨーク中央郵便局へ戻って来て、一番にしたことは、ケビンの話を捜査官へ話すことだった。ボーイは根が堅実なのである。

　事件の担当捜査官であるアーヴィン・ジョイスは、始め、煩い蝿を手で叩きたくなる衝動に駆られた。だがすぐに冷静沈着に思い直して、その話を真面目に聞いた。引っかかったのは、その男の鼻の側面にほくろがあったという指摘だった。

　クアンティコの捜査支援課でプロファイリングをした結果、犯人は市長へ個人的な私怨があり、おそらく周辺にいた人物であろう。捜査官たちは市長と関わりのあった人物たちを徹底的に洗い出し、プロファイリングに適応する怪しい人物を全てリストアップした。その数は五十名を越えたが、アーヴィンはケビンを重要参考人として招いて、そのリストアップした写真を見させた。ボーイが心配して付き添ったが、ケビンは日頃の酔っ払いとは思えないほど模範的に協力した。その過程で退役軍人であることがわかったが、軍人だった頃の使命感がにわかに甦ったらしいケビンは、気が遠くなりそうな写真の群れにつき合い、何十枚目かで、こいつじゃないかと指した。その人物は、ミュラー市長が昔クビにした部下だった。すました顔で映っている写真には、確かに顔の鼻の側面にほくろがあった。捜査官たちはその男を重点的に捜査した。そして、逮捕に至った。

　後日、一連の逮捕までの過程を説明された市長は、アーヴィンへこう述べた。「私がその男をクビにした理由がわかっただろう？　脅迫文を出すときに、鼻歌なんて歌うからだ——」

　……と、まだそこまでは知らないミュラー市長は、笑顔で自分を警護してくれた捜査官一人一人と挨拶をした。
「ランディには、私からちゃんと説明しておくから安心して欲しい」

　ウェントワース市長から捜査官たちの熱心な仕事ぶりに抗議がきたらしく、ミュラー市長は安心させるように言った。
「ありがとうございます。何事もなく、私たちも安堵しています」

　トーマスはセールスマンのような口調で答えた。隣のヒースは肩をすくめて、差し出された手を握り返した。
「何よりです、市長」
「ありがとう」

　ミュラー市長はトラヴィスの前に立った。
「トラヴィス・ヴェレッタ捜査官」

　と、フルネームが口からすべり出て、右手を差し出す。トラヴィスも儀礼的に手を出した。握手という儀式を終えたら、このくそったれ市長とようやく同じ息を吸う必要もなくなるという事実が、この任務における唯一の良いことだったので、さっさと済ませたかったが、いきなり手を強く握られて、ぎょっとした。
「君に謝りたい」

　ミュラー市長はトラヴィスを見つめながら、開口一番、心から詫びるように言った。
「君をひどく侮辱してしまった。私の悪い癖でね、その相手に興味を覚えてしまうと、ついからかいたくなってしまうんだ。その謝罪をさせて欲しい。君は素晴らしい捜査官だ」

　トラヴィスは胡散臭そうに眉をしかめた。市長の頭がどこかおかしくなったのかと思ったが、そこは面倒なので大人しく相槌を打った。
「ありがとうございます」
「君は私の頭がおかしくなったと思っているだろう？」

　ミュラー市長は手を握りしめたまま、トラヴィスの胸の内を読んだかのように、二つの目を覗き込んだ。その青い瞳は、奇妙に強い力を放っている。
「君が私を悪く思うのは当然だ。私はそれに弁解はしない。だが、君は君自身の力で、私の評価を覆した。これは凄いことだ。君は、それを誇りに思って欲しい」
「……」

　トラヴィスはますます首をひねった。酔っ払っているのかと疑ったが、どうも正気のようである。だが、まっすぐに向けられる熱心な視線に、何となく不愉快さを感じて、適当に頷きながら握手している手を離そうとした。が、それを阻止するように、一層激しく握られた。
「私は嘘を言わない、トラヴィス・ヴェレッタ捜査官。本当に心から、君を素晴らしいと思っている」
「……ありがとうございます、市長」
「オスカーと呼んで欲しい」

　ミュラー市長は十年来の知己であるかのように言う。
「私も君を、トラヴィスと呼ぶ」

　見つめる眼差しが、トラヴィスの心に入り込もうとするかのように魅力的に微笑んだ。
「私たちは、良い友人になれると思う」
「……」

　トラヴィスは文字通りあ然となった。まるでロシア語で言われているのかのように、難解すぎて市長の言葉が全く理解できない。——何を言っているんだ？　このくそったれは——まるで、ぐるぐると回るジェットコースターに無理やり手錠で繋がれて、両隣の座席に押し込められたような気分になった。

　隣にいる捜査官たちは、息をひそめて事の成り行きを眺めている。しかしトラヴィスは同僚たちの呆れ顔に気がつかず、ミュラー市長も無視していた。
「また会おう、トラヴィス。必ず」

　約束を刻み込もうとするかのように、もう一度だけぎゅうっと握りしめると、ようやく手を離した。
「必ず、また会おう」

　ミュラー市長はトラヴィスにだけ手を振ると、後ろに控えていた部下たちを連れて、その場を立ち去って行った。

　その背中がターミナルの角を曲がって消えると、まずヒースが噴き出した。次いで、トーマスも控えめに失笑を洩らす。
「おい！」

　最後にトラヴィスが怒鳴った。
「あいつ、頭がイカれたんじゃないのか！」

　ずっと握られていた手を、痛そうに前後に振る。
「落ち着けよ、トラヴィス。ちゃんとＦＢＩ捜査官だと認識してくれて、ハッピーエンドで終わったじゃないか。良かったな」
「まあ、落ち着いて、トラヴィス。市長は本心から言っていたと思う。きっとそのうち、市長からファンレターが本部へ届くよ」

　ヒースとトーマスが笑いながらなだめるが、トラヴィスの怒りのボルテージは上がってゆく。
「やかましい！　あんなくそったれに誉められて、どこが嬉しいんだ！　何が素晴らしい捜査官だ！　馬鹿にしやがって！」

　市長ご一行が消えた方向へ向かって、思いっきり中指を突き立てる。
「てめえなんか、豚と仲良くしていやがれ！」

　ちょうどその側を、身なりの良い初老の男性が通りかかり、トラヴィスの行為をたしなめるように睨みつけたが、エリートの誉れあるＦＢＩ捜査官は反省するどころか荒々しく鼻息をついた。
「……あいつ、もてたことがないのか？」

　背後でヒースがトーマスに耳打ちする。
「大いなる謎だね……Ｘファイルに記入しておこうか」

　二人の捜査官は揃って首を傾げて終わった。







「それで？」

　その日の夜、トラヴィスの家を訪れたジェレミーは、上着を脱いでネクタイも外し、ワイシャツのボタンも緩めて、リラックスしていた。
「任務は無事に終わったのか？」
「終わったさ」

　トラヴィスはシャワーを浴びた後だったので、上半身は裸で腰に白いバスタオルを巻いている。しばらくバスルームに篭もっていたので、肌が赤く火照っている。
「あのくそったれに脅迫文を出したクソ野郎を捕まえて、もうこの事件は終わりだ。少しでも長引いていたら、あのくそったれを殴って俺が捕まっていた」

　トラヴィスは冷蔵庫からミネラルウォーター入りのペットボトルを取り出すと、プラスチックの蓋を開けて、そのままラッパ飲みする。
「その市長は、お前にいったい何をしたんだ？」

　相変わらずな恋人の容赦ない言葉に、ジェレミーは少しだけ笑う。
「決まっているだろう？　俺に殴られるようなことさ」

　トラヴィスはペットボトルをキッチンのテーブルに置くと、口元を手でぬぐう。
「あの野郎、俺と会った時に、エキストラ呼ばわりしたんだぜ？」
「——それは仕方がないな」

　日頃のヴェレッタ捜査官を知っているジェレミーは、冷淡に肯定する。

　トラヴィスはムッとする。
「それだけじゃない。俺のことをシカトしやがったんだ」
「だから、いつもきちんとした格好をしろと言っているだろう、坊や」

　聞き飽きたと言うように、ジェレミーは素っ気なかった。その口調は五歳児に言って聞かせるような口調だ。

　トラヴィスは負けじと言い返す。
「いいか、よく聞けよ、このくそったれ。あの野郎は、最後に劇的なセリフを吐きやがった。俺のことを素晴らしい捜査官だと言いやがったんだぜ？　俺とあの野郎は良いお友達になれるそうだ。オスカーと呼んでくれって言われた」

　信じられるかと、トラヴィスの語気は荒くなる。
「何なんだ、あの変わり様は！　いったい、あのくそったれ野郎に何があったんだ？　俺と仲良くすれば、次の選挙で勝てることにでもなったのか？　誰でもいいから、俺にあの野郎の頭の中身を詳しく説明してくれ」

　それにと、市長と握手した手を突き出す。
「ずっと俺の手を握りしめていやがった。俺はあの野郎の選挙民じゃないんだぞ！」

　息が上がったのか、再びペットボトルで水を補給する。

　ジェレミーは何も言わなかった。立ったまま壁に寄りかかり、トラヴィスの話を聞いている。その視線は、開いているキッチンのドアから廊下へ流れ、すぐ向かいにある寝室へと辿り着いた。そこにある椅子の上には、トラヴィスが着用したアルマーニのタキシードが無造作に置かれていた。

　ジェレミーは一度だけ、トラヴィスの正装姿を目にしたことがあった。
「……成程」

　事の次第がわかったというように呟く。
「何が、成程なんだ？」

　トラヴィスは耳ざとく聞きとがめる。

　ジェレミーは何でもないというように首を横に振った。
「今のニューヨーク市長は、オスカー・ミュラーという男だったか？」
「確か、そういうくそったれな名前の奴だな」
「覚えておく」

　トラヴィスは空になったペットボトルを、冷蔵庫の脇にあるゴミ箱へ投げ捨てた。
「お前とそっくりだ」
「そうか？」
「人を思いっきり靴の踵で踏みつけるところからそっくりだ」

　トラヴィスはジェレミーへ顔を近づけると、市長と同じ色合いの瞳へ向かって、茶目っ気たっぷりに挑戦状を投げつけた。
「いつかケツを蹴飛ばしてやる」

　ジェレミーは仕方がないというように、ゆるく笑った。
「愉しみにしている」

　トラヴィスも不敵に笑うと、さらに近づいて、ジェレミーにキスをする。

　二人は腕を回して抱きあうと、思い思いに口を重ねた。
「……先にベッドで待っている」

　やがて唇を離して、トラヴィスは囁く。
「俺が眠くなる前に来い」
「シャワーを浴びたら、すぐに行く」

　ジェレミーはトラヴィスの肌を優しく手放すと、珍しく茶化すように言った。
「寝ていたら、お前の尻を蹴飛ばすから、安心していい」







　数十分後、薄暗い寝室のベッドの上で、二つの躰からだが重なりあい、手や足や唇で互いを睦むつみあっていた。

　熱い息遣いや、激しい声、からかう言葉に、憎まれ口、情熱的な喘ぎに、切ない呻き、そして楽しげな笑い……

　夜は、幸せな恋人たちのものだった。


司法取引




　ユージィン・ジョンストンは、ボストン大学敷地内の芝生に腰を下ろし、本を読んでいた。キャンパスの芝生はきちんと手入れがされ、学生たちの語らいの場所となっている。晴れた日など、ランチを取ったり、日光浴を楽しんだりしている風景は、キャンパスライフのシーンの一つだ。今日はあいにくの曇り空だが、昼の今時分、パンやコーヒーやドーナツを片手に、青々とした自然の絨毯の上で、楽しそうにお喋りしている学生たちでいっぱいである。

　ユージィンはバックパックを抱え込み、隅の方で胡坐をかいて、ペーパーブックを広げている。少し離れて、二人の学生が携帯の待ち受け画面を見せあい、笑いあっている。その甲高い声が耳に入っているにもかかわらず、ユージィンはまるで耳が聞こえないかのように、ペーパーブックの文字を追っている。実際、耳に入っていない。ユージィンは自分の好奇心を満足させるものにしか集中しない。だから、周辺の騒がしさをうるさいとも思わない。

　数日前、ボストン市内の書店で購入したその本は、八ドルの安物だ。だが、この安手のペーパーブックに書かれている物語が、今のユージィンが求めるものだ。午前の授業は終了し、午後の日程は読書と決めている。食堂でランチを済ませたので、お腹が減るという生理現象にも煩わずらわされることはない。曇り空は、白い紙にびっちりと印刷されてある文字を読むのに、最適である。日の光に反射して、眩しく目を細めることもない。

　そばにいた二人の学生たちが立ちあがった。まだ互いの携帯画面を覗き込みながら、声をあげて去ってゆく。その若い女性たちがいたことすら、ユージィンは覚えていないだろう。二つの菫色の瞳は、ペーパーブックに書かれている世界だけを見ている。







　……キャサリンは突然の来訪者に驚いた。アパートメントの玄関は、二重に鍵がかけられてある。それはキャサリンが被った傷を覆い隠すかのように、頑丈で揺るぎなく、この鍵を外してドアを開けさせようとする愚か者を嘲笑うためのものだ。だが、その愚か者はドアを叩いた。何度も、何度も叩いた。叩けば叩くほど、ドアの鍵が壊れてゆくような怖ろしい気分になった。だがそれ以上に、自分の心にかけた錠前が外されてゆくようで、絶対にドアの鍵を開けるものかと誓った。しかしその愚か者に、数時間前に会ってしまったのだ。自分は、彼と出会ってしまったのだ……







　ユージィンは本の上に落ちてきた物を、ちょっとの間、黙って見つめた。それはどこをどう見ても、紙飛行機だった。おそらくノートを切り取って折ったのだろう。白くて細長い飛行機が、ページの上に着地している。

　神経質そうな眉が、わずかに動いた。本の世界に浸っていたのに、紙飛行機が自分を連れ戻した。汚らしくて、醜い現実世界へ。

　ユージィンの手が、命令されたロボットのように動いて、その邪魔者を自分の世界から摘まみ出そうとした。
「やったぜ！」

　突如、口笛と共に、歓声が上がった。

　ユージィンの手がぴたりと止まった。
「ちゃんと飛んだぜ、俺の小さな勇者が」

　声は、芝生を踏んで近づいてくる。

　ユージィンは顔をあげなかった。声は成人男性のものだ。しかしたったそれだけでは、自分がペーパーブックから目を離す理由にはならない。
「……邪魔をしたようだな」

　男の声が、少しだけ決まり悪げになる。ユージィンが反応を示さないので、怒っているのだと感じ取ったようだ。
「悪かった、俺のほんのちょっとした冒険だったんだ」

　ユージィンの目の前に、腕が下りてきた。その腕は若々しくて弛みがなく、ひどく男らしい。

　ふと、この前読んだ本の一節が浮かんだ。







　……彼の腕は軍人のように鍛えられ、磨かれた大理石のように素晴らしかった。嵐に打ちのめされた私の体を抱きかかえると、その手が魔法を使った。私の頬を優しく撫でたのだ……







　男の手が、紙飛行機を掴んだ。

　ユージィンは初めて、興味を抱いた。持ちあげられた紙飛行機に急いで乗り込むように、顔をあげる。

　そばにいたのは、一人の男性だった。

　自分よりは明らかに年上で、一見して学生ではないようだった。半袖の黒いシャツにリーバイスのジーンズというラフな格好は、教授でもない。どうも大学の関係者ではないような雰囲気だ。

　ユージィンは熱心に読んでいたペーパーブックから、男へ意識を切り替えた。抜群にスタイルの良い男性だった。全身のバランスが整っていて、モデルかと思うようなプロポーションである。それでいて、甘ったるい印象はなく、野性的でひどく精悍な男性だった。華やかなショービジネスではなく、厳しい原野を渡り歩いているような感じだ。

　ユージィンはしばらく男を眺めた。あとで、自分がこれだけ長く、人に釘付けになっていたのは初めてだったと気がついた。







　……軍人らしい強靭きょうじんな肉体、それを黒い制服で覆い隠すと、規律と服従という世界が扉を開ける。私の知らない世界。けれど、夜のベールが空全体を隠そうとも、月の明かりで見透かせるように、彼がどれだけ自分自身に何枚ものベールを纏まとわせようとも、私にはわかる。

　彼が、信じられないぐらい魅力的だということを……







「俺の研究は終わったか？」

　その声で、ユージィンは我に返った。
「紙飛行機が着地したから、読書の邪魔をされたなんて訴えるなよ」
「……あ、そうじゃないから」

　とっさに俯いてしまった。あまりにもじろじろと見つめてしまったので、男性が怒ってしまったのかと思ったが、すぐに苦笑いが聞こえて、ジョークを言われたのだと知った。
「本が好きか」

　ユージィンは引き寄せられるように目をあげる。男性の視線が、自分の手元へ落ちていた。
「……そうだけど」

　言いながら、開いていたページを両手で閉じた。もうこの物語に用はないとでもいうように。
「本を読むのは、大切だ。毎日を生きていくのは、本のページをめくっていくことと同じだ。ページをめくらなければ、次に何が起こるのか、誰にもわからない」

　そうだろう？　と同意を求めるように、自分の眼の奥を覗きこむ。その無遠慮で直球な態度に、普段のユージィンであれば絶対にしないことをした。素直に頷いたのだ。
「……そうだね」

　自分を見つめる魅惑的な顔立ちが、花が咲くように破顔する。
「そうだとも」

　まるで宝箱でも見つけたような無邪気な笑顔に、ユージィンは眩しいものでも見るように息をひそめた。ペーパーブックを持っている手が、かすかに汗ばんでいる。
「邪魔して悪かった、ゆっくり読んでくれ」

　紙飛行機を挨拶代わりにちょっとだけ振ると、男は背を向けて立ち去る。

　慌ててユージィンは立ちあがった。十九年の人生で、これほど急いだのは、たぶん自分が産まれた時だけだろうと思った。母親のマリーからはいつも、お前は私に断りもなしに産まれたと文句を言われている。ユージィンは父親の顔を知らないので、おそらく自分を妊娠したせいで父に捨てられたのだろうと推察した。だから母親の恨みは聞き流すことにしているのだが、何故自分が早く産まれようとしたのかは、いまだに解明できていない。
「待って！」

　ペーパーブックを入れたバックパックを背負いながら追いかける。

　男はすぐに振り返った。その表情は怪訝そうだ。
「あ……ここに、何か用事があるのかなと思って」

　ユージィンは不自然にならないように付け足した。
「困っているんじゃないかなって思ったんだ」

　上目遣いに男の様子を窺う。

　すると、男は一瞬だけ困惑げに眉をしかめた。だが、それを器用にほどくと、驚いたように苦笑した。
「そうだ、困っていたんだ。俺は困ると、紙飛行機を飛ばす癖があるんだ」
「そういう人、知っているんだ」

　男のジョークに、ユージィンも合わせた。
「僕はここの学生だから、あなたを助けられると思うよ」
「本当に？」

　男はユージィンをからかうように、少しだけ首を傾げた。ユージィンは自分の頬がちょっぴり赤くなるのがわかったが、胸が静かに波打つのを止められなかった。
「本当だよ。これから、それを証明するから」

　男は、その勇猛ゆうもうな科白が気に入ったようで、また小さく口笛を吹いた。
「よし、俺の案内人になってくれ」
「うん」

　ユージィンはスキップでもするような足取りで、男の隣へ並ぶ。
「僕は、ユージィン・ジョンストン。あなたは？」
「俺は、ロイだ。ロイ・マードック」

　トラヴィスは、そう名乗った。







　講堂へと向かう二人の学生と、一人の女性がすれ違った。学生たちは肩を寄せあってそれぞれの携帯を見ながら、お喋りに没頭している。すれ違った女性などを気にも留めていない。その女性は長い黒髪を後ろで一つに束ね、地味なスーツを着ている。大学の事務員のようだ。

　女性は黒いパンプスで、どこかへ向かって歩いている。やがて前方から二人の男性がやって来た。とても楽しそうな雰囲気で、すれ違い様に会話が聞こえてきた。
「ロイは、何をしている人なの？」
「何をしている野郎に見える？」
「紙ヒコーキを飛ばして、遊んでいる人じゃないでしょう？」

　遠ざかっていく笑い声を聞きながら、ミリアムはスーツに隠した小型のマイクへ、前を向いたまま囁いた。
「接触成功」







　テロに関する情報がＦＢＩ本部へもたらされたのは、数日前だった。
「怪しいメールを見つけたそうだ」

　テロ対策実行班のリーダーであるパトリックは、自分のオフィスへ呼んだミリアムとトラヴィスへ説明する。　
「大学のルームメイトが、テロの実行を示唆しさするようなメールを受け取っていると通報があった。ボストン大学警察へ」
「テロを実行するのではなくて、その内容を記したメールを受け取っているのですか？」

　ミリアムが確かめると、その通りとパトリックは肯定する。
「ルームメイトが、そのメールへ返信した痕跡こんせきは見当たらないそうだ。少なくとも、パソコンの中には見つからなかったと言っている」
「リック、俺も聞きたい」

　トラヴィスも無造作に右手を上げた。
「その通報者は、ルームメイトからそのメールを見せられたのか？」
「いや、勝手に見たそうだ」

　パトリックは何か問題でも？　という顔をしている。
「彼女は、将来国に尽くす仕事をやりたいと言っている」
「悪の巣窟そうくつへようこそって、歓迎メールを送らないとな」

　トラヴィスは呆れる。ミリアムも少々顔をしかめている。
「通報者は女性ですか？」
「そう。ルームメイトは、女性の従兄弟だ」
「……」

　話の方向がにわかにキナ臭くなってきたのを、二人の捜査官は敏感に感じ取った。
「従兄弟にメールを送りつけてきたのは、数ヶ月前に別れた恋人だ。女性は交際に反対していたらしい。ようやく別れても、時々内緒でメールをチェックしていたと釈明している。彼女の言葉を借りれば、その別れた恋人は、頭のおかしい人間だから従兄弟が心配だったそうだ」
「頭のおかしな奴が、別れた恋人へ、頭のおかしなメールを送ったというわけか」
「そのとおりだ、トラヴィス」

　パトリックは真面目に頷いた。
「我々はボストン警察の要請を受けた。まずはそのメールの内容を確かめる必要がある。これは別のチームが行う」

　同時多発テロ以降に成立した愛国者法で、ＦＢＩは令状がなくとも電話や電子メールなどを調査できる権限が拡大された。個人のプライバシーを侵す法案だと、議会の一部や市民団体は反発している。
「我々は本人に接触し、監視する。受け取ったメールが国家の安全保障に関わる内容であれば、送った相手も監視下に置く」

　パトリックは二人の部下を代わる代わる見る。
「通報した女性は、もし従兄弟がテロ計画に関わっていたとしたら、自分が情報提供をした見返りとして、罪の減刑を求めている」

　それから、捜査の指示をした。
「そのルームメイトへは、トラヴィス、君が接触するんだ」
「了解」

　トラヴィスは気安く返事をしたが、パトリックが腕を組んで何やら確かめるように自分を見つめているのに、すぐに気がついた。
「何だ、リック。気になることがあるなら、俺がトイレに駆け込む前に言ってくれ」
「トイレではなく、ベッドルームに足を踏み入れる前に伝えておくのが、君に訴えられずにすむことだな」

　パトリックは二人に聞こえるように呟いた。

　トラヴィスもミリアムも、怪訝そうに上司の次の言葉を待つ。
「君が接触する相手だが……」

　パトリックは少しだけ難しい表情になった。
「女性の話では、同性愛者だ」
「……」

　トラヴィスは喉に何かが引っかかるような違和感を覚えたが、無理やり呑み込んだ。
「ＯＫ。何も問題じゃない」
「彼の好みは、ワイルドな男性だそうだ」
「俺がワイルドに見えるってことだな。履歴書につけ足しといてくれ」

　トラヴィスは陽気に軽口を叩いた。
「俺の魅力で、相手の男を口説き落とせってことだろう？　アカデミー賞を狙うさ」
「そう、君はとても魅力的だ、トラヴィス。難しいが、捜査を遂行して欲しい」

　パトリックはたぶんに奮い立たせるように言った。
「大丈夫だ、リック。俺の知り合いにもゲイはいる。くそったれな奴だが、おかげでどんな奴でも普通に相手にできる」

　トラヴィスの脳裏に浮かんだのは、現在出張中のクールビューティーである。

　ミリアムは隣へちらりと目をやった。トラヴィスが少々自棄やけになっているのは明らかだった。
「リック、つまり、メールを送った元恋人は男性ということですね」
「そうだ、ミリアム、君は通報者の女性に詳しく話を聞いて欲しい。二人でボストンへ飛んでくれ」

　パトリックは、健闘を祈ると言って、二人の特別捜査官を送り出した。







「ねえ、ロイはここに住んでいるの？」

　ストロードライブ沿いに面している大学敷地内の土手を、二人はぶらぶらと歩いていた。
「一週間前に引っ越してきたんだ」

　ロイはリーバイスのジーンズのポケットに両手を入れながら、顔を心持ちあげて、気持ち良さそうに風を受けている。ストロードライブの側を流れるチャールズ川から吹いてきた風は、とても爽やかだ。
「前はどこにいたの？」

　土手の芝には、まだ学生たちがいる。少し前までそこにいたユージィンは、本に熱中していたことすら忘れたように、一緒に歩いている男に夢中だった。
「どこにいたと思う？」

　ロイは楽しそうに訊く。

　ユージィンは小さく息を呑み込んだ。頭の中で、ロイの注目を引きつける答えを、グーグルの検索並みの速さで叩き出す。
「ニューヨーク」
「俺がアメリカ人に見えるってことか？」

　ロイが風を切るように振り返った。そのダークブラウンの瞳は、どこか神秘的に謎めいている。

　ユージィンの心臓の温度計が、一瞬急上昇した。だから、声が掠れた。
「……違うの？」
「少なくとも、フランス人じゃないな」

　笑い声が、風に交わる。
「あなたは、ひどい人だ」

　わざと、ユージィンはむくれた。
「さっきから、僕をからかってばかりじゃないか」
「悪かった、坊や」
「僕は坊やじゃない」

　ますますむくれた。きちんと相手にしてくれないのが、すごく悔しかった。

　ロイは振り返ったまま、足をとめた。
「怒るな、ユージィン」

　少しだけ困ったように言う。どうして若者がそんなに怒るのかわからないというように。

　ユージィンもつられて立ち止まった。自分の名前をいきなり呼ばれて、銃で撃たれたようにびっくりした。
「……怒ってないよ」

　からくも、そう言い返せた。　同性に名前を口にされて、こんなに胸がドキドキしたのは初めてだった。

　——僕の名前を呼んでくれた……

　まるで誕生日プレゼントを貰ったかのように嬉しくなった。ロイとは会ったばかりなのに、何かしらの絆が生まれたような気がした。







　……彼は虎視眈々と狙っている。まるでライオンが休んでいたシマウマに目をつけたように。

　シマウマは気がついて逃げ始める。すぐにライオンは追いかける。走っても走っても、シマウマはライオンの牙に捕まってしまう。もう逃げられない。

　私はぶるっと躰を震わせた。それは恐れであり、シマウマのように逃げられないという想いからだった。
「——とても、素敵だ」

　彼の抑揚のない声が、私の胸を貫く。
「……ジーナ」

　初めて彼に名を呼ばれた時、私は彼の甘い牙に捕まってしまったのだ……







「さあ、機嫌が直ったら、俺の案内を再開してくれ」

　先に立って歩き始めたロイを、小説の一節を頭から振り払ったユージィンが追いかける。

　——どうしよう。

　歩きながら、全力で考え始めた。ロイを案内すれば、そこで終わってしまう。せっかく芽生えた絆も消えてしまう。

　——どうしたら、もう一度会えるだろう。

　ユージィンが自分のために、これほど頭を使ったのは生まれて初めてだった。







　学生食堂の窓際の席で、テーブル越しに座っているメリッサ・ジョンストンは落ち着きがなかった。それが今回の捜査の引き金を引いてしまったことへの緊張からなのか、それとも従兄弟を心配しているからなのか、または本物のＦＢＩ捜査官を目の前にしているからなのかは、ミリアムにもわからなかった。
「リラックスして、メリッサ」
「……そうね、何だか、震えちゃって」

　メリッサは肩の力をぬくように、大きく深呼吸をした。
「ＦＢＩ捜査官なんて、映画のスクリーンでしか会ったことがないから」
「あなたのイメージ通りかしら？」
「悪くはないわ」

　ミリアムは相手の警戒心を砕くような笑みを見せた。
「いいイメージで良かったわ」

　メリッサは再び深く息を吐くと、それで気持ちがおさまったのか、膝の上でしっかりと両手を握りしめた。
「大丈夫よ、だいぶ落ち着いたわ」
「それじゃあ、話を進めましょうか」

　ミリアムは何気なくメリッサを観察しながら、最初から話を聞いた。
「ユージィンとパソコンを共有しているんだけど、あいつと別れてからも、毎日のようにメールが届いたの。私は拒否しなさいよって言ったんだけど、ユージィンは気にも留めてなくて。届いたメールを開きもしなかったし。けれど、あんまりしつこいから、ユージィンには内緒で見てやったの。そうしたら……家を爆破してやるとか、大学をこの世から消し去ってやるとか、まるでテロリストみたいな過激な内容で……最初は振られた腹いせだと思ったわ。けれど、それがずっと続いて……段々と怖くなってきたの」
「別れた相手のことを教えてくれる？」
「一言で言えば、クレイジーよ。まともじゃないの。でも、見かけはユージィン好みの男性だったから」

　ここでメリッサは周りを気にするように、少しだけ声を低めた。
「ユージィンのこと、聞いているんでしょう？」
「ええ」

　ミリアムは安心させるように頷く。
「彼のことも聞きたいわ」
「ユージィンは……普通よ」
「メリッサの従兄弟よね？　一緒に育ったの？」
「ええ。私の父親とユージィンの母親が兄弟だから。ユージィンは父親の顔を知らないのよ。だから、きっと同性に愛されたいんだわ」
「ユージィンはどんな子なの？」
「普通よ」

　メリッサは同じ言葉を二度繰り返した。
「誰かを傷つけたいとか、何かを破壊したいとか、そんなことをする子じゃないわ。宣誓せんせいしてもいいわよ」

　ミリアムはその言葉を疑ってはいないというように、メリッサへ少しだけ微笑んだ。
「二人が別れた原因は、何なのかしら？」
「あの男が、ユージィンの理想の男性じゃなかったからよ」

　メリッサはひと息つくように、ペットボトルのキャップを開けて、ミネラルウォーターに口をつける。
「ユージィンはロマンチストなの。理想としている恋愛があるのよ」
「どういう恋愛なの？」
「あ……口で説明するより、寮の部屋を見てもらえばわかると思う。ユージィンの本がたくさんあるから。全部、ハーレークィーンロマンスよ」

　メリッサは自分が食べられない料理を出されたかのように、ため息を吐く。
「こればっかりは、本人の趣味だから仕方がないんだけど。ああいう小説に出てくるヒロインが体験するような恋愛をしたいんですって」
「すごく憧れているのね」

　ミリアムは相手を不愉快にさせない相槌の仕方をする。脳裏にその学生に接触したパートナーのことがよぎったが、それより気になることがあった。
「もっと、目の前の現実に目を向けた方が、ユージィンも幸せなはずなんだけど」

　メリッサのニュアンスが微妙になる。
「誰もが本のヒロインのように、嵐の中を助けに来てくれるヒーローに出会えるわけではないわ。幸せになりたいなら、自分の力で掴み取るべきよ」

　まるで自分自身に言い聞かせているようだった。

　ミリアムはあなたの気持ちがわかるわと伝えるように、優しい目をする。学生だった頃の自分とメリッサの姿がだぶった。
「一つ、訊いていいかしら」

　メリッサに余計な緊張を与えないよう、女性同士の共通の話題を振るように切り出す。
「メリッサは、警察へ通報した時に、彼への免責めんせきを求めたそうね」
「ええ」

　メリッサは気安く頷いて、はたと手を叩く。
「すぐに弁護士を雇うべきよね。両親やおばさんには知られたくないから、自分で探さなきゃ」

　行動的なメリッサなら、誰の手も借りずに弁護士を見つけ出して雇うに違いない。
「彼がテロ計画に関与しているようだったらと、条件を提示したそうだけれど」

　別のチームがその電子メールの内容を分析しているが、ミリアムはメリッサの口から確かめたかった。
「それはつまり、クレイジーな恋人からのメールの中で、彼……ユージィンも暴力的な行為をすることに、何かしら関係している内容が書かれていたのかしら？」

　すると、メリッサは少しだけ表情を引き締めて、身構えるように姿勢を伸ばした。ミリアムはメリッサの警戒心を和らげるように唇に笑みを浮かべたが、質問はゆるめなかった。
「さっき、ユージィンはメールを見なかったと言ったでしょう？　彼はその内容を知らないはずよね。けれど、そのメールを読んだメリッサ、あなたは従兄弟もその過激な内容に加わっているんじゃないかと心配したんだわ。仮定の話ではなくて、それをはっきりと匂わせることが書いてあったんじゃない？」
「……そうね」

　ややまって、メリッサはうな垂れるように呟く。
「でも、ユージィンはそんなことを考える子じゃないわ。あのイカれた男に騙されたのよ」

　ミリアムはゆっくりと頷いて、自分はあなたがたの敵ではという態度を見せた。
「具体的に聞きたいわ、メリッサ」

　正義感が強くて従兄弟も大切に想っている十九歳の大学生の感情を傷つけないように、優しく問いかける。
「クレイジーな恋人とユージィンは、いったい何をしようとしていたのかしら？」







　大学寮にある部屋へ帰ってくると、ユージィンは自分のベッドの上にうつ伏せに倒れ込んだ。ベッドはとてもふかふかしていて、くすぐったいほどに気持ちがいい。けれどメリッサは気に入らなくて、まるでアリ地獄で寝ているみたいと文句を言っている。体がどっぷりとベッドに沈んでゆくような感覚が、砂に埋まってゆくアリ地獄を連想させるらしい。バカみたいだとユージィンは思った。メリーらしいと言えば否定はしないが、ボストン大学へ進学したことで、恋人に振られてしまったショックがまだ癒えず、自分はアリだと勘違いしてしまったに違いない。

　——僕は違う。

　ユージィンは柔らかいシーツに頬を摺り寄せた。このふわっとした感覚は、雲だ。青い空に浮かぶ白い雲に乗って、僕は行くんだ。

　——彼の元へ。

　ユージィンの胸は、まだ痛いくらいに興奮していた。先程までずっと傍にいて、別れて数分も経っていないのに、もうどうしようもないほど哀しかった。
「……ロイ」

　ボストン大学を訪れた目的は、ルイス・スタインバーグ教授への面会だった。スタインバーグ教授は生物学の研究をしていて、ユージィンもよく知っている有名な教授である。だが今日は大学にはいなかった。ロイは面会の予約をしていなかったので、もう一度出直してくると言って、ユージィンと別れた。
「今度はいつ来るの？」

　別れ際に、ユージィンは手を掴んで離さない勢いで訊いた。
「そうだな……ルイスが日常生活に戻ってきたら、また会いに来る」

　スタインバーグ教授は研究に没頭するあまり、時々行方がわからなくなることでも有名である。
「教授に会いたいなら、面会の予約をした方がいいと思うんだけど」
「ルイスの人生に予約はできないさ。そういうのは、好きじゃないからな」

　ロイはよく知っている相手であるように笑う。

　ユージィンはその親しげな口調に、自分でもはっきりと認識できる嫉妬を感じた。
「待って！」

　大学構内から出て行こうとするロイを、風のように追いかける。
「あの……」

　ロイは立ち止まって振り返った。
「何だ、忘れ物か？」

　額にかかる前髪が、ちょうどチャールズ川から吹いてきた風に舞いあがる。その下に浮かんだ笑みに、ユージィンは肩で息をしながら、勇気を出した。
「あ、あの……もし良かったら……」

　人を追いかけて走ったのは、本当に久しぶりだった。けれどロイは追いかけなければならない相手だった。そうしなければ、ユージィン・ジョンストンという一人の学生と出会った出来事は、ただの記憶の一ページになってしまいそうだったから。
「もし、良かったら……また、僕と会って欲しいんだ……その、紙ヒコーキの折り方を教えて欲しくて……」

　あれこれ考えて、口から出たのは、この台詞だった。あとで何て陳腐なんだろうと恥ずかしくなった。何の魔法もない、平凡で退屈な言葉。愛読しているロマンス小説でこんな台詞を書いたら、読者は呆れるに違いない。けれど、これが精一杯の行動だった。

　ロイは無言だ。

　——変に思われたかも……

　ユージィンは怖くて俯いたままだった。男の自分と会ってくれと頼んだことに、嫌悪感を抱いたかもしれない。だがユージィンの本能は、ロイは大丈夫だと伝えていた。カミングアウトをしても、自分へ危害を加える男ではないと。
「ああ、いいぜ」

　やがて気安い返事が、頭上から振ってきた。

　ユージィンは落ちた海から救助されるように顔をあげる。そこで目にしたのは、人を安心させるような、それでいてワクワクしているいたずらっ子のような、そんな不思議な表情だった。
「お前、俺に惚れただろう？」

　ユージィンの頬が、カアッと熱くなる。舌が震えて、言葉にならない声が洩れた。
「また会いに来る、ユージィン」

　ロイはそう言い残した。とびっきりの笑顔を、ユージィンの心へ深く刻んで。

　……信じられない。

　白い枕を両腕で抱きながら、ユージィンは夢見心地になる。あんな魅力的な男性が、自分の名前を呼んで、また自分と会ってくれるなんて、そんな運命の予定表があるとは想像もできなかった。

　——いつ、会えるんだろう。

　ユージィンは堪らなくなる気持ちを抱えたまま、寝返りを打つ。

　——ロイは、何をしている人なんだろう？　どこから来たんだろう？

　個人的なことは、結局何一つ聞けなかった。けれど、特別な関係を築くのはこれからだと自分に言い聞かせる。
「……恋人はいるのかな……」

　自分の申し出に拒否反応を見せなかった。もしかして、と枕を抱きしめたまま、むくりと起きあがる。
「僕と同じなのかな……」

　もし、そうだったら……

　ユージィンは枕を放り出すと、ベッドを下りて、本棚に手を伸ばした。壁際に設置してある本棚は、天井に長く伸びている縦長の形をしていて、ペーパーブックや蔵書が綺麗に並べられてある。ほとんどユージィンのものだ。そのうちの一つを手に取ると、ぺらぺらとページをめくって、目的の場面を開いた。







……「俺を知りたいのなら、また会うべきだ、お嬢さん」
「結構よ」

　全身の力を振り絞って、私を絡めようとする蔦を払いのける。
「貴方を知ってしまったら、私は永遠に海を漂う漂流者になるわ」
「素晴らしいじゃないか」

　彼はとびきり傲慢に言う。
「俺の中で、永遠に漂わせるさ。君は気が遠くなるほどの甘くて刺激的な海を航海するんだ」
「……イヤよ」

　ああ、どうしてそんなことを言うのかしら。彼のことをこれ以上知ってはいけない。でも……眩暈がするほどの誘惑に、私の小さな心は負けそうだわ。彼の過去、彼の心、彼の言葉、彼の唇、彼の躰……

　……どれだけ拒んでも、やがて私はその海へ出港する日がくる……







　ユージィンは本を閉じると、うっとりするようにため息をついて、両手で胸にぎゅうっと抱きしめる。これは、神様がくれたチャンスだと思った。サイコロを振って、僕が当たったんだ。この物語のエレインのように、帆を張って、航海に出るべきなんだ。

　——彼のことをもっと知りたい。

　すぐに、いい考えが閃いた。ルイス・スタインバーグ教授だ。

　ユージィンは本を棚に戻すと、急いで部屋を出た。教授の講義を専攻してはいないが、オフィスアワーに訪ねていけばいい。行方不明が得意な教授も、学生たちの相手をしなくてはならないその時間帯には、必ず大学にいるはずだ。それがいつなのか調べなくては。

　ユージィンは大学寮を出て、学生課へ向かおうとした。だが、寮のそばに植えられてある木の影から、行く手を遮るように誰かが現れた。驚いて後ずさったユージィンだが、それが誰なのかわかると、困惑げにその名を口にした。
「……アダム」







「アダム・レントン。ボストン近郊に住む二十八歳の白人男性よ。三ヶ月前まで、ボストン大学の警備員を務めていたわ」

　ミリアムはボストン警察の一室で、借りたパソコンの画面を眺めながら説明する。
「ワイルド過ぎて、クビになったのか？」
「自分から退職しているわ。一身上の都合ね」

　トラヴィスは室内にあるコーヒーポットで二つの紙コップに注ぐと、一つをミリアムに差し出して、自分は隣に座った。
「ありがとう。この三ヶ月前という日付が気になるわ」
「辞めた原因は、振られたショックっていうわけか？」
「考えられるわね。時期も一致するわ」

　トラヴィスもコーヒーを飲みながら、画面を覗き込んだ。本部で解析されたメールの内容が送信されてきたのだ。
「で、よりを戻したくて、大学を爆破する、家を破壊する、旅客機をハイジャックすると、必死にアピールしていたわけだ。頭がおかしくないとできないアプローチの仕方だな」
「言葉だけなら、ロケットに乗ってスターバックスのコーヒーを飲みに行くことだってできるわ」

　ミリアムは画面を見つめながら、紙コップを口元へ寄せる。トラヴィスは面白そうにパートナーに目をやった。
「スターバックスのコーヒーが飲みたいのか？」
「同じ味よ。安心して」

　ミリアムは一口飲むと、紙コップをキィボードの奥に置いた。
「問題なのは、どうしてアダム・レントンが暴力的な内容のメールを送り続けたのかということよ。トラヴィスの言うとおり、彼は明らかにユージィンへアプローチしている。ユージィンを喜ばせようとしているわ。それはつまり、このメールの内容は、ユージィンが望んでいることなのよ」
「あの坊主、本の読みすぎだ」

　トラヴィスは髪をかいた。
「どういう子だった？」
「別に普通だ。少し思い込みが強すぎるような感じもしたがな」
「メリッサも、そう言っていたわ」

　ミリアムは思い出すように頷く。
「勘もいいな。俺をニューヨークから来たのかって言いやがった。驚いたぜ」
「少なくとも、アラスカって感じではないわよね」

　ミリアムのジョークに、トラヴィスは吹きだした。
「あとは、どういう印象を受けたのかしら？」
「俺に惚れただろうってからかったら、顔が真っ赤になった」
「なによ、それ」

　ミリアムはまたくだらないイタズラでもされたかのように呆れる。
「ただのジョークだったんだ」

　トラヴィスは椅子の背に体重を預けて、仕方がないと言いたげに釈明をする。
「あの坊主、俺が窒息しそうなほど、熱っぽく見つめてきたんだぜ？　俺の任務はあの坊主へ接触することだろう？　紙飛行機を折って、パイロットのように風の流れを読んで、あの坊主の本へ着陸するように飛ばしたんだ。誉めてくれ」
「そうね。それじゃあ、そのジョークの責任はちゃんと取るのね」

　ミリアムはつれない。
「責任って何だ？」

　トラヴィスは嫌な感じで聞き返す。
「もちろん、恋愛の第一歩よ。ユージィンは同性愛者よ。トラヴィス、あなた男でしょう？」
「……」

　トラヴィスは何か面倒なことでも頭に浮かんだかのように押し黙った。
「あなたの個人的な冒険話は終わりにして、アダム・レントンの話に戻りましょう。彼の経歴も送られてきているわ」

　ミリアムはマウスでクリックし、別のファイルを開いた。
「犯罪歴はないけれど、興味深い記述があるわ。彼は二年ほど、軍隊にいたわね。その後、除隊して、警備員になったようだけれど、どうもミリシアと繋がりがあるようなのよ」

　ミリシアとは民間の武装集団である。その活動内容は、一言で言えば反政府的である。
「アダム・レントンの経歴は、オクラホマシティの連邦ビルを爆破した犯人とそっくりだわ」

　トラヴィスも画面を睨みつけながら読んだ。オクラホマシティ連邦政府ビルが爆破された事件は、九・一一テロと同様に、アメリカ中に激しい衝撃をもたらした最悪のテロ事件である。
「アダムはボストンへ来る前に、コロラドのデンバーにいたことが確認されているわ。ここのミリシアはＦＢＩもマークしていて、ネオナチグループとの繋がりも疑われている。彼が今もメンバーなのか知りたいわ。コロラドの支局で調べてもらっているけれど、時間がかかるわね。それに確実な証拠は出てこないかもしれない。ただ事実なのは、アダムがメールで送りつけた暴力的な内容は、アダム本人が実行できない行為ではないということよ」
「元軍人なら、武器や爆弾の扱い方は、チューイングガムを噛むようなものだろうさ」

　トラヴィスは腹立たしそうに舌打ちする。
「こんな危険物野郎は、ロケットに押し込んで、エイリアンにプレゼントしろよ」
「エイリアンにも選ぶ自由があるわ」

　ミリアムは椅子をくるりと半回転させると、トラヴィスを向いた。
「ユージィンとアダムはつき合っていた。けれどユージィンはアダムと別れた。アダムはユージィンに未練があって、復縁を迫っている。そのために、ユージィンの望むことをするつもりだと宣言している。それは二人がまだつき合っていた頃に、ユージィンがアダムへ話したこと——」
「家や大学を爆破して欲しいって頼んだのか？」

　後を引き取るようにトラヴィスが言うと、ミリアムはその通りというように足を組んだ。
「それはどうしてかしらね？」

　珍しく、曖昧な口調になっている。
「そのクイズに正解したら、俺は何がもらえるんだ？」
「美味しいコーヒーをご馳走するわ」

　トラヴィスはデスクに置かれたままの紙コップに視線を投げた。どうも不味かったらしい。
「……そうだな」

　普段は捜査に関してシビアなパートナーにつき合ってやろうと、トラヴィスは頭をフル回転させた。とびっきりのジョークをお見舞いしようとしたが、どうも時間切れになってしまったようだ。
「メリッサが教えてくれたわ」

　ミリアムはデスクに片腕をのせて寄り添う姿勢で、何とも言えない表情をつくっている。それは数時間前に会ったメリッサが、従兄弟を語った時に見せたどこか切ない微笑に似ていた。
「全て、ユージィンの理想の恋愛よ」







　アダム・レントンは寮の近くの雑木林にユージィンを連れ込むと、そばの木に真正面から乱暴に押さえつけた。
「痛いんだけど……」

　ユージィンは久しぶりに再会した元恋人に、小さく抗議した。だが荒々しいほどに興奮した様子に、口を閉じて沈黙する。
「久しぶりだな、ユージィン。会えて嬉しい」

　アダムは三ヶ月前に別れた時と比べると、髪が若干伸びていた。髭も剃り残しの痕が見え、着ている服もまともに洗濯をしていないようである。まるで浮浪者のようだ。警備員の制服を着て、きちんと身だしなみを整えていたアダム・レントンの颯爽さっそうとした姿を忘れてはいないユージィンには、幻滅する変わりようだった。
「俺のメールを読んでいないのか」
「……メール？」

　そういえば、メリッサがどうこう言っていたのを思い出した。
「読んでいないよ。あなたとは、もう終わったじゃないか」

　アダムは僕の理想の男性じゃない。大学構内の人気のない場所でそう告げて、絶句したアダムを置き去りにして別れた。その後で納得がいかないと縋すがってこられたが、ユージィンは軽蔑を隠さず、冷ややかにアダムを見据えた。アダムはまるで杭で心臓を撃ちぬかれた吸血鬼のように、苦しげに呻いた。その横をユージィンは素通りした。振り返りもしなかった。それから、アダムは警備員を辞めた。

　その時の情景が甦ったユージィンは、数ヶ月ぶりに再会した昔の恋人のうらぶれた風体とは裏腹に、全身から滲み出る妙な自信にちぐはぐな感じを受けた。
「俺にとっては何も終わっていない」

　アダムは目尻を吊りあげる。目の下には、くっきりとしたくまが浮き出ている。
「お前の理想の男になるために、俺は準備をしていたんだ」
「準備？」

　ユージィンは聞きとがめた。だが、アダムの顔はみるまに怒りで染まった。
「そうだ、準備だ！」

　アダムはユージィンの両手首を握り掴むと、木の幹に背中を激しく押しつける。
「全部お前のためなのに！　それなのに、あの男は何だ！」
「……あの男？」

　手首の痛みに、ユージィンの顔が苦しそうに歪んだ。だが、誰のことを言っているのかは、すぐにわかった。

　ロイだ。
「……痛い、手を離して」

　アダムは元軍人なので、体を鍛えてある。その立派な肉体に惚れたのが付き合う理由の一つだったのだが、別れた今では恐ろしい凶器に見えた。
「お願いだよ、アダム」

　幹にぶつけられる背中も痛い。突然逃げられない恐怖が襲ってきて、上目遣いに菫色の目を潤わせて、懇願するポーズを作った。繊細で弱々しい態度をアダムが好んでいたからだ。
「お前を傷つけるつもりじゃないんだ」

　アダムは若干力を緩めた。しかし手首は離さない。
「俺を差し置いて、あんな男と一緒にいたのが許せなかったんだ。わかっているだろう？　俺のこの熱い気持ちを」
「違うんだ、アダム。彼はそういう人じゃないんだよ」

　一体いつ見ていたのかという不気味な疑問は呑み込んで、アダムを説得させられる言葉を急いで考えた。そして早く逃げようと決意した。
「彼は新しく雇われた警備員なんだ。構内で迷っていたようだったから、僕が道案内をしてあげただけなんだ」
「紙飛行機を飛ばして遊んでいた野郎じゃないのか？」
「……違うみたいだよ」

　ユージィンは鳥肌が立った。最初からアダムは見ていたのだ。
「あいつには気をつけろ」

　アダムは優しく注意する。
「キナ臭い奴だ。何かをたくらんでいる。もうそばに近づくな」
「う、うん……アダムの言うとおりにする」

　本能が逆らうなと告げていたので、ユージィンは順々に従った。だがずっと見られていたという事実に恐怖で思考が奪われ、とにかくこの場から逃げることで頭がいっぱいになった。
「大丈夫だ、俺が守ってやる」

　自分が指摘したことでユージィンが震えたと感じたアダムは安心させるように言うと、前屈みに顔を近づける。
「……愛している、ユージィン」

　囁きながら、口を寄せる。

　キスをするつもりだと、ユージィンは全身が総毛だった。手首を振りほどいて思いっきり殴りつけたかったが、アダムの機嫌を損ねてはいけないと、必死になって両足で踏ん張る。

　アダムは吸いつくようにキスをした。それはほんの数秒だったが、ユージィンには永劫の責め苦のように感じられて、唇が離れた時には、拷問が終わって自分は生き延びたという安堵感が全身を包んだ。
「そう、俺が守ってやる」

　アダムはようやく手首を離すと、ユージィンの頬を手の甲で軽く撫でた。安心したような顔色を見て、自分がキスをしたためだと感じたようだ。しかしユージィンはその言葉で意識が返った。
「うん……ありがとう、アダム」

　なんて気持ちが悪いんだ——ユージィンは今すぐ唾を飛ばして、全力で走り出したい衝動に駆られた。こんなおかしな男とつき合っていたなんて、僕は狂っていたんだ。メリッサが嫌っていた理由が初めてわかった。とにかく逃げなきゃ——

　ユージィンは引き攣りそうになる顔に、弱々しい笑みを浮かべた。アダムが好むのは、自分を頼ってくれるか弱くて意気地のない男だ。
「その……久しぶりに会えて、嬉しい」

　舌が言葉に絡んでもつれる。
「俺もだ、ユージィン」

　アダムは穏やかになった。自分に縋ってくる様子のユージィンを満足そうに見つめる。
「もう一度やり直そう。そのために必要なことを、俺はお前のためにやる」

　ユージィンはからからに渇いた喉を生き返らせるために、大きく息を呑み込んだ。何を言っているのだろう——気味が悪いが、詳しく踏み込んでしまえば、永遠に逃げられないような気がした。
「わかった……」

　何とか無難な返事をした。

　アダムは自分の気持ちが伝わって安心したというように、ユージィンから少しだけ引き下がる。それを見逃さなかった。
「……もっと話がしたいけど、そろそろ行かなきゃ」

　残念だけど、と上目遣いにアダムの顔色を窺う。手首を掴まれて、キスをされた。アダム自身は満足しただろうと、腹が立つが思った。
「ああ、お前の未来を邪魔するつもりはない」

　アダムは上機嫌で言った。今日の午後は何の予定もないが、ユージィンはおくびにも出さず、慎重にアダムの前から動いた。ゆっくりと普通に歩いて、その足で気づかれないように大学内の警察所へ駆け込もうと思った。別れた恋人に見張られていると訴えるんだ。
「すぐにまた会える」

　アダムはいきなりユージィンを引き寄せると、髪に口を近づけてキスをする。ユージィンの細胞までが一瞬凍りついた。が、我慢した。
「俺はお前の理想の男になる。俺たちはお前が望んだ状況で、ドラマのように愛しあうんだ」

　アダムは高らかに宣言する。

　しかしユージィンは頭が真っ白になって聞いていなかった。一刻も早くこの場を離れることだけに集中した。シャワーも浴びたいと思った。

　——ロイ……

　男らしくて優しい笑みが、自分へ向けられている。その腕の中へ救いを求めるように、ユージィンは前へ進んだ。

　あなたに助けて欲しい……







　雑木林から遠ざかってゆく小さな背中に、アダムは盛大な投げキッスを贈った。数ヶ月ぶりのキスは、身体中をひどく興奮させた。

　——俺は間違っていなかった。

　ユージィンの態度に、アダムは鉄のような自信を持った。自分へあんな色っぽい眼差しを向けてくれた。話を聞いてくれて、自分を拒まなかった。ここ数ヶ月の苦しみが、一気に解き放たれたような感じがした。

　——俺と別れようとしたのは、一時の気の迷いだったんだ。そうに決まっている。

　アダムは自分の考えが正しいと確信した。ユージィンに振られた時は、ショックのあまり大学の警備員を辞めてしまった。けれど忘れられなくて、朝も昼も夜も考えた。どうすれば、もう一度ユージィンが自分へ振り向いてくれるのか。

　——考えるまでもなかったな。

　アダムは先程までユージィンを押しつけていた木の幹を、愛しそうに撫でる。再びキスをして抱きたければ、ユージィンの理想の男になればいいのだ。

　自分を見上げる菫色の瞳が、ふいに別の瞳と重なる。

　その同じ色合いの目は、陸軍の独身者用宿舎のベッドで、自分と向かいあっていた。

　ジェット・Ｌは同僚で、恋人だった。誰にもこの関係を知られないように、秘密につき合っていた。同性愛者であることが公になれば、仲間からリンチを受ける恐れがあったからだ。

　俺は何も怖くないよ。そう言って静かに笑っていた男は、もういない。派遣されたアフガニスタンで戦死した。だから、自分は軍を辞めた。

　アダムは周囲の静寂に身を浸すように思い出す。

　ユージィンに初めて出会った時は驚いた。ジェットかと思った。それぐらい似ていた。ユージィンがジェットに似ているのか、それともジェットがユージィンに似ているのか。その疑問はすぐに地面に転がってゴミ屑となり、自分はまた幸せを手に入れた。

　——それなのに……

　アダムは怒りを頭から振り払った。もう済んだことだ。ユージィンは俺を受け入れてくれた。それよりあいつだ。

　アダムは警備員を辞めてからも、度々大学を訪れては気づかれないようにユージィンを眺めていた。大学の警備員の元同僚には、つき合っている子がいるんだと嘘をついて、冷やかし半分に内緒でキャンパスへ入れてもらっていた。今日はユージィンの他にもある目的があったのだが、芝生で本を読んでいたユージィンを見つけ、しばらく遠くから眺めていたら、一人の男が紙ヒコーキを手に持って芝生へ入り、何気なく近づいていって、ユージィンの開いていたペーパーブックへ落ちるように、わざと飛ばした。

　驚いて顔をあげるユージィン。

　自信の笑みを浮かべる男。

　二人はしばらくやり取りして、肩を並べて歩いていった。

　アダムは拳が白くなるほど強く握りしめて、すぐに後を追いかけて殴りつけたい衝動に駆られたが、懸命に耐えた。あいつは何の目的でユージィンに近づいたんだ。くそっ。俺のユージィンに手を出す奴は、全身のあばら骨をへし折ってやる。

　だが、ユージィンは違うと言った。その言葉を信じようと思った。半分だけ。あとは念のため覚えておこう。軍では些細な事も記憶に残しておけと教えられた。それが戦場で自分が生き延びる手段になるからと。

　——今日、来て良かった。

　アダムは強く思った。大学内の下見が目的だったのだが、ユージィンと話ができて、久しぶりにキスをできた。数ヶ月前までは、ハロウと挨拶を交わすように自然な日常風景の一つだった。その繊細で少し濡れた感触に、アダムは熱く燃え立った。ひどく感じてしまい、息を荒げ、もう一度触れたいと願った。そのためには、必ずやらなければならない。

　アダムは息をつきながら、身をひるがえす。雑木林を出て、確かめなければならない。すぐそばの大学寮は駄目だ。ユージィンが巻き添えになる可能性がある。それにあの嫌な女も。死んでも構わないが、ユージィンのために生かしておいてやろう。

　雑木林を出ると、数人の大学生とすれ違った。毎日をエンジョイして生きているのが当然だという顔をしている。お前らが楽しんでいられるのも、アフガニスタンでジェットが死んだからだ。アダムは唾を吐き出したくなったが、死んだ恋人の物静かな笑みを思い出して、自分を癒した。ちくしょう。あんなどうしようもない場所で、どうしてジェットが死ななきゃならなかったんだ。あの連中と戦って、本当にステイツの安全が守れるのか。ホワイトハウスの奴らは狂っていやがる。ふざけやがって——

　アダムはふつふつとわいてきた怒りを、今度は内に溜めた。慣れ親しんだ大学内のどこをターゲットにするかは、ほぼ決めている。最終確認をして、この怒りをエネルギーにしよう。

　——もう少しだ、ユージィン。

　アダムは薄く笑った。お前が望んだロマンスが始まる。俺がお前のヒーローになる。

　その時、あの男も建物と一緒に木っ端微塵にふっ飛ばしてやろう。







　ボストン大学のゲートから入ったトラヴィスは、運転していた黒いセダンの車を来客用の駐車場で止めると、足早にキャンパスへと向かった。ユージィンとの初接触から、三日は経っている。この間、アダムの監視が決定され、ミリアムとボストン警察で二十四時間の集中監視が行われている。また新たな事実として、アダムが数回にわたり大学を訪れていたことが判明した。元同僚の警備員が釈明した。二人の捜査官は、アダムがその同僚に話していたという私的な理由を聞いて、危険な信号を感じ取った。
『急いで、ユージィンに会うのよ』

　携帯から、ミリアムは指示を出す。
『身の回りで何か気になることは起きていないかどうか。それに、アダムが大学内のどこを見ていたのか、早急に調べなければならないわ』
「ボストン大学警察にも協力を仰ごう。そっちはどうだ？」
『アダムがガレージに向かったわ。出かけるようね。尾行する』

　それが大学へ向かう前に交わした最後の会話である。

　トラヴィスはグレーのトレンチコートのポケットにある携帯電話と、胸のホルスターに収まっている銃を手触りで確かめながら、ユージィンのいるクラスへと急ぐ。大学側からの情報では、今日の午前の予定はユキト・イイシロ教授の講義だ。

　教えられたクラスの建物を目指しながら、トラヴィスはミリアムから聞いた話を思い返していた。
「ユージィンは、とにかく、ドラマティックでロマンティックなラブストーリィを体験したいのね。ハーレークィーンロマンスに登場するヒロインのような」
「朝起きて、おはようのキスをするラブストーリィじゃいけないのか？」
「いけないようね」

　トラヴィスは阿呆らしいようにため息を吐く。
「ヒロインになるためには、劇的な舞台が必要よ。例えば大変な事件が起きて、ヒロインは否応なしに巻き込まれる。それに翻弄されながらも、自分の前に現れた魅力的な男性と恋に落ちてゆく」
「あの坊主が夢見る劇的な舞台は、家や大学を爆破することなのか？」
「そうよ。自分の日常での突然の大事件、混乱する周囲、嘆き哀しむ人々、その中にはユージィンも入っているはず。どうしようもない運命に巻き込まれて、そこで理想の男性と出会い、恋に落ちる。まさに物語を実体験する内容だわ。おそらく、そういう恋愛をしたいと、以前にアダムへ話したのね。だからアダムは、ユージィンのために実行しようとしているのよ」

　トラヴィスはその話を理解するために、署内の薄汚れた天井の染みを睨む。
「あの坊主は、つまり、日常生活を破壊したいと思っているんだな」
「現実世界へ対する否定的な感情はあると思うわ。そうでなければ、具体的な舞台設定はしないはずね」

　ミリアムは冷静に分析する。だが、不思議と突き放す感じではない。
「優しいな」

　トラヴィスがからかうと、日頃のシビアな捜査官にしては珍しく苦笑いを洩らした。
「誰でも、平凡な日常生活を抜け出して、自分が特別だと思いたい気分になるんじゃない？　物語のヒロインのようにね。でも、人を傷つける行為は絶対に許さないわ」

　その話を思い出しながら、何故か、唐突にジェレミーの顔が浮かんだ。

　——相変わらず、電話の一つも寄越さないな。

　中西部の複数の州をまたいで、同一犯と思われる銀行強盗事件が相次ぎ、本部から派遣されて一週間は経つ。捜査中は自分のことなど頭から見事に消え去っているだろうことは、重々承知しているトラヴィスである。

　——くそったれめ、俺もお前なんか忘れているさ。

　しかしそう罵れば、逆にいっそう深く思い出されてしまう。

　出張前夜、ジェレミーの家のベッドで、二人は燃えあがるように交わりあった。悪態をつく唇を封じ、呆れるほどにキスをしあった。互いの手が躰に絡みあい、ジェレミーは恋人の感じやすい肌を、自信たっぷりな手つきで優しく激しく愛撫した。トラヴィスは熱に浮かされたような息を洩らし、ベッドの上で仰け反りながら味わった。身体の奥へ打ち込まれるペニスは蕩けるように熱くて、トラヴィスを心の底から酔わせた……
「……くそっ」

　表向きはその恋人と嫌いあっている捜査官は、気まずそうにうなじを手で撫でた。その夜の情事を思い出したせいで、全身が火照ってきた。

　熱を振り払おうと、歩調を速めた。どうしてこんな時にジェレミーのことが浮かんだのか、トラヴィスもよくわからない。

　——あの坊主の話を聞いたせいだな。

　そう決めつけた。頭の片隅にちらついた気持ちは、見ない振りをした。くそったれの恋人に逢いたいと認めるのは、非常に癪しゃくだった。

　さっぱりしない感情を抱えながら、捜査に意識を戻して、広いキャンパスを急いだ。ボストンは学園都市と呼ばれ、有名なハーバード大学を始め、多くの大学が点在している。生徒は国内のみならず、世界中から集まっているが、ボストン大学も例外ではない。トラヴィスの視界に映る大学生たちは国際色豊かで、みな同じ表情をしている。自分たちの人生への明るい希望だ。

　やがて、授業が行われている白いレンガ造りの校舎が見えてきた。ユージィンは社会学を受講しているはずである。終了時間まで待つつもりはなかった。

　トラヴィスは不意に立ち止まった。ちょうど前方から、一人の大学生が歩いてきた。校舎前の綺麗に刈られた芝生の間を、どこか危なげな足取りで向かってくる。麻薬やアルコールにコントロールされているのではなく、何か気もそぞろといった感じだ。

　様子が変だと思った。トラヴィスは近づいてくる大学生を、注意深く観察する。若い女性で、髪の色はブルネット。後ろで一つに結んでいる。白人だ。オフホワイトのＴシャツにジーンズ、スニーカー。ジャンスポーツの黒いデイパックを背負っている。

　即座に、ミリアムから見せられた写真と重なった。メリッサ・ジョンストンだ。
「メリッサ！」

　大声で呼びながら近寄る。

　メリッサはびっくりしたように振り向いた。トラヴィスに気がつくと、薄いメイクをほどこした凛々しい顔立ちに、あからさまな警戒心を立てる。
「ＦＢＩだ」

　ワイシャツのポケットから、すぐに身分証明のＩＤカードを出した。

　メリッサは目の前に示されたＦＢＩのカードを、しばし凝視する。そこにある写真の男と、目の前の男とを数回見比べる。
「……あの女性と同じカードだわ」
「俺はトラヴィスだ。トラヴィス・ヴェレッタ。君はメリッサ・ジョンストンだろう？」
「そうだけど」

　メリッサの繰りあがった眉が、ゆっくりとなだらかになる。だが、突然現れたＦＢＩ捜査官を、胡散臭そうに見上げた。
「ここで何をしているんだ？」
「歩いているのよ、見ての通り」

　メリッサは喧嘩腰で切り返した。ただ事ではない雰囲気である。
「ＦＢＩのあなたこそ、ここで何をしているわけ？」
「歩いているのさ、ユージィンに会いに」

　すると、メリッサの顔色が変わった。
「あ……ユージィンを探しているの？　どうして？　何かあったの？」

　矢継ぎ早に訊いてくる。
「落ち着いてくれ。君こそ何があったんだ？　様子がおかしいぞ」

　メリッサの反応の早さに、トラヴィスは嫌な予感がした。　
「今は講義の時間じゃないのか？」
「……途中で退席してきたの。ユージィンが心配で」

　メリッサは肩越しに振り返った。後ろに見える白い建物で、今まで授業を受けていたのだろう。
「本当は、ユージィンも一緒に受ける予定だったんだけど……」

　そのまま周囲に視線を泳がせる。
「何があったんだ、メリッサ」

　トラヴィスはメリッサの彷徨っている意識を掴んで振り向かせるように、強い口調で訊いた。
「……ここ数日、ユージィンがおかしくて……」

　メリッサは渋々話す。ＦＢＩ捜査官へ説明するよりも、早く自分の目的に集中したいという苛々感を押し隠そうともしない。
「怯えているような感じなの。何かあったの？　って尋ねても、上の空だし……ただ、あいつのメールのことを聞いてきて……」
「何を聞いたんだ？」
「まだ、メールは消していないよねって」

　トラヴィスの目が鋭くなった。
「それで、ユージィンはメールを読んだのか？」
「……だと思うけど」

　メリッサの声は不安げだ。

　トラヴィスは低く唸った。全く興味がなかったアダムのメールを、今になって読む気になったのはどうしてか。おそらく、本人が接触してきたからだ。
「メリッサ、ユージィンがどこにいるかの知らないか？」

　アダムは警備員を辞めた後も、密かに大学を訪れていた。つき合っている恋人がいるとの理由で。

　——あの坊主を監視していた可能性がある。

　アダムの特異な行動から予測するに、十分にあり得ると考えた。
「私も、ユージィンに会いに行くところなのよ、おじさん」

　メリッサは両手を腰にやって、トラヴィスを上目遣いに睨みつける。見てわからないのと言いたげだ。
「そうだろうと思ったよ」

　トラヴィスはこれ以上文句を言われないように、メリッサの調子にあわせた。
「で、ユージィンがどこにいるのか、おじさんに教えてくれないか？」
「スタインバーグ教授のところだと思う。会いに行くって言っていたから」
「ルイス？」

　思ってもみなかった名前に、トラヴィスは意外そうに聞き返した。
「どうしてルイスに会いに行くんだ？」
「知らないわよ。今朝、いきなり行っちゃったもの」

　メリッサも疑問に思っているのだろう。それが微妙な焦りとなって、苛々感を増長している。
「もう行ってもいいでしょう？」
「——ああ、いいとも」

　トラヴィスは少し考えてから頷いた。
「講義へ戻るんだ、メリッサ」

　白い建物へ、ひとさし指の先を向ける。
「俺がユージィンを探す。君は黙って授業を受けろ」
「どうして！……」

　抗議しかけたメリッサだが、口答えは許さないというように、トラヴィスは続けて言った。
「他の学生たちと一緒にいろ。絶対に一人になるな」

　メリッサはその警告に、少しだけ顔が強張る。
「必ずユージィンを探し出す。信じてくれ」

　トラヴィスはユージィンと同じ色合いの瞳を見つめて、誓う。アダムが大学へ出入りしていた事実が判明した今、メリッサが一人でうろうろしているよりも、大勢の中にいてくれた方がよほど安全だった。

　だがメリッサは納得がいかないというように、眦まなじりを吊りあげる。不満で膨らんだ唇の先端は今にも爆発しそうだったが、口から出たのは素直な返事だった。
「わかった。おじさんの言うとおりにする」

　仕方がないというように肩をすくめる。
「私が余計なことをすれば、おじさんの捜査の邪魔になるって言うわけね」
「君は勇気がある」

　トラヴィスは本心から誉めた。

　メリッサは少しの間、トラヴィスをじろじろと不躾に眺めてから、踵を返した。
「ユージィンのこと、よろしくね」

　どこか意味ありげに言い残していった。

　トラヴィスは別段気にも留めないで、小さくなってゆくメリッサの背中を確かめてから、来た道を戻り始めた。歩きながら携帯を取り出し、ある番号を押す。

　スタインバーグ教授は、時々ＦＢＩの捜査に協力している。以前にある事件で一緒に仕事をしたことがあるのだが、実に面白い教授だった。空想に無限の羽が生えていて、その羽一つ一つが、しっかりとした骨組みを持っているのだ。実際、教授の調査と指摘は的確だった。おかげで解決した事件が何件かある。その教授への連絡先として教えてもらった番号は、すぐに通じた。

　出たのは、グリフィン・アクセルロッド秘書である。十数年前から教授の人生の羅針盤を務めている男性は、トラヴィスとも悪い意味で知り合いだった。
『ああ、くそったれ屋のトラヴィスだな。もちろん、覚えているとも。君と同じくそったれ仲間の悪徳秘書だ』

　トラヴィスは言いあったことのある秘書の嫌味な声に、わざと陽気に返した。
「まだくたばっていないようで、残念だ」

　携帯の向こうから、ふんと小馬鹿にするような鼻息が聞こえてきた。
『で、くたばり損ないに何の用だ？』

　トラヴィスは手短に説明した。
『ルイスは大学以外の地球上に、まだいるはずだ。今朝戻ってくる予定だったが、何か事件が起きたらしい。研究中のミトコンドリアが英語で挨拶をしたとかな。おかげで今日のオフィスアワーの予定は、全部キャンセルだ。予約していた学生たちと学長への言い訳を作成中で、私は今忙しい。だが、ユージィン・ジョンストンなら知っている。今朝方、私のオフィスを訪ねてきた。ルイスに会いたがっていたが、そういうわけで、肩を落として帰っていった。私が知っているのはそれだけだ。納得できたら、今すぐに電話を切って欲しいんだがね』

　トラヴィスはお望みどおりにボタンを押して、ポケットに投げ入れた。相変わらず嫌味と皮肉の脳細胞が発達している悪徳秘書だが、嘘は言わない。手がかりを失ったと息をついた。

　——どこへ行った。

　迷路で行き止まりにぶち当たってしまったかのように、天を仰いだ。汚れた靴の踵が、小石を踏む。

　——どうしてルイスに会いにいったんだ？　何があった……

　スタインバーグ教授に会うという名目で、大学へ潜入し、ユージィンへ接触したトラヴィスである。それが数日前の話だ。

　トラヴィスは厳しい眼差しになり、軽く鼻を触った。ルイスの話題を振ったのは自分である。何らかの理由があって、ルイスへ会いにいったとすれば、自分が関係しているのではないか——

　考えに没頭するうちに、ここまで歩いてくるまでの光景が、波が寄せるように甦ってきた。昼時前の晴れた空。豊かな緑の芝生と葉に覆われた木々。チャールズ川から流れてくる風。広いキャンパスとイギリスの古き良き舘を思わせる寮。

　ゆっくりと、足が動いた。まるで手招きされるかのように漠然と向かったのは、同じく数日前に手に紙飛行機を持って行った場所である。

　芝生の土手には、学生たちがまばらにいた。トラヴィスはよく見渡せる場所から、辺りをくまなく探す。サンドウィッチを食べている学生、芝生に寝転がりお喋りに興じている恋人たち、ボールを投げあって遊んでいる二人組、木陰で本を開いて休んでいる女性……。

　トラヴィスは地面を蹴って駆け下りると、大股に近づいてゆく。
「ユージィン！」

　隅にある木の陰に隠れるようにして、ユージィンはいた。幹を背にして、膝を抱えてうずくまっている。だがトラヴィスの呼び声に、目が覚めるようにのろのろと頭をあげた。
「……ロイ」

　ユージィンはぽつりと呟いた。それから、信じられないように口を開けた。
「どうして……」

　まるで心のバネが強く押されたかのように、すっと立ちあがると、近づいてきたトラヴィスへまっしぐらに抱きついた。ロイ、ロイと子供のように繰り返す。
「何があった？」

　トラヴィスは自分の胸の中へ飛び込んできたユージィンを落ち着かせるように、頭に手を置いた。
「あ、あの……」

　ユージィンは震えている。その怯えぶりは、突然現れたトラヴィスに疑問を持つ余裕もないようだった。
「僕……昔つき合っていた相手に、見張られているようなんだ……」

　声も怯えている。
「いつからだ？」
「……わからない。けれど、ロイと会ったことも知っていて……」

　ユージィンは深く考えずに答える。

　トラヴィスは険しくなった。相手の男に自分の存在が知られたということは、アダムに何らかの疑いをもたせたかもしれない。相手が衝動的な行動に出る恐れもある。
「僕……僕、怖いんだ……」

　ユージィンはトラヴィスの胸に顔を埋める。

　トラヴィスはさらに聞き出そうとした。だが、コートのポケットに入れた携帯電話が振動しているのに気がついた。
「ちょっと、離れていてくれ」

　ユージィンの肩を抱いて自分から引き剥がすと、背を向けて携帯電話を取り出す。ミリアムからだ。
「どうした？」

　耳にあてて、声を低めた。その後ろ姿を、ユージィンがぼんやりと見つめている。
『アダムを見失ったわ』
　ミリアムは早口で喋った。
「どういうことだ？」
『追跡していた車が事故ってしまったのよ。その隙に、アダムは逃走したわ。どうやら、自分が尾行されていることに感づいたようね』
「詳しく説明してくれ」

　予想外の事態に、トラヴィスはそばにユージィンがいることも忘れた。
『アダムの車がガレージを出て、しばらく走っていたら、急にスピードをあげたの。一定の距離を保って走っていた私たちの車を、まるで振り切ろうとするかのようにね。アダムの車は、猛スピードで赤信号になった交差点を走っていったわ。けれど私たちの乗った車はうまくいかなかった。急ブレーキをかけたけれど、間に合わずに、ちゃんと信号を守った車に衝突してしまったのよ』
「大丈夫か？」
『私は大丈夫よ。代わりに、運転手とバーモンド刑事が救急車に乗ってくれるわ。ボストン警察が別の車を寄越してくれるから、それに乗って後を追う——トラヴィス』
「何だ」
『アダムは、白のピックアップトラックに乗っているの。オクラホマシティ連邦政府ビルが爆破された時も、レンタルのトラックが使われたのよ』

　トラヴィスの携帯も持つ手が、冷たい空気に触れたようにひんやりとした。
「つまり……爆弾を積んでいるかもしれないってことか？」
『可能性は排除できないわ。荷台はシルバーのシートで覆われていたから』

　ミリアムの声は硬い。それに混じって、サイレンの音が聞こえてきた。
「そいつの糞トラックは、どの方面に向かって走って行ったか、わかるか？」
『ストロードライブよ。バーモンド刑事はそう言っているわ。つまり……』
「……ここってわけだな」

　トラヴィスはアダムが大学へ侵入して、下見もしていたのだと確信した。どこを狙うか、素知らぬ顔をして探していたに違いない。
「今すぐアダムを探す。ミリアムは、急いで安全運転で来い」
『アダムを探すって……』
「情報を提供してくれる奴は、そばにいる」

　トラヴィスは今忘れ物を思い出したというように、背後を顧みた。ユージィンが両腕を垂らして、ぼう然と立ち尽くしている。
「着いたら、連絡しろ」

　そう言って携帯を切ると、改めてユージィンに向き直った。
「聞いていただろう？」

　トラヴィスは両腕を広げて、肩をすくめる仕草をする。

　ユージィンはあやふやな表情を浮かべた。トラヴィスから目を離さないまま、無意識のように軽く首を横に振る。
「……あの……」

　果敢に小さく開いた口から出た言葉は、電池が切れたように途切れた。
「聞いての通りだ」

　時間が惜しいというように、ユージィンへ何の前置きも説明もしなかった。
「アダム・レントンに関して聞きたい」

　その名前に、ユージィンは鈍器で殴られたように、顔を苦しく引き攣らせた。
「……アダム」

　その動揺は、徐々に不信の色へと変わっていった。







　アダムはストロードライブを順調に走行しながら、先程の車が接触事故を起こしたことに、いたく満足していた。

　家を出てから、しばらくは気づかなかったが、運転しながらバックミラーを何度も見るうちに、シルバーの日本車が一定の車間距離を取って、ずっと自分の後ろを走っているのに気がついた。最初は気にも留めなかったが、念のため道路の交差点を二・三回曲がった。すると、その車もついてきた。

　疑いが羽を持った。さらに、無造作にビルの角を曲がると、後ろの車もしっかり付いてきた。

　アダムは尾行されていると確信した。急いで振り切らなければならないと感じた。機会を窺いながらハンドルを握っていたが、前方で大きな交差点の信号が赤へと変わろうとしていたのを見て、強くアクセルを踏みこんだ。ピックアップトラックはロケットのように発射して、交差点を猛スピードで通り抜けた。すぐに後ろで、派手な音がした。バックミラーに映ったのは、青信号で走り始めた車の側面のボディにぶつかったシルバーの日本車だった。

　——いったい、どこの連中だ。

　まぬけな奴らめとうそぶきながらも、自分が尾行されていたという事実に、少なからずショックを受けた。地元の警察か。だとすれば、誰が自分を陥れようとしたのだろう。

　——あの女に違いない。

　アダムは脳裏に突き刺さっている若いブルネットの女性に、ひどい罵声を浴びせた。メリッサ。あのビッチめ。ユージィンとつき合っていた頃から、俺を苛々させた。まるで頭のいかれた犯罪者を見るような目つきで、俺を睨みつけていた。あいつだ。

　気分が激昂げっこうして、ハンドルを手のひらで叩いた。怒りが足元に集中し、アクセルを踏みつける。スピードがあがった。だが、咄嗟にバックミラーに映っている荷台のシートが目に入って、息を吐いて、速度をゆるめた。

　落ち着け。アダムは自分自身に呼びかけた。俺は今、重要な物を運んでいるんだ。戦場で物資を運搬している時のように、慎重で繊細になるんだ。

　アダムは何度か深呼吸をした。肩の力も抜く。徐々に、気持ちが鎮まってきた。

　冷静になると、別の疑惑が湧いてきた。

　二日ほど前、コロラドのミリシアのメンバーから電話がかかってきた。ミリシアは反政府的で危険な集団だと世間では思われているが、アダムは愛国者の団体だと思っている。ステイツを本当の意味で守る人間たちが集まっているのだ。だから自分はそのグループに所属したのだが、そのミリシアのメンバーの一人が、電話で忠告してきた。リーダーが、どうもＦＢＩにマークされているらしいと。ＦＢＩと聞いて、アダムは腹が立った。あの連中こそ、個人の権利を侵す最大の武装集団だ。反政府的なのは、あいつらの方だ。電話の相手は気をつけろと言い残した。アダムはやってやると言い返して切った。何故ＦＢＩが突然に、コロラドミリシアのリーダーをマークし始めたのかは知らないが、自分は関係ないと思った。コロラドにいた頃は密接に活動していたが、ボストンへ移ってからは、もうメンバーではなくなってしまったも同然だった。ミリシアより、ユージィンに夢中だった。

　——何か関係があるのか。

　アダムは車を滑るように走らせながら、この疑惑にどのような答えを出そうか考えた。だが短い思考からは何も浮かばず、閃きもなかった。

　——まあ、いい。

　もう自分はミリシアのメンバーではない。大したことではない。

　フロントガラスから、馴染みある建物の群れが見え始めた。

　アダムは愉快そうにニヤつく。

　重要なのは、考えることではなく、決行することだった。







　ユージィンは目の前に立つトレンチコートの男を、数日前に出会ったロイ・マードックと名乗った男に重ねあわせようと努力した。同じ顔、同じ身体、同じ眼差し、同じ声……
「もう一度聞くぞ、ユージィン」

　同一人物とは思えない厳しい言葉が耳朶じだに叩きつけられ、その努力を打ち壊す。
「アダム・レントンは、どこに爆弾を仕掛けようとしているんだ？」

　おかしいと、ユージィンは思った。どうしてロイがアダムのことを知っているのだろう？　それともアダムへのショックで、僕の耳が正常に機能しなくなっているのかもしれない。
「……あ、ロイ……」

　何を話しているのか、僕にはわからないよ。ユージィンはそう言いたかったが、電池は切れたままだった。
「時間がないんだ、ユージィン」

　トラヴィスは苛立っていた。だが、忍耐強く続けた。
「君が言った大学のどこかに、アダムは爆弾を仕掛けるつもりなんだ。そして、爆発させて、建物を破壊して、人を傷つけるつもりだ。何の関係もない人々を、殺そうとしているんだ」
「……そんな……」

　首を絞められているように、息が苦しくなった。アダムは僕を見張っていた。その事実を知って、全身に鳥肌が立った。けれど、人を殺そうとするなんて信じられない——

　ユージィンは初めて、トラヴィスを疑うように見つめた。
「……あなたは、何を言っているんだ……」

　ようやく出た声は、干上がっていた。
「僕が言ったって……アダムが爆弾を仕掛けるって……人を殺そうと……」
「時間がないんだ」

　トラヴィスはユージィンの不信を切り捨てるように、同じ言葉を吐いた。
「これは、小説の話じゃない。今起きるかもしれない現実の話だ」
「……でも……」

　ユージィンは理解できないように唇を舐めた。ロイはどうしたんだろう？　まるで別人みたいだ。初めて会った時のロイは、とても笑顔が素敵で、陽気で、優しそうで、僕の名前を呼んでくれて……
「ロイ……」

　手足が、かすかに震えている。
「あなたは……何なんだ……」

　トラヴィスは少し前にメリッサへ見せた身分証明のＩＤカードを、ユージィンの目の前に差し出した。
「俺はＦＢＩ捜査官だ。アダム・レントンがボストン大学を爆破しようとしているのを阻止しにきた」

　ユージィンは顎が胸にくっつきそうなぐらいに首を折り曲げて、その写真つきのカードを穴が空くほど眺めた。
「ＦＢＩ……」
「そうだ、協力してくれ、ユージィン」

　トラヴィスはゆっくりとカードを持ち上げた。それを追うように、ユージィンも顔をあげる。
「……ＦＢＩ……」

　菫色の瞳に、不敵で魅力的な男性が映る。この間は、太陽の光が弾けるように笑っていた顔が、仮面を変えたかのように、難しく唇を引き結んでいる。

　突然に、物語ロマンスが記憶の扉を打ち破って出てきた。







　……彼は振り返った。その冷静で理知的な表情は、今まで見たことがなかった。彼は隠していたのだ。もう一人の自分を。私へ見せたバッジと一緒に。
「で……私をどうする気なの？」

　頭にきたので、思いっきり皮肉のバターを塗ってやった。
「とても素敵な詐欺師のＦＢＩ捜査官さん」
「詐欺行為はしていない」

　彼はぬけぬけと言い返してきた。
「あら、どうして？」
「君への気持ちは、このバッジと一緒だ。つまり、本物だよ」

　綺麗な白い歯を見せて笑う。まるでこの笑顔も本物だと言うように……

　私は仁王立ちして、腕を組んだ。私だって、あなたへの気持ちは本物だ。そのバッジに押し印をしてもいいくらいに……







「ユージィン！」

　トラヴィスの怒りの声で、物語の扉は閉じられた。
「物思いに耽ふけるならあとにしろ。アダムへ喋ったことを思い出してくれ！」
「……喋ったこと？」
「そうだ。自分のロマンスの願望だ」

　ユージィンは頭に浮かんだハーレークィーンロマンス小説のことと相まって、顔がぱあっと赤くなった。僕のロマンスを、どうしてロイが……しかし、甘い恋物語には程遠いトラヴィスの形相に、想いは吹き飛んだ。
「いいか、俺の言うことをよく聞くんだ」

　トラヴィスはいくぶん早口になって、ユージィンに詰め寄ると、まるで子供に言って聞かせるように、目の前でひとさし指を立てる。
「アダムは、この大学へ向かっている。ピックアップトラックに爆弾を積んで、この大学を爆破するためだ。俺はそれを阻止するために来たが、広い大学のどこを狙っているのか特定できない。それがわかるのは、君だけだ。アダムは君にアプローチするために、実行するんだ。君のために、舞台を整えるんだ。小説の主人公になるための舞台をな」
「……」

　ユージィンはトラヴィスの迫力に圧倒されて、ただただ言葉もなく聞いている。トラヴィスは鼻の先まで顔を近づけて、さらにたたみかけた。
「どうして、とか、なぜ、とか、余計なことは考えるな。一から教えてやる時間はない。今、俺が喋ったことだけを考えろ。君がアダムに言ったことを、今ここで俺に教えてくれ。さもないと、大学のどこかが吹っ飛んで、誰かが巻き添えになる」

　その時、また携帯が振動した。トラヴィスは邪魔が入ったというように、手荒く携帯を耳に当てる。
「何だ！」

　身を翻して、携帯に集中する。
「……そうだ、今、聞いている……」

　ユージィンは向けられた背中を、じっと見つめた。男らしい背中だと思った。しっかりしていて、誰でも優しく受けとめてくれそうな感じがする。その背中に抱かれたら、きっと夢のようだろう……

　——僕は何を考えているんだろう。

　ユージィンは恥ずかしくなって、目を反らした。様々なことで複雑なクモの巣が形成されてしまって、気を抜けば頭がパンクしそうである。アダム。爆弾。ＦＢＩ。まるで小説の世界に迷い込んでしまったかのようだ。

　——ロイは、ＦＢＩ捜査官なんだ……

　なぜか、これだけはすんなりと受け入れることができた。
「……大学警察が、ゲートを封鎖しているんだな……」

　トラヴィスの会話を耳にしながら、ユージィンはクモの巣から一つだけ糸をすくい取った。ロイという糸。その糸だけを丁寧に手繰り寄せる。——何の関係もない人々を、殺そうとしているんだ——恐ろしいと思った。——それがわかるのは、君だけだ——糸はシンプルで、力強い。——余計なことは考えるな——ユージィンはそのとおりにした。

　僕がアダムへ喋ったこと……

　糸を掴んだまま、記憶の倉庫をそっと覗いてみる。

　——僕のロマンス……
「……わかった。俺も急ぐ」

　トラヴィスは振り返った。

　ユージィンは待っていた。履いているジーンズを手でぎゅっと掴んで、上目遣いにトラヴィスを見る。

　その様子に、携帯を仕舞いながらトラヴィスは確かめた。
「思い出したのか？」
「……うん」

　ユージィンは渇いた唇を舐めた。







　アダムはハンドルを切ると、ストロードライブをそのまま進んだ。バックミラーに目をやり、ボストン大学のゲート前に散らばる警察官の姿に舌打ちする。キャンパスに入ろうとする車を一台ずつチェックしている。ボストン大学警察だと直感した。

　遠くから警察官の姿が見えて、慌てて道路を曲がった。車の荷台に積んでいるものを調べれば、まともな警官ならそれが爆弾だとわかるだろう。アダムはハンドルを拳で叩いた。あの尾行していた車が連絡したのか？　でもどうしてだ。俺のことをどうして知ったんだ？

　——あのビッチに違いない。

　アダムは逆上して、アクセルを踏みつけた。怒りで爆発しそうだった。ピックアップトラックはうねりをあげて、前方の赤い車に急接近する。

　——落ち着け。まだ、大丈夫だ。

　アダムはブレーキを何度も踏んだ。こんなところで衝突事故を起こしたら、俺は全米一のまぬけ野郎だ。だから落ち着け。

　唸るような息を吐いて、ハンドルを握りしめた。どこへ向かおうか考えた。最初の計画では、ユージィンと初めて出会った土手の芝生近くを爆破予定地に選んだ。二人にとっては記念すべき場所だったからだ。そこがアクション映画さながらに爆発すれば、ユージィンには忘れられない光景となるに違いなかった。

　アダムは失望のため息をついた。大学内のキャンパスには侵入できない。俺とユージィンのドラマのようなロマンスが生まれない。

　——どこにする……

　フロントガラスに見える景色を睨みながら、アダムは注意深く運転する。ストロードライブ沿いに、ボストン大学のキャンパスは広がっている。広大なキャンパス。どこを狙ってもいい。

　——駄目だ。俺とユージィンにとって、スペシャルな場所でないと意味がない。

　アダムはぶつぶつと呟いた。初めて出会った場所。初めて言葉を交わした場所。初めてデートをした場所。初めて深い会話をした場所。初めて……

　突然、アダムは神の啓示を聞いたような表情になった。

　——あるじゃないか。

　もっともスペシャルな行為を交わした場所が。

　——あそこなら、キャンパスに入らなくてもいい。

　アダムは嬉しくなって、アクセルを踏みつけると、スピードをあげた。赤い車を追い越し、直進する。交差点で曲がって、来た道を戻ろう。そして、その場所で、この車を停車させるんだ。

　喉で、くっくと笑う。

　成果が愉しみだった。







　トラヴィスは風を切って歩きながら、後ろからついてくるユージィンに何度も声をかけた。
「しっかりしろ、坊主。倒れても、足を引きずってでも連れて行くぞ」
「……う、うん……」

　ユージィンは息を切らしながら、足早にトラヴィスの背中を追っている。その目に滲んでいるのは、微妙な怯えだ。

　トラヴィスはそれに気づいていたが、無視した。今はユージィンの気持ちよりも、アダムの行動を阻止するのが重要だった。

　くそったれと、気がつけば口から出ている。先程聞いたユージィンの話が、壊れたＤＶＤのように頭の中で繰り返されていた。

　ユージィンの話は、トラヴィスから言わせれば、この馬鹿野郎！　と頭が痛くなるような内容だった。波乱万丈なロマンス小説が大好きなユージィンは、そのヒロインのような恋愛がしたいと夢見ていた。そのためには、自分も波乱万丈な体験をしなくてはならない。ドラマティックな舞台が必要だ。ユージィンは自分の周辺で事件が起きて欲しかった。平凡な日常から、ドラマのような毎日への激変。ロマンス小説の定番だ。
「それで……僕の日常が変わるような恋愛をしたいなって……アダムには喋ったような気はするけれど……」

　でも、あくまで僕の夢の話だから……と、最後は消え入るような声になった。

　トラヴィスは厳めしそうに突っ立ち、腕組をして、両目を瞑って黙って聞いていた。罵りたくなる口を押さえつけるのが大変だった。ミリアムが言っていたとおりだと、その洞察力にあとで美味しいコーヒーを奢ってやろうと考えたりして、怒りを静めようとした。

　——坊主に特別な日常を味あわせるために、大学を狙うわけだな。

　そして、もう一度恋愛をするつもりなのだ、アダムは。

　この馬鹿野郎どもと、足蹴りしたい気持ちを必死で落ち着かせた。
「あとは？　他に喋ったことはないか？」

　トラヴィスはまるで尋問するような迫力で訊いた。組んでいる腕の両手の指が、怒りのあまり肌に喰い込んでいる。
「あ……ええっと……」
「はっきりしろ。時間がないんだ」

　ユージィンはどこか拗すねるように唇を曲げた。
「僕の……もしそういうことが起きるんだったら、自分にとって特別な場所がいいなって……アダムに喋ったかもしれない……」
「具体的に言え」
「……だから……」

　ユージィンが言いにくそうに言葉を濁す。だがトラヴィスが問答無用で睨みつけたので、ちょっぴり肩をすぼめて続けた。
「たとえば、初めて出会った場所とか……忘れられないでしょう？」
「ろくでもない場所なら、覚えているかもな」
「……覚えてなきゃ駄目だよ」

　ユージィンは真剣に言い返した。

　トラヴィスはじろりと一瞥を投げる。けれど何も言わず、促すように首を傾げた。
「で、アダムと初めて出会った場所はどこだ？」
「土手の芝生だよ。あなたとも出会った場所」

　ユージィンはその時の記憶が甦ったのか、慌てて赤くなった顔を隠すように下を向いた。
「土手か」

　トラヴィスは唸った。大学のゲートはすでに封鎖され、車輌は入念にチェックされているとミリアムからの連絡だった。キャンパス内は事実上立ち入り禁止になっている。
「他の場所を教えてくれ、ユージィン」

　もしまだアダムが大学を狙っているとしたら、その周辺が危ない。それとも、もうキャンパス内に爆弾はセットされているのだろうか。トラヴィスは予想できる範囲内での最悪の結末を思い浮かべ、手のひらに汗がじっとりと滲んだ。

「——ユージィン？」

　ユージィンはまだほのかに紅潮していたが、まっすぐにトラヴィスを見つめている。トラヴィスの視界の中心に自分が入って、それを待っていたように口を開いた。
「あなたは……ロイは、わからないの？」

　じれったそうな感じだ。
「俺がわかっているのは、アダムが大学を爆破しようとしているということだけだ。俺はそれを止めるために、お前に話を聞いているんだ」

　トラヴィスも苛立ちを隠そうともしないで、ずけずけと言う。

　ユージィンは伸ばした手の先にトゲが当たったかのように、びくりと身を引いた。けれど、トゲから手を引こうとはしなかった。
「つきあっている恋人が……一番特別に感じることって、何だと思う？」
「さあな」

　トラヴィスはにべもない。
「一緒にマクドナルドに入って、ハンバーガーを食べることか？」
「——違うよ」

　ユージィンは少女のように頬を膨らませる。トラヴィスの言いように、少々傷ついているようだ。
「早く言え」

　トラヴィスは会話をするのも惜しいというように、命令口調になる。
「……だよ」

　ユージィンはもごもごと喋った。

　トラヴィスは聞き返す。
「キスだよ」

　今度は、はっきりと聞こえた。
「キスは、とても特別だと思うんだ……つきあっている相手とのはじめてのキスは、いつでも僕には忘れられない行為なんだ……その場所も……」







　アダムはブレーキを踏むと、サイドブレーキを引いて、エンジンを切った。道路の脇に止まり、フロントガラス越しに周辺を確認する。ボストン大学のキャンパスはチャールズ川沿いに広がり、間にストロードライブが伸びている。自動車専用道路に、通行人の姿は見当たらない。

　土手向こうにあるキャンパスに背中を向け、アダムは視界いっぱいに見渡せる川を、しばらく眺めた。ボストン市内を流れる川はゆるやかで大きい。今も、ヨットが数台浮かんでいる。ボストン市民の憩いの川だ。

　アダムの脳裏には、数ヶ月前と変わらない景色を一緒に楽しんだ恋人との時間が甦っていた。初めてのデートの帰りだったと甘く噛みしめる。夜だった。車で寮まで送る途中、この場所で停車し、車の中から夜のチャールズ川を眺めた。とても特別な空間だった。二人の間に豊かな感情が生まれた。少なくとも、アダムには芽生えた。ユージィンも同じはずだったと感じている。だから、穏やかな川面を目にしながら、初めてキスをしたのだ……

　その時の初々しい感触を唇に刻みつけて、アダムは誓う。

　——俺たちは、もう一度やり直すんだ。

　そのためには、絶対にやり遂げなければならない。

　アダムは想い出から目を離すと、再び周辺を確かめた。後方から走ってくる車が、ピックアップトラックを追い越してゆく。長く停車していると、警察に通報される恐れがある。迅速じんそくに行動しなければならない。

　アダムはバックミラーを見た。シルバーのシートで覆われた荷台。そこにあるのは、爆薬だ。燃料油と化学肥料を原材料にして、製造したのだ。

　参考にしたのは、オクラホマシティ連邦政府ビルが爆破された事件である。この時に使われた爆弾の原料をネットで調べて、軍隊での経験を活かして自宅で製造した。この事件が起きた時、アダムはまだ軍隊にも入隊していなかったが、当時ニュースを見て感じた激しい怒りが、再び燃えあがってきた。——あんな奴は死刑になって当然だ。アダムはネットに出ていた犯人の写真に唾を吐きたくなった。退役軍人のくせして、小さな子供たちまで殺しやがった。せめて、その子たちを逃がしてから爆破すれば良かったのに。

　——俺は違う。

　アダムは自分に強く言い聞かせた。俺は一六八人もの人々を殺すわけじゃない。俺はただユージィンを取り戻したいだけだ。そのために、誰かが犠牲なったら、それは仕方のないことなんだ。

　——ここから始まるんだ。

　初めてキスをした場所。二人の特別な場所。本当は大学内を狙いたかったが、ここでも十分にユージィンを引きつけるはずだ。

　アダムは夢のような未来にうっとりしながら、ドアを開けて外へ出た。ぐずぐずしてはいられない。早く起爆装置をセットして、この場から去らないと。

　荷台へまわり込み、シートの端をめくった。装置は簡単だ。そもそもビルを爆破するわけではないので、爆薬は少量だ。ボタンを押すだけでスイッチは入り、爆破までのカウントダウンが始まる。

　アダムは赤いボタンを見つけ、満面の笑みを浮かべた。ひとさし指をまっすぐに伸ばし、その先端に触れる。

　——待っていろ、ユージィン。

　俺たちの未来へのカウントダウンだ。

　アダムはそれを押そうとした。

　だが、不意に物音に気がついた。自分へ向かってくる大きくて乱暴なエンジン音。

　本能的に振り返ると、黒いセダンの車が突っ込んでくるところだった。

　アダムは驚いて、思わず飛び退く。セダンは、ピックアップトラックにぶつかる寸前で停車すると、運転席のドアが蹴破られるような勢いで開いた。
「両手をあげろ！！」

　銃を手に出てきたのは、トラヴィスだった。

　アダムは、反射的に両手をあげる。
「アダム・レントンだな！」

　トラヴィスは両手で銃を構え、慎重に間合いをはかりながら、近づく。
「……撃つな！」

　アダムも叫び返した。
「俺は武器を持っていない！」
「やかましい！」

　トラヴィスは容赦なく一喝すると、アダムの背後に回り、首筋に銃口を突きつけて、武器を隠し持っていないか確かめる。　
「警察か？」
「ＦＢＩだ」

　アダムは驚いて、トラヴィスを振り返ろうとした。
「動くな！」

　ＦＢＩ捜査官の怒鳴り声と、肌に触れる金属の怜悧な感触に、アダムは石像のように固まる。

　——ＦＢＩ……

　政府の連邦機関が突然現れたことに、頭が一瞬混乱した。けれど、それは徐々に焦りに変わり、さらには苦々しい気持ちになってゆく。ざらついた味が口の中に広がり、唾を呑み込んだ。

　——どうして政府の奴らが……

　クソッと吐き捨てる。自分の後をつけていたのもこの連中だと確信した。
「このピックアップトラックを運転していたのは、お前だな？」

　トラヴィスは荷台のシートを睨みつける。

　アダムは返事をしない。
「答えろ」
「……そうだ」

　首筋で激げき鉄てつのあがる音がして、アダムはしぶしぶ答えた。

　トラヴィスはシートに手をかける。

　ちくしょうとアダムは罵った。あのボタンを押すだけだったのに。そうすれば俺は……

　アダムは驚愕で茶褐ブラウン色の目を見開いた。セダンの車の助手席のドアが開いて、人が出てきた。
「……ユージィン」

　Ｔシャツにジーンズという大学の授業を脱け出してきたような格好のユージィンは、アダムを見るなり怯えたように後ずさった。まるでモンスターと遭遇したかのような恐怖と嫌悪感が、その白い頬にぴたりと貼りついている。
「……なぜ……ユージィン……」

　ユージィンはアダムからその背後へと視線を移した。その目が、縋るような熱っぽさを一気に帯びる。
「……」

　その瞬間、アダムの心がスパークした。

　記憶のフラッシュバック。

　土手の芝生でペーパーブックを読んでいたユージィン。それを狙って紙飛行機を飛ばした男。

　驚いて顔をあげるユージィン。

　自信の笑みを浮かべる男。

　黒髪で長身の男.——

　アダムはライオンのような吠え声をあげた。
「……ロイ！」

　トラヴィスは振り向いた。その頬をアダムの拳が激しく見舞った。
「お前だな！　このクソ野郎め！！」

　逆上したアダムは、銃も忘れて、トラヴィスに殴りかかる。
「……くそっ」

　トラヴィスは体勢を立て直し、アダムの拳を避けた。銃のグリップを握りしめ、アダムの脇腹に蹴りを入れる。

　アダムはよろけた。トラヴィスはその頭に銃身を叩きつけようとしたが、アダムは素早く避け、握った拳をトラヴィスの顎にぶち当てる。
「くっ……」

　トラヴィスは顎を押さえて、後ろに倒れそうになった。続けざまにアダムは襲いかかり、トラヴィスの顔面にパンチを喰らわせようとしたが、トラヴィスは銃を持っていない手でその拳をがっちりと掴んだ。
「……撃つぞ」

　もう片方の手にある銃口を、アダムの額に押し当てる。

　アダムは荒々しく息を落とした。
「……政府のクソ野郎め……」
「……元軍人なら、もっと気の利いた科白を言え」

　トラヴィスはアダムの手をいっそう強く握る。

　二人は互いに微動だにしないで、息が触れあう近さで睨みあう。
「……お前にユージィンは渡さないぞ」

　アダムは低く言い放つ。
「俺がわかることを言え」

　トラヴィスはわけのわからないことを喋れば引き金を引くぞと言いたげに、銃口を突きつける。
「あのピックアップトラックに、爆薬を積んでいるんだな？」

　殴られた顎で指す。

　アダムは眼前のトラヴィスを噛み殺そうとするように、唸り声をあげた。片方の手はトラヴィスに押さえられ、もう片方は額に突きつけられた銃口のせいで自由を奪われた。クソックソックソッと、汚い唾を胸の中で吐く。こんちくしょうめ！　あと一歩だったのに……
「答えろ！」

　トラヴィスはアダムの額に銃口の痕ができるくらいに押しつける。

　アダムは歯ぎしりした。素早く運転してきた車へ視線を流す。その目が、わずかにふてぶてしくなった。
「そうだ」

　アダムは口の端をねじあげた。
「だが遅かったな。もうセットした。あと数秒で爆発する」

　トラヴィスの顔つきが変わった。その一瞬をついて、アダムは垂れ下がっていた腕を振るいあげると、トラヴィスを思いっきり殴った。
「冗談だ！　俺がユージィンを巻き添えにするわけないだろう！」

　地面に倒れたトラヴィスへ飛びかかる。

　トラヴィスは敏捷びんしょうに避けた。横向きに転がった体勢で、アダムへ向けて、手にある銃の引き金を引く。

　轟音。

　弾はアダムの頬をかすった。赤い血が飛び出るが、アダムはお構いなしに襲いかかる。
「……くそったれめ」

　トラヴィスは素早く起きあがると、アダムのパンチを右に左に避けながら、間隙をついてストレートパンチを繰りだした。
「……うっ……」

　アダムはもろに喰らい、後ろへ仰け反った。トラヴィスは続けざまに足を振りあげて、強烈なキックをお見舞いする。

　アダムは吹っ飛ばされる。

　トラヴィスは再び銃の焦点をアダムに当てようとした。だが、握り拳ぐらいの石が正面から飛んできて、顔面にぶち当たる。

　アダムは怖ろしい声をあげて、突進した。顔を抑えるトラヴィスに掴みかかると、力ずくで地面に押し倒す。

　二人は互いの胸座を掴んで、激しく揉みあいながら道路の上を転がる。

　乱闘は続いた。







　ユージィンは、ただ声もなく見つめていた。トラヴィスが殴られ、アダムが蹴られ、そして銃声。

　眼前では、まるでカンフー映画のような取っ組みあいが展開されている。

　ストロードライブは、自動車専用道路である。当然車の往来は多く、道路の脇に二台の車が停車しているだけでも目立つ。尚かつ、二人の男が格闘している光景は、否が応でも目を引いた。

　ユージィンの背後で、一台、二台と車が止まり、何事かと運転手が出てくる。だが、揉みあっている男たちの片方の手に銃があるのに気がつくと、慌てて車内に逃げ戻って、車を発車させる。

　そんな周囲の状況にユージィンは気づくことなく、まるで心が奪われたようにずっと魅入っていた。

　アダムの姿を見つけた時には、背筋が寒くなった。以前に自分がアダムへ喋ったことは、あくまでも想像の話で、まさか相手がそれを本気にするとは夢にも思っていなかった。トラヴィスの話を聞いてもまだ半信半疑で、人が死ぬんだという迫力に引きずられるように案内したのだが、そこに別れた恋人がいたという事実が、全ての疑問に回答を与えた。

　——信じられない……

　アダムには、大好きなロマンス小説のヒロインみたいな恋愛がしたいと喋ったことはある。俺がいつか叶えてやるとアダムは笑った。それはよくある恋人同士の他愛ないお喋りだった。少なくともユージィンはそういう認識だった。だからすっかり忘れてしまっていて、トラヴィスの話にも、すぐには反応できなかった。

　……怖い。

　自分の喋ったことが現実になるという恐ろしさが、じわじわと全身を侵食してゆく。僕は毎日の生活にうんざりしている。ユージィンは教会で告白するように震えた。自分を責める母親。口うるさい従兄弟との寮生活。勉強、勉強の大学生活。そして、同性愛者であることを公に出来ない苦しみ。その現実世界を唯一忘れさせてくれるのがロマンス小説だった。だから、アダムに言ったんだ。この毎日の生活から脱け出したいと。燃えあがるような恋愛がしたいんだと。

　——でも、犯罪行為をしてなんて、神に誓って僕はアダムへ言っていない！

　口の中の水分が、急激に失われてきた。
「俺のユージィンに手を出すな！」
「やかましい！」

　トラヴィスとアダムは一歩も引かないまま立ちあがり、がっぷりと両手で組みあっている。その足元には銃が落ちている。

　ユージィンはどうしたらよいのかわからないまま、黙って眺めていた。俺のユージィン！　と暴れるアダム。そのアダムへボクサーのように拳を飛ばすトラヴィス。
「……」

　段々と、奇妙な感覚が底から浮きあがってくるのがわかった。それが何なのか、自分でもよくわからない。ただ、目の前で男二人が殴りあっているのを見ているうちに、何となく自分自身も興奮してきたようだった。

　——どうしてだろう……？

　ユージィンの耳には、二人の罵声が聞こえている。
「俺のユージィンに近づくな！」
「くそったれめ！　いい加減にしろ！」

　怒鳴りあいの方が激しくなっている。
「あの坊主はお前のじゃないだろう！」
「俺とユージィンは愛しあっているんだ！　邪魔をするな！」
「それはお前のくそったれな妄想だ！」
「黙れ！　お前こそ俺のユージィンにクソな手を使って近づきやがって！　あんな屑ヒコーキなんか撃ち落してやる！」
「お前に撃ち落せるような柔なヒコーキじゃないぜ！　あの坊主にも近づくな！　このストーカー野郎が！」
「……ふざけるな！　この……」

　深刻な事件の現場とは思えないような悪態が飛び交っている。

　——もしかして……

　恐る恐る、ユージィンは考えた。恐怖に沈んでいた心が、少しだけ軽くなってくる。

　——もしかして……ロイは僕を守ってくれている？……

　二人の罵りあいにもっと耳を傾ける。

　——やっぱり、そうだ。ロイはアダムから僕を守ろうとしてくれているんだ……

　目の前で、何かが啓ひらけたような気がした。

　二人の男が、格闘している。自分に恐怖を与える男と、自分を守ろうとしている男。

　——これって、まるで……

　不思議な感覚に迷い込んでゆく。

　……いつも読んでいるロマンス小説みたいだ……

　ユージィンはある一場面を思い出した。







……「やめて！」

　私はきつく叫んだ。けれど、お互い相手しか見えない男たちは、胸座を掴みあって睨んでいる。
「そんな野暮なことを言うな」

　ピートは男臭いことを言う。
「そうだ、俺たちのケンカに口出しするんじゃない」

　ジョニーは色男みたいにウィンクする。
「何言っているのよ！　邪魔をするのは、私の権利よ！　どちちが私とつき合うかなんて、私が決めるべきだわ！」

　二人の男に素手で平手打ちをしたくなる。もっとも、二人とも平気な顔をするでしょうね！　大馬鹿だから！
「そこで、大人しく待っていてくれ、お嬢さん」
「そうだ、今から最高にワクワクさせてやるよ」

　二人はにやりと笑いあう。

　冗談じゃないわ！　私は優勝者に与えられるトロフィーじゃないのよ！

　けれど、胸の小さな部分が嬉しそうに踊っているのは認めざるを得ないわ。だって、二人ともすごくセクシーだから……

　大馬鹿者は自分よ……







　ユージィンは逸る気持ちを抑えられなかった。

　これだ、と直感した。

　僕が求めていたのは、これなんだ。

　これこそ、僕の待ち望んでいたロマンスなんだ——

　血の気の失せていた顔色が、魔法にかかったかのようにきらきらと輝き、心臓がスキップをはじめる。夢みたいだと興奮した。僕はジェインになった。ついに、ハーレークィーンロマンスのヒロインになったんだ。ああ、なんてドキドキするんだろう？

　谷底を這いずっていた自分の背中に、いきなり白い翼が生えて、空へと舞いあがったかのような飛翔感。新たな地平線を見つけ、その朝日が昇る地へと向かう。僕を妨げることはできない。その地平線は、僕へ明日を与えてくれる……

　皮膚がカアッと熱くなり、思わず自分自身を抱きしめた。完全にのぼせていた。気分が高揚し、倒れてしまいそうになる。ここで、ヒロインは倒れちゃだめなんだ。ユージィンは両腕で身体をかかえながら言い聞かせた。ちゃんと立って見ていないと、次に進まないじゃないか——

　自分の世界に入り込んでしまったユージィンの耳に、近づいてくるサイレンの音は聞こえていない。それはいくつも鳴り響いていて、かなりの数だ。

　ほどなくユージィンの背後で、赤いライトをつけた何台ものパトカーが次々と停車し、銃を手にした警察官が何人も出てくる。その一台から、紺のスーツを着た女性が飛び降りた。

　トラヴィスとアダムは互いに掴みあって、まだ罵声をぶつけている。

　ユージィンは夢中になって見ていた。その脇を駆け抜け、横合いから第三者が飛び込む。
「アダム・レントン！　今すぐ手をあげなさい！　ＦＢＩよ！」

　ミリアムは逆らえないような声を上げた。両手にある銃は、アダムの頭をぴたりと狙っている。

　アダムはミリアムに気がつき、その後ろの大群も目にすると、ハンマーにでも殴られたような表情になった。だがトラヴィスからゆっくりと手を放して、再び、撃つなという意思表示をする。
「大丈夫？　トラヴィス」
「……口が壊れる前に来てくれて、良かった」

　トラヴィスは頭を軽く振ると、落とした銃をようやく拾った。

　ユージィンは突然自分の夢見た世界が壊れたことに、ぼう然となった。だが、すぐに大きな怒りがわいてきた。
「……どうして止めるん……」
「ユージィン！」

　背後から駆け寄ってくる足音がする。
「大丈夫！　あいつに何もされなかった？！」

　ミリアムの車に同乗して来たメリッサは、ユージィンの両肩をしっかりと掴むと、大切な従兄弟が危害を加えられていないか、心配そうに自分の目でチェックする。
「どいて！　メリッサ！」

　ユージィンはメリッサを邪険に払いのける。
「ちょっとユージィン！」
「何で止めるんだ！　せっかくいいところなのに！」

　メリッサは怪訝そうにユージィンの視線の先を追う。アダムは逮捕され、トラヴィスとミリアムはボストン警察の爆弾処理班とピックアップトラックの荷台を確認している。
「……ちょっと……」
「これからなんだ！　これからストーリィはドラマティックに展開していくのに！　いいところで止めないで！」

　ユージィンは全身から怒りの炎を噴き出している。

　メリッサはアダムが手錠をかけられた光景から視線を引き剥がして、正面にいる従兄弟を見据えた。幼い頃から一緒にいるので、従兄弟が何を口走っているのか理解できたらしい。不愉快そうに唇が曲がると、おもむろに右手をあげて、ユージィンの頬を思いっきりビンタした。
「しっかりしてよ！　ユージィン！　これは小説の世界じゃない！　現実の世界なのよ！　わかっている？！　ユージィンの大好きなハーレークィーンロマンスじゃないのよ！　現実なのよ！！　現実！！」
「……」

　打たれたユージィンは頬を手で押さえて、呆気にとられたように、肩で息をしているメリッサを見返した。菫色の瞳はこぼれそうなほど大きくなっている。
「……メリー」

　平手打ちは容赦なかったので、周辺にまでその音が響いた。トラヴィスもミリアムも何事かと振り返り、警官たちもびっくりしている。
「ビッチ！」

　パトカーの後部座席に押し込まれようとしていたアダムは、歯を剥き出しにして怒鳴った。
「俺のユージィンを打つな！　ぶっ殺すぞ！」
「あんたなんか、私が先にぶっ殺してやるわよ！　このイカレ野郎！　ユージィンに近づいたら、銃をぶっ放してやるから！」

　普段はやらない中指を突き出す仕草をして、男のようにやり返す。

　アダムは汚い言葉でわめいた。だがメタボ値の危険水域にいるようなお腹をした警官に、ドスンと押され、車の中へ転がる。

　ボストン大学爆破未遂事件とのちにニュースで騒がれる容疑者は、サイレンを鳴らしたパトカーで連行されていった。
「ふん」

　メリッサは清々したというように鼻を鳴らして、ユージィンを振り返る。

　ユージィンはまだ打たれた頬を手で押さえていた。そうしなければ、何かが崩れ落ちてしまうとでもいうように。しかし自分を向いたメリッサをまともに見ることができず、俯いてしまった。
「……ごめん」

　少しして、囁く声がした。







　アダムが製造した爆薬も無事に回収し、現場の捜査も一通り終えたトラヴィスは、パトカーのそばで警官と一緒にいるユージィンを見つけると、ゆっくりと近づいていった。
「坊主のおかげで、事件を未然に防ぐことができた。感謝する」

　トラヴィスは握手しようと手を差し出した。

　だがユージィンは足元に視線を落としたまま、何の反応も示さず、その手を握り返そうともしない。

　トラヴィスは少しだけ肩をすくめると、ユージィンの右手を掴み、強引に引っ張って握手した。
「お前が怒っていても、俺は感謝している」

　その気持ちを伝えるように、力を込めた。ユージィンの手は男にしては柔く、力を入れすぎると潰れそうである。トラヴィスは自然に手をゆるめながら、何かが欠けていると感じた。ユージィンにとって絶対に必要な何かが足りない。
「顔をあげろ、ユージィン」

　若者がかなりへそを曲げているのは、一目見てわかった。仕方がないなと、トラヴィスは再び肩をすくめる。

　ユージィンはすぐには顔を上げなかったが、自分の手を握る力に後押しされるように、目だけをあげた。
「俺に言いたいことがあるなら、遠慮なく言ってみろ」

　そばにいた男性の警官が、チラッと視線を投げた。トラヴィスは軽く頷く。
「五分で戻ります」

　アダムとの関係で、事件の重要参考人としてユージィンを警察署へ連れて行く警官は、首をすくめて、別の用足しにでも行くように離れた。

　ユージィンは上目遣いにトラヴィスを見上げている。

　——いつも媚びるように見るんだな。

　キャンパスの芝生で会った時の様子を思い出した。まっすぐに相手を見ることができないのかもしれない。
「……あの」

　ぼそぼそと言葉が出た。
「何だ」

　トラヴィスはいくぶん優しい声になる。
「……ロイは……そのう……」
「何だ」
「……キャンパスで、僕に声をかけてくれたのは……」
「思ったことを言ってみろ」

　ユージィンはため息をついて、いったん言葉を切ったが、またぼそぼそと喋った。
「そのう……捜査のためだけ？」
「ああ、そうだ」

　トラヴィスは正直に答えた。

　ユージィンの口から、長い長いため息が漏れた。それは重すぎて、中々途切れなかった。
「……そうなんだ……」

　また、下を向く。

　トラヴィスはまだ握っているユージィンの手から、急速に熱が消えてゆくのを感じた。けれど、何も言わなかった。言いわけをするつもりはなかった。

　遠くで甲高い声が聞こえた。目を向けると、ユージィンの後ろの方で、ボストン警察の刑事と一緒にいるミリアムにメリッサが駆け寄り、手振り身振りを交えながら、一生懸命に何かを喋っている。それに対して、ミリアムはきちんと話を聞いている。

　どうしてメリッサがミリアムと一緒だったのかは不明だが、行動的なメリッサはやはり我慢できずに従兄弟を探しに来たのだろうと考えた。本当に勇気がある女の子だと思った。勇気があるということは、優しいということだ。

　目の前のユージィンに視線を戻した。そのメリッサにぶたれた頬は、まだほんのりと赤く色づいている。

　トラヴィスはふっと息をつくと、ようやく手を離した。この後、ユージィンは警察署へ行き、弁護士の立会いの元、色々と訊かれるだろう。本人に直接の罪はないとしても、精神的に辛いに違いない。そう思ううちに、手が打たれた頬へ伸びた。そして、手の先でそっと触れた。

　ユージィンはビクッとして、顔をあげる。
「俺の名前は、トラヴィス・ヴェレッタだ」
「……えっ？」
「ロイじゃない。トラヴィスだ。言ってみろ」

　ユージィンは突然のことに、驚いているようだった。しかし頬を包み込む生温かな手の感触に、息を呑んで、呟いた。
「……トラヴィス」
「そうだ。神様がチャンスをくれたら、また会おう。まともな場所でな」

　指先で優しく叩くと、手を下ろした。
「じゃあな、ユージィン」

　最初に見せた眩しい笑顔を、もう一度ユージィンへ向けてから、身をひるがえして去ってゆく。
「……」

　ユージィンは遠ざかってゆくトレンチコートの背中を目で追いながら、頬に手をやった。トラヴィスが撫でた頬は、まるで世界が変わってしまったかのように、熱くなっている。
「……トラヴィス」

　くだんの警官がやって来て、パトカーへ乗り込んでも、ユージィンは頬に手を置いたままだった。







　およそ一週間後、首都ワシントンのペンシルベニア通りにあるＦＢＩ本部ジョン・エドガー・フーバービルに出勤したトラヴィスは、その足でパトリックのオフィスへ向かった。
「おはよう、トラヴィス」

　ブラインドを下げた窓を背に、パトリックはデスクの前でいつもの微笑と共に、部下を出迎えた。
「おはよう、リック。相変わらず、フーバー長官のビルは朝から陰謀でうるさいな」

　トラヴィスはコーヒー入りの紙コップを手に、オフィスのドアを閉める。コーヒーは通勤途中にあるお気に入りの店「クリント」で毎朝購入している。ここの元海兵隊員であるオーナーは、映画ダーティーハリーが大好きで、その主役を演じていたクリント・イーストウッドから店の名前を頂戴したのである。
「ビルに入ってすぐ、リックの元へ走れって言われたぞ。朝から、体力測定か？」

　軽快なジョークを飛ばしながら、室内にいるもう一人の捜査官に気がついた。
「よう、ミリアム」
「おはよう、トラヴィス」

　ミリアムはにっこりと笑顔を浮かべる。その姿は、いつものようにスペシャルエージェントとして遜色ないが、かたや捜査のパートナーは、これまた相変わらずの自由奔放な格好である。
「随分と早いな」
「そう思うわ」

　ミリアムはなぜか残念そうに相槌をうった。

　トラヴィスは具合でも悪いのかと思ったが、とりあえず隣に並び、コーヒーに口をつける。
「で、どうしたんだ？　リック」

　パトリックはデスクにある白い書類を手に取った。
「この間、君たちがボストンで解決した事件だが、それに関する報告書が届いている」

　トラヴィスはコーヒーを飲みながら、ああとしかめっ面をした。
「俺を思いっきり殴りやがった野郎の裁判はいつ始まるんだ？　あの坊主は無罪放免されたんだろう？」

　ニュースやネットでは、ボストン大学爆破未遂事件として派手に報道された。人々の関心を集めたのは、過激な犯行もさることながら、同性愛者同士の痴情ちじょうの縺もつれとのゴシップ的な報道のされ方をしたからである。犯人のアダムの名前は連日世間を騒がせたが、ユージィンの名前は被害者という側面で報道されたため伏せられた。しかし、今や隠し事はできない時代である。アダムの相手として、ユージィンの名前はネット上で晒されていた。
「裁判はまだ始まっていない。少々、事情が込み入ってしまったようだ」

　パトリックは一枚目の書類をめくった。
「ボストン連邦検察は、アダム・レントンへ司法取引を申し出た」
「司法取引？」

　意外な言葉に、トラヴィスは二口目を飲もうとした紙コップを止める。
「いったい何を取引するんだ？」
「彼の持つ情報だ。コロラドのミリシアに関する有力な情報を提供する代わりに、減刑を取引材料にした」

　司法取引とは、検察と被告人もしくはその弁護士との間で交渉される、裁判を通さない罪状と刑罰の取引だ。たとえば、ある罪を認めれば、別の罪では起訴しないという取引を交渉する。両方それで合意に至り、判事がそれを認めれば、司法取引が成立し、裁判をひらかずに略式手続きで最終となるのである。アメリカの刑事事件では、司法取引はけして珍しくはない。
「コロラドの支局が、ボストン連邦検察へ要請した。アダムはミリシアメンバーでも重要な情報を得る立場にいたと、彼らは考えている。ボストンの検察は了承し、アダムと弁護士へ持ちかけたが、アダムが拒否した」
「あいつは頭がおかしいから、英語が通じなかったんじゃないのか？」

　トラヴィスはアダムに石を投げつけられて、まだ傷が癒えていない鼻先を撫でる。
「君が鏡を見るたびに、そう思うのはわかる」

　二人から事件のあらましを報告されたパトリックは、真面目に頷いた。
「アダムに拒否されたので、コロラドの捜査官たちは、別の条件を考えた。ユージィン・ジョンストンだ」
「……どういうことだ？」
「彼はまだ拘束されている。アダムとの共謀を疑われているからだ」
「共謀？」

　馬鹿なジョークを聞いたというように、トラヴィスは笑う。
「おい、待ってくれ。ステイツの連邦法は、小説の主人公のような体験をしたいって喋っただけで、共謀罪になるのか？」
「そうだ」

　トラヴィスの上司は、つまらないジョークでも笑わなければならない義務があるという顔になる。
「当局はユージィンの釈放を条件に、アダムへ再び取引を申し出た。アダムはユージィンも捕まっているとは知らずに、ひどく動揺したらしい。だが、最終的にその条件を呑んだ」
「坊主の弁護士は何をしているんだ？　共謀罪なんて、ロースクールを出たばっかりの新米野郎でもおかしいと思うだろうが。どこのハリウッド映画だ。馬鹿馬鹿しい」
「検察当局は速やかに話を進めたんだ、トラヴィス」
「さすがに、悪の巣窟だな」

　容赦なくトラヴィスは吐き捨てた。隣のミリアムは静かである。
「先に話を聞いたのか？」
「ええ、そうなのよ」

　どこか冴えない表情である。
「だが、問題が起こった」

　パトリックは二枚目の書類をめくる。
「今度はユージィンが、それを拒否した。アダムの取引材料にはなりたくないし、何より、アダム自身に自分を助けたと思われたくはないと断言した」　
「正しい判断だ」

　トラヴィスはユージィンの気持ちがわかるというように頷いた。
「彼は頭の良い青年で、自分がいる立場を理解したらしい。逆に、検察へ司法取引を持ちかけた。自分がアダムを説得して、情報を引き出すと。その条件として提示したのは、ＦＢＩに所属するトラヴィス・ヴェレッタ捜査官と——」

　思いがけず名前が出てきて訝いぶかる本人をあえて無視して、パトリックは書類に目を落としたまま言った。
「トラヴィス・ヴェレッタ捜査官と、一夜を共に過ごしたいそうだ」

　その場の空気が、一斉に沈黙した。
「……何だって？」

　やや待って、息が回復したようにトラヴィスは声をあげる。
「今、何て言ったんだ？」
「君と一晩、一緒に寝るのが取引条件だと言ったんだ」

　パトリックは無情に答えた。

　トラヴィスは口を開いて、右手のひとさし指を立てた。何かを言おうとしているのだが、言葉が出ず、ひとさし指も無言のタクトを振る。

　隣のミリアムは困ったような同情するような、微妙な顔つきになっている。これまた事前に聞かされたのだろう。
「担当検事はエリア・カザンだが」
「——エリア？　あのくそったれか！」

　トラヴィスは過激に反応する。
「知っているのか？」
「ああ、俺の大好きなお友達さ。あいつが絞首刑になる時に、俺が最初にロープをかける予約をしているんだ。俺は優しいから、あのくそったれが安らかに地獄へ逝けるように、愛情を込めてロープを巻きつけてやるさ」

　映画の巨匠と同じ名前のエリア・カザン検事は、ボストン連邦検察の若きエースである。その将来性は大いに買われているが、優秀な才能と共に貪欲どんよくな野心もセットになっているので、以前に一緒に仕事をして銃撃戦のような対立をしたトラヴィスとは、相思相憎の男性であった。
「その君の大好きなお友達だが」

　パトリックは少しだけ笑った。
「ユージィンの条件を、拒否した」
「……あのくそったれは、本当はいい奴なんだ」

　トラヴィスはたった今知ったというように、態度が百八十度変わる。
「絞首刑になる前に、クリスマスカードを送ってやるよ」　
「ぜひ、そうするべきだろう」

　パトリックは三枚目の書類を読みあげる。
「カザン検事はユージィンと弁護士を交えて、さらに交渉した。そして、妥協が成立した。ユージィンがアダムから情報を聞き出す代償として、トラヴィス、君はユージィンとあることをしなくてはならない」
「……何だ」
「キスだ」

　トラヴィスは文字通り、声を失った。
「前例のない司法取引だが、カザン検事は、精一杯頑張ったそうだ。これがぎりぎりの交渉だったとある」

　パトリックは笑いもしないで冷静に説明する。
「……」

　トラヴィスは信じられないように頭を横に振り、思わず左手にある紙コップを潰しそうになった。けれど、まだ中身が残っているのに気がついて、一口飲む。コーヒーはだいぶぬるくなっていた。
「あ……トラヴィス」

　今まで一言も口を挟まなかったミリアムだが、トラヴィスを気遣うように言葉をかける。
「すごく……ショックだとは思うわ。こういう取引は、私も聞いたことがないけれど……何て言うのか、驚いているわ」
「——俺もだ」

　トラヴィスはまたコーヒーを一口飲んで、不味そうに紙コップの中身を覗き込んだ。
「そうね……私もいきなり、ストリップショウをしろと言われたら、裁判に訴えるかもしれないわね。けれど、それが国家の安全保障に繋がるのなら、頑張って脱ぐわ」
「俺も脱いでやるさ」

　最後まで飲みきると、紙コップを手の中で潰した。
「で、リック。俺はいったいどうしたらいいんだ？」
「ボストンへ戻るんだ、今すぐ」

　パトリックは穏やかに命令した。
「飛行機のチケットは手配してある。ユージィンに会い、自分の任務を遂行してくるんだ、トラヴィス・ヴェレッタ捜査官」







　ブルーのネクタイをわずかにゆるめると、ジェレミーは目の前にある液晶画面を眺めた。自宅のルームで椅子に座り、アップル製のノートパソコンをデスクに置いている。捜査を終えて久しぶりに自宅へ帰ったジェレミーだが、寛ぐよりも先にパソコンを立ち上げた。

　画面には、南部のある州で発行している新聞社のウェブサイトが出ている。そのニュース欄をクリックし、数週間前の記事を調べていった。すると、目的の記事は簡単に見つかった。

　ジェレミーはたった数行しかないその記事を、しばらく見つめた。中西部の複数の州で起きた連続銀行強盗事件は、地元警察との連携で犯人を追いつめて逮捕した。その過程で、地元警察とＦＢＩとの良好ではない関係がオーソドックスに展開されたが、ジェレミーは意にも介さなかった。地元警察は州を越えて捜査はできない。そのために、ＦＢＩは誕生したのだ。

　そのＦＢＩの本部ビルへ戻り、上層部に呼ばれたのは、ほんの数時間前である。今、ディスプレイに映っている小さな扱いの記事は、そこで耳にしたものだ。一人の大学生が殺害された事件。その容疑者である男性の名前。明らかにＦＢＩの管轄ではないが、それが一部の上層部の注目を集めているのである。

　ジェレミーは椅子の上でゆったりと足を組むと、その事件の内容を考えた。だが、突然、家のベルが乱暴に鳴った。

　時刻は夜の十時を過ぎている。ベルはけたたましく響いて、早く玄関のドアを開けろと言わんばかりの押し方だ。

　ジェレミーはふと顔をほころばせると、すぐに立ちあがり、玄関へ急いだ。こんな時間帯に、こんなにベルを鳴らすのは、たった一人しかいない。セキュリティチェックもしないで、ドアを開けた。
「遅いぞ」

　やはりトラヴィスだった。
「元気だったか？」

　ジェレミーはドアの縁を手で押さえながら、久しぶりに会う恋人をそれとなく隅々まで眺めた。捜査をしている間、夜ベッドで横になる時、ふっと頭をよぎったのは口の悪い恋人であるが、今目の前に立つトラヴィスは、相変わらずジェレミーの理性を刺激させるのに十分だった。
「元気だったさ、生憎な」

　トラヴィスはなぜか不機嫌そうである。
「入るぜ。捜査も終わって、暇だろう？」

　夜十時は過ぎた時間帯なのだが、全く構うことなく中へ入る。
「お前の方は、犯人をとっ捕まえて、無事に解決したようだな」
「ああ」

　ジェレミーはドアを閉めながら、トラヴィスの様子がどうもおかしいのに気がついた。口の悪さはいつも通りなのだが、雰囲気が物騒なのである。
「お前もボストンで捜査していたと聞いたぞ。解決したのか？」
「したさ」

　必要最低限のものしかないシンプルなリビングルームで、トラヴィスは振り返った。
「俺の仕事は、ようやく終わった」

　ぶっきらぼうに言い捨てる。

　ジェレミーは慎重にトラヴィスを観察し、素早く考えた。トラヴィスたちが関わったその事件は、ニュースではボストン大学爆破未遂事件と報道されていた。犯人は同性愛者で……
「何があった？」

　おそらくトラヴィスの気に障る何かがあったに違いない。ジェレミーは直感した。　
「何もないさ。生憎な」

　トラヴィスは口をへの字に曲げて、不愉快そうに言い返す。
「何もないのに、私の元へ来たのか？」

　あえて、冷静に挑発した。

　するとトラヴィスは網に引っかかった魚のごとく、怒りで顔を赤くした。
「お前がくたばっていないか、見に来てやったんだ。俺は目の前で転んだ奴を踏みつけて行くお前と違って、薄情じゃないんだ。けったくそ悪い顔を拝めて、安心したぜ。じゃあな」

　まさに床を踏んづけていくような勢いで、来たばかりの玄関へ向かう。
「トラヴィス」

　ジェレミーは仕方ないと言うように苦笑いをして、恋人を呼び止めた。
「忘れ物だ」

　険悪に振り向いたトラヴィスを捕まえると、その口がやかましいと吐き出す前に、自分の唇で封じ込めた。

　懐かしい感触が、舌の奥まで広がった。この熱いふくらみを味わうために、もっと濃厚に重ねた。

　ジェレミーはキスをしながら、恋人の背中に腕を回して抱き寄せる。逃がさないつもりだった。数週間ぶりのキスは、自分の唇がいかに飢えていたのかということを教えてくれた。

　キスをされるトラヴィスも、まるでそれを待っていたかのように、暴れもしないでジェレミーに腕を回す。

　二人は抱き合いながら、口で愛撫を続けた。
「……それで、何があったんだ？」

　ようやく唇を離して、ジェレミーはもう一度尋ねる。トラヴィスの顔はまだ上気しているが、もう怒りは消え失せたようで、今回の捜査を大雑把に話した。
「……キス？」

　普通に耳を傾けていたジェレミーだが、最後で聞きとがめた。
「仕方がないだろう。俺に文句を言うな。俺は仕事を全うしたんだ」

　トラヴィスはやけに早口になる。
「コロラドの連中はとにかく情報を欲しがった。あいつらの誰かが坊主の相手になれば良かったんだ。だが、坊主が指名したのは俺だった。つまり俺がいい男だったってことだろう！」

　最後はやけくそな口調になった。
「拒否するべきだった」

　ジェレミーは非常に素っ気なかった。
「そんな司法取引は聞いたことがない」
「俺だってそうさ。拒否できるんだったら、今頃くそったれの弁護士を雇っている。だがな、任務だったんだ。いいか、仕事だったんだ」

　ジェレミーだけではなく、自分自身にも言い聞かせるように、念を押す。
「任務か」

　ジェレミーはその言葉を反芻はんすうすると、トラヴィスに背を向けた。ネクタイをすべるように外し、革張りのソファーの背もたれにかける。
「お前を取引材料にした相手は、同性愛者だそうだな」
「そうだ」
「その相手が、本気になるようなことをしたわけではないだろう？」
「俺は捜査をしに行っていたんだぞ」

　トラヴィスは猫の毛が逆立つように噛みつく。
「そうだったな」

　ジェレミーは涼しげに頷いた。胸元に手をやり、ワイシャツのボタンを外してゆるめる。
「それとも、本気にさせるようなことを喋ったのか？」
「馬鹿を言うな。そんなこと……」

　と、言いかけた口が、何かを思い出したようにぴたりと閉じる。

　——図星のようだな。

　気まずそうに髪をかいて、あらぬ方向を見るトラヴィスを視界のはじで捕らえながら、ジェレミーはやれやれというように小さく息をついた。トラヴィスのことだから、おそらくジョークのつもりで喋ったのだろう。だが相手にとって、それは新しいロマンスの始まりだったに違いない。

　——少しは、自覚して欲しいものだ。

　いまだに自分を捕らえて離さないほどの魅力を。

　——もっとも、永遠に無理だろうが。

　だからこそ、自分はトラヴィスに囚われ続けている。

　ジェレミーは胸の奥で自身に冷笑した。全く、これではおちおち捜査にも出かけられない……
「おい」

　トラヴィスは尊大に呼びつけた。部屋の真ん中で仁王立ちになり、腰に両手をやって、小首を傾げている。
「怒るな」

　ジェレミーの反応がシベリアの凍土のように冷たいので、トラヴィスなりに気を使っているようだが、態度はでかい。ジェレミーはその様子にも笑いそうになった。努めて感情を出さないのは、訓練された特別捜査官として当然である。トラヴィスが感情を吐き出しすぎるのだ。
「その坊やとのキスの味はどうだった？」

　面白いので、もう少しからかうことにした。
「熱くなったのか？」
「——ああ、火傷するほどだったぜ」

　自分がからかわれていると気がついたトラヴィスは、受けて立つように火に油をそそいで投げつける。
「私とのキスよりも良かったのか？」
「良かったさ。坊主はお前より若いんだぜ」
「ずいぶんと仲良くなったようだな」
「キスしたからな。もう忘れられない仲だ」
「トラヴィス」

　ジェレミーはわざと声を意地悪くした。
「浮気をしたら、百回はベッドの上で謝罪させると言ったはずだ」
「させてみろよ」

　トラヴィスは挑発するように言い返した。

　ジェレミーはその挑戦状を受け取ったというように、不敵な笑みを浮かべた。欲情が出口を求め始めているのを感じながら、両手は再びワイシャツのボタンを外してゆく。
「では、謝罪してもらおうか、トラヴィス」
「いいぜ」

　トラヴィスはその恋人を魅了してやまない、やんちゃ小僧がいたずらを仕掛けた時のような笑顔を見せる。
「次の捜査へ呼ばれる前に、ベッドへ行こうぜ、ジェレミー」







　照明を落としたベッドルームは、かすかに残されたベッド上のランプの淡い光の下で、一糸纏わぬ躰を重ねる二人の甘い蜜のような匂いに支配されていた。
　肌触りの良いシーツの上で仰向けになっているトラヴィスに、ジェレミーが上から伸しかかり、舐めるようにキスをしあっている。馴染んだ唇が吸いあうたびに、熱い息遣いと喘ぎ声がこぼれて、それが二人をさらに欲情させている。
「……ジェレミー……」
　トラヴィスは飽きることなく口づけしている恋人の名を呟く。その声は、とても色っぽい。
「……いつまで我慢すればいいんだ……」
「……私がキスに満足するまでだ」
　ジェレミーはトラヴィスの髪や顔を撫でながら、舌を這わせる。両足を開かせ、その間に躰を入れ、膝を折り曲げさせている。互いの剥き出しのペニスは、先程からこすれあっている。
　トラヴィスは両腕を頭上に広げて、キスの合間から蕩けるような呻き声を洩らした。
「……怒るなよ……」
　ペニスはひどく発情し、腰はびくびくと動いている。
　だがジェレミーはキスをやめない。
「もう少し……謝罪してもらおうか……」
　深く舌を入れ、強く吸いあげる。
　トラヴィスは息すらできないほどの激しいキスに、ジェレミーの背中に腕で縋りついて、その快感に耐える。露になっている秘所を犯されたような感じがして、腰が微妙に揺れ始めた。
「……くそったれ……」
　ようやく自由になった口から、悪態が出た。焦らす恋人を恨みがましく睨む。だがその眼差しは男にしては異常に艶かしくて、相手の性欲を煽るのに十分だった。
「……まったく」
　ジェレミーは必死で耐えていた欲求が、堰を切って溢れ出てくるのを感じた。そんなセクシーな眼で誘われて、我慢できる男は一人もいないだろう。
「……何だ？」
「何でもない、トラヴィス」
「笑っているぞ……」
「お前が可愛いから……」
　何かを言いかけたトラヴィスだが、声に出たのは、待ち望んでいたことへの嬌声だった。
　ジェレミーはトラヴィスの両足を抱え直して、自らのペニスをゆっくりと入れる。中は柔らかくて熱かった。トラヴィスがどれだけ自分を欲しがっていたのかがわかると、溜まっていた性欲を吐き出すように、一気に突き始めた。
　トラヴィスは胸を仰け反らせて、手でシーツを乱暴に掴む。恋人の勃起したペニスをくわえさせられた腰が、大きく揺れる。自分のペニスも合わせて揺れ動き、ジェレミーの与える快感に全てが従う。
「……」
　トラヴィスは乱れた声を吐きながら、シーツに顔を埋めるように横を向いた。ふんだんに口づけされた唇が、安心したように笑う。恋人に全身で抱かれて、ようやく自分の捜査が終わったのだと感じた。


エピローグ




　ユージィンは最後のページを読み終えると、満足したように本を閉じた。大好きな作者のペーパーブックが発売されたので、メリッサに内緒で買ってきたのだ。今回の事件で、メリッサは大学寮の部屋にあるペーパーブックを全部ゴミに出すと息巻いている。一生懸命説得しているが、いつ何時悪魔がメリッサの耳に囁くかわからないので、捨てられてもいいように、新しい本をどんどん買おうと誓ったユージィンである。

　その買ったばかりのペーパーブックに登場するヒロインは、以前の恋人だった男性によって国家的な陰謀に巻き込まれるが、それを内密に捜査しに来た捜査官と恋に落ちるというストーリーである。まるで自分が体験したような内容に、いたく気に入ってしまった。絶対にメリッサには捨てさせないと決心した。

　ユージィンは両腕で本を抱えて、空を見上げる。今日はとても良い天気だ。キャンパスの芝生はいつものように気持ちよく、チャールズ川から吹いてくる風は爽やかだ。

　芝生には他の学生たちもいるが、何人かの目がユージィンへそそがれている。事件の影響は収まっておらず、同性愛者であることが広く知られてしまったユージィンの身を、メリッサは危ぶんだ。アメリカでは、同性愛者という理由で殺された学生もいるのである。しかし、ユージィンは平気だった。アダムから情報を聞き出し、自分は大学生活へ戻れた。アダムは裁判を待っている。どう考えても無罪にはならないはずだ。十中八九刑務所行きである。司法取引を行ったのは、アダムではなく、自分だから。それを卑怯だとは全然思わない。

　ユージィンは唇に手のひらを当てて、深く深く息をついた。少し思い出しただけで、全身が燃えるように熱くなる。全てが夢のようだった。彼の低い声、短い息遣い、硬い唇……かすかに触れあって、それから強く重なりあった。長いキスではなかったけれど、どうしようもないほど感じてしまった……

　ユージィンはうっとりと想い出に浸った。素敵な夢は宝箱にしまっておくのだ。誰にもこの宝箱には触れさせない。彼以外は、誰にも。

　腕の中にある小説も、最後は二人のキスで終わる。そして別れを告げ、立ち去った捜査官の後をヒロインは追うのだ。——貴方を追いかけるわ。ずっと追いかけて、この手で捕まえるのよ、もう一度——
「……あなたを追いかける……」

　ペーパーブックをぎゅっと胸に抱きしめて、ラストの一節を呟く。
「追いかける、あなたを……」

　その言葉を感じるように、目を瞑る。
「僕はあなたを追いかける……トラヴィス」

　再び開いた菫色の瞳は、嬉しそうに微笑んでいた。
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「……行くのか？」

　ベッドの上から問いかける気だるそうな声に、ジェレミーはネクタイを締めながら顔だけを動かした。
「ああ」

　振り返った先には、ベッドの上で横になっている恋人がいる。もちろん、裸だ。
「倒れるなよ」

　トラヴィスはごろんと寝転がって、うつ伏せになる。シーツの下から覗かせる横顔は、今から出勤するジェレミーをからかってやろうとするかのように愉しげだ。
「私の心配より、自分の体をいたわるんだな、トラヴィス」

　ジェレミーはネクタイをきちんと締めると、そばにある椅子から上着を取った。
「しばらく、ベッドから起きあがれないだろう。それくらい、抱いた」

　臆面もなく言ってのけ、袖に腕を通す。

　ベッドから、ひとしきり笑い声が起こった。
「そのうちに、安眠妨害で訴えてやる」
「話のわかる弁護士を雇うんだな」

　髪も整え、一つの乱れもない特別捜査官のスーツ姿になる。その姿からは、昨夜の激しいセックスなど想像することはできない。
「いい子で休んでいろ、トラヴィス」

　ジェレミーはベッドに近寄ると、上から屈みこみ、恋人の額へキスをした。
「……くそったれめ」

　今日は非番のトラヴィスは、くすぐったそうに顔を崩しながら、遠慮なしにお見送りの悪態をつく。
「ちゃんと帰って来いよ……今夜もアトラクションを愉しみたければな」
「そうする」

　ジェレミーはベッドで猫のように寝そべっているトラヴィスの裸体姿に、少しだけ苦笑した。相変わらず目に毒な男だと思いながら、寝室を出る。
「行ってくる」







　ペンシルベニア通りにあるジョン・エドガー・フーバービルに出勤したジェレミーは、自分のオフィスへ入ると、同僚のアリス・ウォーカー特別捜査官が待っていた。
「朝っぱらから、猛獣退治をしているわ」

　バーの歌手もしていた経歴を持つアリスは、声がハスキーだ。時々人生に疲れた捜査官たち相手に歌声を披露しているが、アルコールで気分が良くならないとそのサービス精神は発揮されない。
「ハイエナが来たのよ」

　ジェレミーは他の同僚のデスクを通りぬけながら、奥にある自分のデスクに向かいパソコンを起動させる。
「うちのヒラリー・クリントンがやっつけているわ」

　同僚の応答がなくても、アリスは一向に気にしないでハスキーボイスを披露する。
「ラングレーが来たのか」
「そう」

　アリスは思いきり嫌な顔をする。

　パソコンの画面が変わり、報告書のファイルを開けながら、ジェレミーは頭の中でＣＩＡが関係する事例を素早く考えた。アメリカ中央情報局、通称ＣＩＡはアメリカ合衆国大統領直属の対外諜報活動をする情報機関である。ヴァージニア州ラングレーに本部があることから、ラングレーとも、カンパニーとも呼ばれている。司法省に属しているＦＢＩとは違い、その活動内容は極秘事項とされ、公になることは滅多にない。ＦＢＩとは協力しあうこともあるが、互いの縄張り意識の方がより強い。
「会っているのは、アリスンだけか？」
「ホワイトコーヒーとリックもよ」

　ＦＢＩ用語で、ホワイトコーヒーはミルクと砂糖が大好きなエイブラハム・ホワイト副長官を指し、女性初の大統領を目指したヒラリー・クリントンに例えられるのは、同じく初のＦＢＩ長官を目指しているアリスン・キーンだ。
「今度は、何の言いがかりをつけに来たのかしらね。捕まえた極悪犯が、ハイエナの一味だったのかも」

　アリスはラングレーに対して手厳しい。良い記憶がないからだろう。
「向こうは誰が来たんだ？」
「ブロンドとブラウンのセクシーな男が二人。でも私の趣味じゃない」

　辛口のコメントを残して、アリスはハイヒールの音も高らかにオフィスを出てゆく。

　ジェレミーは椅子に腰かけると、すぐに画面に表示された報告書を読み始める。犯罪対策チームを率いるアリスンの部下であるジェレミーは、その優秀さを高く買われ、現場の指揮を任されている。また他の捜査チームへ派遣されることも多く、本部内のゴシップによると、この頭脳明晰なエリート捜査官は、恐らく危険なＦＢＩを退職し、検事や判事として新たなキャリアを積んで、ゆくゆくは政治の世界へ向かってゆくに違いないと噂されている。

　そんな同僚たちの憶測など知らず——たとえ知ったとしても、ただのＢＧＭにしかならないジェレミーは、報告書を読んでいる。それは、先週起きた殺人事件に関するものだった。メキシコとの国境、カリフォルニア州サンディエゴで任務に当たっていた国境警備隊員の一人が射殺された。休日に自宅から出ようとしたところを、至近距離から銃で撃ち殺されたのだ。ＦＢＩはただちにサンディエゴ支局から捜査官を派遣し、地元警察と捜査を進めた結果、二人組みの男をメキシコとの国境付近で見つけ、銃撃戦の果てに射殺した。その後、二人の荷物から撃ち殺された隊員の写真と使用された銃弾が発見された。パスポートもあり、二人の身元も判明。不法入国者であることも判り、この殺人事件は二人のメキシコ人の犯行であると断定されたが、犯行動機は謎のままである。

　ジェレミーはマウスでクリックし、殺された隊員と二人の男たちの写真をそれぞれ画面に出した。

　縦に並んだその写真をしばらく眺めた。よく似た顔立ちの三人だった。
「……こっちよ！」

　アリスが室内へ入ってきて、手振りで指示する。
「新しく見る顔だわ。入ったばかりね」

　ジェレミーはパソコンの画面から視線だけを動かす。

　長身のアリスの背に隠れるようにして入ってきたのは、一人のアジア系の男性だった。両手でＡ四サイズの書類が入るぐらいのダンボール箱を持っている。

　鋭く、だが気配を感じさせずに、ジェレミーはその男性の簡単な特徴を捉えた。中背、細身、黒髪、ブラウン色の瞳。大人しそうな顔立ち。容姿から、推定年齢は二十代後半か三十代前半。ダンボールを持つ手つきの危うさ。アリスの指示に従順な態度。

　一度も見たことのない男性だった。アリスとの会話が聞こえ、どうやら新しく入った職員のようだった。

　それだけで、ジェレミーの頭のファイルは閉じた。新たなページが加えられたので、いつでも取り出すことができる。

　再び、目の前の報告書に意識を向けた。この事件を担当した捜査官が本部へ来ているはずである。

　内線をかけ、その捜査官をここへ呼んだ。
「ありがとう、ウォーカー捜査官」
「アリスと呼んで」

　ダンボール箱を置いて、二人が出てゆく。

　ジェレミーはその男性の静かな言葉遣いに、いったん閉じたファイルを開いた。そこに、使う英語にわずかな南米訛りがあると記した。







　オリヴァー・クレイトン特別捜査官は、すぐにオフィスへやって来ると、挨拶もそこそこに、今回の捜査に関する詳細な報告をした。
「彼が撃たれた時、目撃者がいた」

　彼とは、撃ち殺された国境警備隊員である。
「その数日前に、彼の家を訪ねた二人組みの男たちも目撃されている。その近所の婆さんが言うには、少しも不思議とは思わなかったそうだ。同じヒスパニック系の顔だから、親類縁者か知人だと思ったそうだ」

　ジェレミーはデスクの縁に寄りかかり、黙って聞いている。
「目撃者たちの話から、二人の行方を割り出した。間違いなく、メキシコへ逃亡すると考えた。すぐに国境を封鎖し、関係機関に連絡をした。二人組みの男を発見したのは、リオ・グランデ川沿いだ。あの辺りは、メキシコから川を渡ってくる不法入国者が多い。連絡を受けて厳重に付近をパトロールしていた国境警備隊が、川を渡ろうとしていた不審な二人組みの男を発見した」

　リオ・グランデ川は、メキシコとアメリカの国境を流れている。メキシコから川を越えれば、テキサス州のエル・パソだ。
「最初に発砲したのはどちらだ？」
「向こうだ。警備隊はスペイン語で動かないよう警告をしたが、撃ってきた。だから、射殺された。俺も連絡を受けて、すぐに現場へ飛んだ。彼らは泳いで渡ろうとしていたようだ。あの川はそう深くはないから、簡単だと思ったんだろう。遺体も確認した。おかしな点はなかった」

　オリヴァーはその現場の状況を思い出すように、デスクの前をゆっくりと歩く。
「サンディエゴからエル・パソへは、盗んだ車で逃亡したようだ。盗難車があった」
「犯行動機はわかりそうか？」
「難しいだろう。犯人は死んだからな」

　危険な捜査を乗り越えてきた者らしい抉えぐり取られたような頬が、険しくなる。三十代後半の男性だが、熱い気性と仕事への情熱が、全身からみなぎっている。
「だが、殺された隊員と犯人二人の関係はわかった。従兄弟だ。隊員の母親が証言した」
「上層部に、メキシコへ捜査官を派遣するよう要請しよう」

　ジェレミーは即断した。　
「それがいい、俺が行く」

　基本的にＦＢＩの管轄は国内に限定されるが、昨今の世界情勢に対応するように、海外へも活動領域が広がっている。
「遺体のそばにあったリュックから、パスポートが出てきた」

　オリヴァーは足をとめると、さらなる困難な問題が出てきたというように、ジェレミーを振り返った。
「不法入国したのに、パスポートを持っていたというのは、どういうわけだ？」
「殺人以外の目的があったのかもしれない」

　ジェレミーは考えながら口にする。
「または、不法入国するつもりではなかった可能性がある」
「どれも、不自然だ」

　オリヴァーも首をひねっている。
「謎の多い事件だ」

　ジェレミーはデスクから腰をあげて、パソコンの画面を開く。先程の三名の顔写真が出た。
「メキシコ人にとって、アメリカ人の親戚は、何かと利用できるだろう」

　兄弟といっても通じる三人の姿を背後から覗き込みながら、オリヴァーはひとり言のように言う。
「目撃した婆さんが言うには、殺された隊員は、従兄弟たちを家へは入れなかったらしい。玄関口で、言い争いではないが、何かを話しあっていたそうだ」
「国境警備隊員が不法入国者を見逃すわけにはいかない。それがわかっていて、彼の家を訪ねたというのは、不自然だ」

　ジェレミーが何を言いたいのか察したオリヴァーは、違うというように首を横に振る。
「殺された隊員は、真面目に勤務していたと上司や同僚たちが証言している。不正をしていた証拠はない」
「だから？」

　と、ジェレミーは再び疑問を投げた。

　オリヴァーはわかるだろうと言いたげな表情をする
「だから……便宜を図ってくれなかった逆恨みとか？」
「もしくは、何らかの交渉が決裂して、彼を消さなくてはならなくなったのかもしれない。不法入国してまで」

　ジェレミーは顔写真を見ながら、隣国が関わる犯罪や事件の中でも、最もポピュラーなことを暗に示す。
「……くそっ」

　オリヴァーは吐き捨てて、ジェレミーから離れると、今まで一番深く関り、辛くて重い記憶となっている犯罪の名を、忌まわしげに口にした。
「……麻薬か」
「この従兄弟たちは、運び屋だった可能性がある」







　オリヴァーが出て行ってからしばらく、ジェレミーは他の報告書も読んでいた。時折自分で淹れたコーヒーを飲みながら、疲労という単語など自分の辞書には存在しないかのように仕事をこなしていった。だが、昼近くになって突如電話が鳴った。上司のアリスンだった。
「今、行きます」

　電話を切って、すぐに立ちあがった。ファイルを閉じ、パソコンの電源も落として出ると、上階にあるアリスンのオフィスへ向かった。

　本部ビルの内部は広く、複雑な構造をしている。外部の者が案内なしに入れば、間違いなく迷子になるだろう。現職ＦＢＩ捜査官たちの中にすら、いまだに場所を間違える強者もいるのだから。

　その迷路を本部に初出勤して一日目でクリアしたジェレミーは、角を左に曲がった。そこでばったりと出くわした。
「やあ、ジェレミー」

　親しげに挨拶をしてきたのは、ブロンドの男性である。窓から射し込んできた光にあたって、髪の色がより眩しく見える。
「用件は？」

　ジェレミーは挨拶を無視した。

　カーティス・ミラードは別段気を悪くした風でもなく、差し出した手を友好的に引っ込めた。
「きっと、君の手を握ると、ウィルスに感染するんだろう。とても優しい君は、私を気遣ってくれたんだな？」
「それで？」

　ジェレミーは知りあい相手とは思えないほど事務的に応じる。

　カーティスはあからさまなため息をついた。
「私たちは自由の女神に仕える同じ僕だ。そんな異星人に対するような態度は傷つく。いい加減、フレンドリーという言葉を君の辞書に加えて欲しいものだ」
「私は急いでいる」

　ジェレミーはラングレーからの来訪者を置き去りにしようとしたが、カーティスが引き止めた。
「ここは迷路だ。案内人がいないと、出口に辿り着く前に野垂れ死にしてしまう」

　冗談ともつかない口調で言う。

　ジェレミーはＣＩＡに所属している男を、自分の記憶と照らしあわせるように見た。カーティスは二十代後半で、ＣＩＡエージェントというよりは、大企業でアグレッシブにキャリアを重ねてゆく野心的なエリートビジネスマンといった方がぴったりな男である。それはエージェントにしては、口調がなめらかだからだろう。だが、なめらかな割には、必要のない言葉だけを並べる。相手の欲しい情報は、けして舌にはのせない。

　ブロンドのセクシーな男と聞いて、すぐにカーティスだとわかった。何度もＦＢＩを訪れているからだ。
「もう一人は？」

　ブラウンの男は始めてである。
「どこかで迷っているらしい」

　カーティスも困った顔をする。
「野垂れ死にする前に、連れて帰るんだな」

　ジェレミーは会話の終了を告げるように背を向けた。
「アンダースミス捜査官」

　突然、格式ばった言い方をされて、ジェレミーは煩そうに振り返った。
「私たちは協力すべきだ」

　カーティスは窓に背にして、和やかな笑みを口元に浮かべていた。まるでこれから愉しいことが待っているかのように。
「お互いに、自分のテリトリーにロープを張るのはよそう。もう二十一世紀だ。そんな縄張り意識は二十世紀の遺物なんだ。私たちは、国家の安全のためにも進化しなくてはならない」
「君の講釈はわかった。あとはＣＩＡに入った新人に言うんだな」

　カーティスはおそらく自分と出くわすようにタイミングを謀っていたに違いない。ジェレミーはその真意を探った。
「君に言うのが、地球上で一番利口な行為なんだ、アンダースミス捜査官」

　窓からの光が、カーティスの全身の縁を彩っている。モデルのように華やかな顔立ちに、長身でスポーツ選手のような体。若い頃も今も、全身を鍛えているのだろう。おかげで地味なダークグレーのスーツ姿が、ファッションのようにとてもよく似合っている。広報官になれば、おそらくＣＩＡに対する世間の印象は随分と変わるに違いない。
「君の上司に、そう伝えて欲しい」

　カーティスは、ついでというようにつけ加えた。
「君の父親にも」







　アリスンとの話し合いを終えてオフィスを出た頃には、もう昼の一時をとうに過ぎていた。外へ出て、近くのレストランで簡単なランチを取り、自分のオフィスへ戻る途中、様々な角度から先程のやり取りを考えた。
「あの連中は、何かを隠しているようね」

　アリスンは厳しかった。
「もう一度、大規模なテロが起こるような言いっぷりだったわ」
「そうであれば、我々よりも先に大統領へ伝えているはずです。ホワイトハウスから長官の呼び出しがないのは、それがまだ確実な情報ではないので、ラングレーも伝えていないのでしょう」
「で、私たちの元へは脅しに来たってわけ？」
「あるいは、そうかもしれません」

　数年前に起きた九・一一テロで明らかになったのは、ＦＢＩの大失態だった。テロが行われる前に、様々なところで、そのテロを実行した犯人たちのおかしな行動が確認されていたのだが、それに対して何のアクションもとらなかった。ＣＩＡも同様なのだが、国内の治安を守る任務はＦＢＩが担っているため、テロを防げなかったことに対し激しい非難と罵声がぶつけられた。
「情報を共有しようって、使い古された言葉を言われたわ。何のために、国家情報長官がいると思っているのかしら」

　九・一一テロを防げなかった理由の一つに、国内の情報機関の連携がうまくいかなかったという指摘がなされ、ＣＩＡを含む連邦政府の十五の情報機関を統括する国家情報長官が設置された。だが、その権限は曖昧である。
「彼らにとってのボスは、ＣＩＡ長官のみです」

　アリスンも同意した。
「せっかくだから、ラングレーがいい子ぶって教えてくれた未確認情報を調べましょう。どこでテロが起きるのか、首謀者は誰か、徹底的にね」

　ジェレミーも頷いた。たとえどんなゴミのような情報でも、それが本当にゴミなのか調べなければならない。
「同時に、ラングレーの真意を暴きましょう」

　アリスンはそれこそ重要なことであるかのように締めくくった——

　ジェレミーは階段を上りながら、カーティスの態度と言葉を思い出していた。ラングレーがテロの情報を掴み、ＦＢＩへ伝えに来たというのはわかったが、どうも不自然だった。おそらくトップの国家情報長官にも伝えていないに違いない。

　——彼女の言うとおり、何かを隠している。

　それは恐らく、ラングレーにとっては不都合なことなのだろうと察知した。しかしＦＢＩの協力は必要だと認識している。

　フロアに出た。傍らをスーツ姿の男女二人が、忙しそうに通り過ぎてゆく。

　パトリックにも話を聞くべきだと思った。アリスンは自分の野心のライバルだと感じているようだが、テロ対策実行班のリーダーはどのように考えているか確かめておく必要がある。パトリックはとても温和だが、冷徹だ。

　——君の父親にも。

　カーティスの声が、ジェレミーの胸に陰々と響く。

　忘れないように、記憶のメモリーに打ち込んだ。何らかの関係があるのだろうと確信した。

　自分のオフィスに戻り、またパソコンを起動させる。目を通さなければならない報告書のファイルを開いて、日の光を遮断しようと窓のプラスチックのブラインドを下げようとした。

　だがすぐ、手が止まる。ブラインドの隙間から、駐車場が見えた。色々な車種がきちんと並んでいる。その一台、隅にある黒い車のそばに、二人の男性が立っている。一人はこちら側を向いていて、顔が認識できる。午前中にダンボール箱を持ってきたアジア系の男性。もう一人は背中を向けている。だが、髪の色は見える。ブラウンだ。

　二人は話しあっている様子だった。アジア系の男性は、少々俯いて、話を聞いているという感じである。

　ジェレミーはスラットを指で押さえて、しばらくその様子を観察した。ブラウンの髪の男性の背格好は、本部内で一度も目にしたことがない。

　視線が、強くなった。
「いるか？　ジェレミー」

　ノックと共に入ってきたのは、オリヴァーだった。
「話がある……どうした？」

　窓辺に立ち、ブラインドのスラットの間から外を覗いているジェレミーの姿に、怪訝そうに近づく。
「何を見ているんだ？」

　オリヴァーも同じ動作で外に目をやった。はじめジェレミーの視線がどこに向かっているのかわからなかったようだが、顎で指されて、駐車場に気がついた。
「あの二人か？……」

　その呟きには戸惑いの色があった。と、次の瞬間、スラットが壊れるような激しい音がした。

　ジェレミーは咄嗟に一瞥を投げる。

　オリヴァーがスラットを鷲掴みにして、上と下に引きちぎろうとするかのように広げていた。その大きくなった間から、窓ガラスに鼻先をつけて、食い入るように見つめている。その横顔は、驚愕に染まっていた。

　突然の変容に、ジェレミーは二人から注意を逸らす。だがオリヴァーは他のことなど目に入らないかのように、金色にも見えるへーゼルの瞳をこぼれんばかりに見開いていた。抉られた岩肌のような頬が、見えない手で引っ張られているかのように引き攣っている。それは徐々に紅潮していき、見開いていた目は恐ろしく剣呑になっていった。唇は見えない力で押さえつけられているかのように、震えている。

　オリヴァーは我を忘れたようにブラインドに体をぶつけると、唸り声をあげた。
「……何故、ここに……」

　その声は、ひどく歪んでいた。
「オリヴァー」

　ジェレミーは落ち着かせるように呼んだ。
「オリヴァー」

　今度は、強く警告した。

　オリヴァーは手でブラインドを掴んだまま、荒い息をつく。自分が感情的になっていると気がついたのか、やがて地上の光景から視線を剥がした。
「……大丈夫だ」

　頭を垂れて、気持ちを静めるように、深呼吸を繰り返した。
「すまん……」

　ブラインドを投げるように手放すと、そのまま踵を返して、オフィスを出て行った。
「……」

　ジェレミーは無言だった。だが、再び駐車場に目をやった。アジア系の男性が足早に立ち去ってゆくところだった。ブラウンの男性はその離れてゆく背中へ、何かを喋っている様子である。

　スラットから指を離した。壊されたブラインドには手をつけず、くたびれたパイプ椅子に座り、デスクに向かう。

　ファイルを開いて、何事もなかったかのように報告書の続きを読み始めた。

　だが頭の中では、コンピューター並みの速さで、目の前で起きた現実を処理していた。







「今日も、くたばらずにすんだようだな」

　夜遅くに帰宅したジェレミーを、そんな言葉で出迎えたトラヴィスは、朝のだるそうな様子はどこへやら、元気にキッチンに立っていた。

　美味しそうな匂いが鼻腔びこうをくすぐる中、ジェレミーは上着を脱いで、ネクタイも緩める。
「帰らなかったのか？」
「お前が可哀相だから、飯を作ってやった。たまには、俺の手料理に感謝しろ。間違っても、壊すのはお前の腹だけだ」

　相変わらずのジョークに、ジェレミーはふっと気がぬけた笑いを洩らした。イタリア系のトラヴィスは、料理ができる。レシピはそれほど多くはないが、キッチンに立つのを嫌がらない。普段の口も態度も悪いチンピラな姿からは想像が難しいが、トラヴィスは家庭的な男だ。

　——自分とは大違いだな。

　ジェレミーはテーブルに並べられた料理に、そんなことを思った。
「おい、どこのキッチン野郎だって顔になっているぞ」
「お前の腕は信用している」

　キッチンに立っているトラヴィスの姿に見惚れたとは口にはしなかった。それはあとのお楽しみにとっておくことにした。
「美味しそうな料理だ」
「不味そうだと言ったら、どうしてやろうかと考えていた。運がいいな」

　二人は楽しく会話しながらダイニングテーブルへ流れる。
「で、今日はどうだった？　悪事を働かすクソ野郎どもを捕まえたか？」

　トラヴィスは食器棚からホワイトのマグカップを取り出し、手馴れた手つきでコーヒーを淹れて、ジェレミーに差し出した。
「一人ぐらいは捕まえたはずだ。我々も少しは働かないと、議会から予算を獲得できないからな」

　ジェレミーは熱いマグカップを片手で受け取り、中を覗き込む。
「どうした？」

　トラヴィスも自分の分をマグカップに淹れながら、何やらジェレミーの口元がかすかにゆるんでいるのを目ざとく見つける。
「いや、美味しいコーヒーだ」
「——まだ、飲んでいないだろう？」
「お前の腕は信用している」

　同じ科白を口にして、一口飲んだ。甘さのないコーヒーは、格別に美味いわけではなかったが、ジェレミーは心が落ち着いてゆくのを感じた。

　——まるで夫婦だな。

　甲斐甲斐しく自分の世話を焼くトラヴィスは、恐らく無意識の行動だろう。両親を亡くした後、養子先で双子の弟たちを一生懸命に面倒見たと、以前に喋っていた。だから料理を作ったりコーヒーを淹れたりしても、別段苦とも思わないに違いない。もっともそれを言ったら、思いっきり悪態を吐いて椅子を蹴って行きそうなので、胸の中だけに仕舞っておくことにした。
「いいことでもあったのか？」

　目の前でコーヒーを飲むジェレミーの様子を、トラヴィスは興味深そうに眺めている。
「この間、道端で財布を拾った奴とそっくりな顔をしている」
「それのどこがいいことなんだ？」
「ちゃんと持ち主に返せば、何かいいことがあるかもしれないだろう？」

　トラヴィスはその時の光景を思い出したのか、人の悪そうな笑みを浮かべる。
「そいつは、前を歩いていた男が財布を落としたのに、まるでサンタクロースからプレゼントされたように拾って逃げしようとしたから、足を引っかけてやった。ハリウッドアクションのようにすっ転んだぜ」

　ジェレミーはマグカップに口をつけながら、小首をかしげる。落ちた財布を拾って嬉々として懐に仕舞いこむ相手と、知らん顔しながらその足を引っかけて転ばせたトラヴィスの姿は難なく想像できるが、どう逞しくしても、Ｂ級コメディにしかならない。
「それで？」
「それで、すぐに太った男が、全力で走ってきた。財布を落としたことに気がついたらしい。人生で、一番頑張ったんじゃないのか？　財布の中に身元を証明するものがあって、俺も証言して、財布は持ち主の元へ戻った。持ち逃げしようとした野郎は、俺に言いがかりをつけてきてうるさかったから、一発ぶん殴ってやった」
「——トラヴィス」
「最後は冗談だ」

　そうかわしたトラヴィスだが、ニンマリとした笑顔は、大好きなイタズラを成功させたやんちゃ小僧そのものである。
「さ、明日になる前に、早く飯を食おうぜ」

　未だにやんちゃ小僧な捜査官は、話を切りあげるように、椅子を引いて座る。

　ジェレミーはマグカップをテーブルに置いた。やれやれと思う気持ちは、トラヴィスとつきあうようになってから、大分頻度ひんどがあがってきたような気がする。面白い感情だと思った。トラヴィスと出会う以前は、そんなに感情を刺激される機会はなかったのだが——

　まあ、いいと思考を打ち切った。

　それは大して重要ではない。　
「本当に、いいことがあったようだな」

　トラヴィスの声は、なぜか弾んでいる。
「そうか？」

　ジェレミーは普段着のようなコーヒーを味わいながら、ゆったりと本のページをめくるように、今日一日を思い返した。ドラマのように色々なことがあり、不可解なこともあったが、明日も同様だろうと思った。ＦＢＩ捜査官の日常に、平穏無事という言葉はない。しかし巡った最後の到着点は、今朝自分を見送った恋人の姿だった。
「あとで教える」

　この料理やコーヒーのお礼をしようと考えたら、とても愉快な気持ちになった。







　数時間後、衣服を脱いだ二人は、寝室のベッドで熱く交わりあっていた。

　ジェレミーは仰向けになり、その肉体の上に足を開いて跨またいでいるのはトラヴィスである。ジェレミーの腹部で馬乗りの形になり、腰を支えられながら、激しい行為を受けていた。

　下から秘部を貫かれるつどに、トラヴィスの濡れた唇から、切れ切れの喘ぎ声が落ちる。それはひどく感じているようで、甘くねだるようでもあった。

　ジェレミーも息を呑みながら、舐めるようにトラヴィスを見上げていた。

　その色めいた表情と声と躰に、己の欲情が獰猛になってゆくのを押さえることはできなかった——
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　いつから、彼女がそこにいたのかはわからない。

　ちょうどジェレミーは図書館から出てきて、次の授業が行われる校舎へ向かって歩いていた。

　全米でも屈指のエリート名門校であるフィリップス・アカデミー・アンドーバー校の広々としたキャンパスは、まるで小さな独立国のようである。マサチューセッツ州ボストン郊外にあるアンドーバーの豊かな自然に囲まれたおおよそ百六十もある校舎では、全米はもとより、世界中から集まった若者たちが、最上級のアカデミックな教育を受けている。彼らは、将来の国を背負うべきエリートとなる者たちだ。

　ジェレミーもまた、上院議員である父の命令で、去年ボーディングスクールへ入学した。アンダースミス家は代々、「ザ・テン・スクールズ」と呼ばれるトップクラスの伝統校でも最古のフィリップス・アカデミー・アンドーバー校を卒業している。アメリカの上流階級や政財界の子息たちは、由緒あるボーディングスクール、別名プレップスクールを卒業し、ハーバードやエールなどのアイビーリーグへ進学している。エリート校で得るのは最高の教育と共に、将来における人脈だ。

　ジェレミーは丹念に刈られた芝生を横切り、並木道を歩いてゆく。大きく伸びた枝には、目にも鮮やかな新緑が色づき、気持ち良さそうに風に揺らいでいる。今日のボストンは、綺麗な青空を描いている。明るい太陽の光が、森林にも存分にふりまかれ、深い影が地面を這っている。その下を歩くジェレミーは、慣れた足取りで、閑静な並木道の向こうにある建物を目指す。

　しばらくして、後方から声が聞こえてきた。三人の生徒たちが、楽しそうに肩を並べて、ジェレミーを追い越していった。同じ校舎を目指しているが、ジェレミーには声もかけない。だがジェレミーの方も、興味がないかのように一瞥もくれない。

　ボーディングスクールの校則は大変に厳しい。授業に遅刻は許されない。追い越していった三人の生徒たちは、少々早歩きだった。しかしジェレミーの足取りは変わらない。まるで自分が教室へ到着した瞬間に、授業は始まるとでもいうかのように。一般のハイスクールとは違い、きちんとした制服の下に履いている上質の革靴は、主人の命令通りに進んでいる。

　だが、不意にその革靴がぴたりと止まった。

　三人の生徒たちの姿は遠くなっている。授業開始時刻は迫ってきているが、ジェレミーは躊躇うことなく立ち止まった。

　一部の生徒たちからはロボットのようだと揶揄されているとブルーアイズは、木の葉に反射する光も大して眩しく感じないように、そこを見る。

　普段慣れ親しんだ並木道に、突然いつもと違う景色があった。
「こんにちは、坊や」

　と、太い幹に寄りかかって腰を下ろしている女性が、のんびりと挨拶をした。
「——どうも、こんにちは」

　ジェレミーはエリート校で叩き込まれた通り、そつなく挨拶を返しながら、その老女を手早く観察した。髪は黒髪交じりの白髪で、軽いウェーブがかかり、結わずに肩から胸元まで垂らしている。顔には皺が浮き出ていて、それに埋まった目は、濃い緑の色だ。肌は熱い太陽に焼けたような色で、身につけているのは、黒いショールにくるぶしまである民族衣装のようなスカート。太い首まわりには、様々なビーズの首飾りがついている。
「何か、お困りでしょうか？」

　ジェレミーは礼儀正しく声をかけた。明らかに、この小さな独立国には無縁のような女性だった。何故ここにいるのかという疑問よりも、まずは常にマスターが口にしている紳士としての態度を優先させた。
「いいや、困ってはいないよ。坊やが、私に気づいてくれたからね」

　老女はにこりと笑った。その拍子に、皺が顔いっぱいに満開になる。

　かなり年老いた女性だという認識を、ジェレミーは抱いた。祖母のベスよりも年齢を重ねているかもしれない。しかし、自分へ向ける眼差しは、外見を裏切り、とても若々しかった。
「坊やは、ここの生徒だろう？」

　しゃがれているがよく通る声は、わかっていることを聞くような調子である。
「そうです」

　ジェレミーも隠す理由がなかった。

　老女は、これで納得がいったというように何度も頷いた。
「私が、ここへ呼ばれたわけがわかったよ。坊やに会いに来たんだ」

　ジェレミーはただ黙って老婆を見つめる。寮と校舎を行き来するシンプルな日常に、非日常な風景が突如として降ってきたような感覚だった。だが、再び校舎へ向かって歩き始めたら、この風景は跡形もなく消えてゆくに違いないと思った。
「私は、ここへ招かれたんだけれどね。風と緑の精霊たちに、ここへ呼ばれたんだ」

　不思議な言葉を紡ぐ。
「そうして、坊やは私と出会った」

　ジェレミーはその言葉の意味するところを考えた。老女は学校関係者が招待したゲストなのかもしれない。または、授業の特別講師とも考えられる。そうであれば、この敷地内にいる疑問が解ける。
「どこへ、ご案内しますか？」

　キャンパス内で迷ったのかもしれないとも思った。とにかく広いのだ、この選ばれし者たちの学校は。
「ありがとう、坊や」

　老女は温かい笑顔を浮かべた。だがそれは、ジェレミーの心遣いが違うということを伝えた。

　ジェレミーはわずかに目を細める。だがその耳に飛び込んできたのは、焦った少年たちの声だった。
「おい急げ！　遅刻するぞ！」
「待ってよ！」

　自分が歩いてきた方向から、二人の少年たちが全力で走ってくる。ジェレミーと同じ制服を着た二人は、ジェレミーも向かっていた校舎で授業を受ける生徒たちだ。お互いに見知っているはずだが、二人の少年たちはジェレミーへちらっと視線を投げただけで、立ち止まることもなく走り去ってしまった。
「——坊やは」

　あからさまに無視されたにもかかわらず、何とも感じていないような金髪の若者を、老女は顎を上げて見た。
「坊やは、王者だ」

　濃い夕焼け色の唇が、ゆっくりと呟く。
「大きすぎて、周りは坊やを見ることができない」

　エメラルドの海を深くしたような瞳は、どこか遠くを見つめているかのようだ。

　ジェレミーは黙っている。唐突もなく喋り始めた老女に関心などなさそうに。
「夜の空と海と風を知っているかい？」

　老女は、答えなど求めていないように問いかける。
「そこには、無数の星々が浮かんでいる。その一つが、王者の星だ」

　声はよどみなく続く。
「王者の星はとても大きくてね。大きすぎて、周囲の星々が見えないんだ。だから、自分独りでも、寂しいとも思わない。それが、当たり前だから。独りっきりの大きな星……」

　老女はジェレミーを見上げる。その目の色に、ふと、どこかで読んだ本の一説が甦った。緑の瞳は、魔女の瞳——

　ジェレミーは相変わらず無関心であったが、自分が非現実的な空間に入り込んでしまったかのような違和感を覚えていた。老女の存在自体からして、現実的ではなかった。その口から吐き出される言葉は、さらに呪文である。その読んだ本に例えてみれば、緑色の目をした老いた魔女が、偶然通りかかった少年へ魔法をかける。少年は天空へ舞い上がり、星となる。少年の自由になりたいという願いを、そういう形で叶えてやったのだ。まるで興味のない内容だったが、祖母から贈られたので読んだのだ。

　——馬鹿馬鹿しい。

　ジェレミーは思考を断ち切り、今目の前にある現実を考えた。自分は校舎へ向かっていた。何故ならそこで授業を受けるためである。だがもう始まっているだろう。学科は歴史で、そのクラスのマスターはメアリー・パークスである。きっと後で呼び出され、欠席した理由を求められるだろう。その時は素直に話すつもりだった。アンドーバーの魔女に会っていましたと——
「そう、坊やは正しい」

　まるで胸中を読んだかのように、老女は楽しげに手を叩いた。
「この場を一歩でも離れれば、すべてが風に浚われる。坊やの心の湖にも、沈むことなく流れてゆくだろうね……だから、坊やが私を忘れる前に、伝えておくよ」

　老女はビーズの首飾りを手で触る。ビーズはターコイズ、サファイア、トパーズ、ガーネット、ルビー、アメジスト、オパール、クリスタル……何種類もの色が、幾重にも混ざりあって、老女の胸元を飾っている。それはまるで宝石にようにきらめき、とても綺麗で、ジェレミーもつと見入ってしまった。
「——夜の空は、必ず明けるだろう？」

　老女の手が、愛しげにビーズから離れた。
「どれほどの広い空であろうとも、朝はやってくるんだ。それは大きな星であろうとも、変わりはない。太陽が必ず、照らしてくれる」

　視線が辿るように動く。少し前に、少年たちが走り去って行った方へと。
「記憶の物置小屋でいいから、片隅にでも置いといておくれよ」

　ジェレミーは全く反応を示さない。示しようがないのだ。しかし老女は、まるでそういう態度には馴れているとでもいうかのように、気を悪くするでもなく、ゆるりと顔をほころばせた。
「ほんのちょっとした時に、思い出してくれればいいんだ……それで、坊やはいいんだよ」
「……」

　ジェレミーは何か言うべきだろうか考えた。それとも、何かを問いかけるべきだろうか。老女の眼差しから、自分へ向けられる温かさと優しさを感じ取った——祖母のように。
「……坊やがどれほど大きな星であろうとも、必ず、朝はやってくる……」

　老女は子守唄を歌うように紡いでゆく。
「必ず、現れる……坊やを照らし出してくれる、太陽が……」







「おい、聞いているのか」

　突然、読んでいた新聞が乱暴にへし曲げられた。

　ジェレミーは両手で新聞紙を広げたまま、少しだけ目をあげる。ちょうど自分が読んでいた部分を、手でぐちゃっと掴んでくれた恋人が不満顔で立っていた。
「どうした？」

　と、ジェレミーは表情も変えずに尋ねる。
「どうしただと？」

　トラヴィスは噛みつくように吠えた。
「俺がさっきからお前に言っていたのに、全く聞いていなかったってわけか？」
「ああ、聞いていない」

　悪びれもせず、ジェレミーは即答する。

　トラヴィスは物騒に笑った。その手が、新聞紙をさらにぎゅうぎゅうにする。
「俺が何のために、朝からキッチンに立っているのか、もう一度説明してやるから、よく聞け、このくそったれ。たまには手料理を食いたいと、目の前にいる野郎が言ってきたから、俺がわざわざ作ってやっているんだろうが。お前はエサを待つペットのつもりか？　食いたければ、皿ぐらい出せ。いいか、もう一度言うぞ。いますぐ、テーブルに皿を出せ。それが終わったら、椅子に座っていい子で待っていろ」

　一気にまくし立てると、すっきりとしたというように、またキッチンへ戻り、パスタの茹で加減を調べる。

　ジェレミーは小さく笑った。手料理云々は、ベッドの中でお願いしたのだ。だが恋人の命令は頭の片隅に置いて、今はくしゃくしゃにされた新聞紙を整えて、記事の続きを読んだ。

　ニューヨークタイムズの訃報欄のトップに、写真と記事が大きく掲載されている。その見出しは、高名な占い師、病死すとあった。

　——占い師セシリア・インガーさん。ネイティブ・アメリカンの血を引き、若い頃に占い師となる。人の未来や過去を見通す不思議な力があり、ワシントンやニューヨークの政財界にも広く顧客を持った。大統領候補者たちが、選挙前にセシリアさんに占ってもらうのは、もはや恒例行事であった——

　記事の隣のカラー写真に写っているのは、白髪の老女である。

　ジェレミーはしばらくその写真を見つめた。赤銅色の肌、肩から羽織った黒いショール、その胸元を飾る色々なビーズの首飾り。訃報欄を開くまで忘れ去っていたボーディングスクール時代の一時の記憶が、鮮明に甦ってきた。

　写真の老女は、十年以上前に出会った老女と、全く変わりはなかった。年を積んでも、容姿の衰えは重ならなかったのか、それとも、この姿のままこの世に生まれ出てきたのか。どちらにしろ、自分が出会った老女の面影は同じままで、写真からこちらを見つめてくる緑色の瞳も変わらない。

　——人の未来や過去を見通す不思議な力があり——

　囁かれた老女の言葉が、漠然と思い出される。

　……必ず、現れる……

　……坊やを照らし出してくれる、太陽が……

　ジェレミーは記事から顔を上げると、ゆっくりと視線が向かった。悪態を吐きながらキッチンに立つ男の背中へと。

　感情がないと一部で陰口を叩かれている冷徹な捜査官は、凍った氷が溶けてゆくような表情をする。そして新聞紙を折りたたみ、テーブルに置くと、キッチンへ向かった。
「トラヴィス」

　鍋に入れたパスタを見ながら、同時にトマトソースもつくっている恋人の隣に立つ。
「皿は出したのか？」

　トラヴィスはまだ機嫌が悪そうだ。
「いや」
「俺に殴られにきたってわけか？」
「今すぐに出す」

　ジェレミーはトラヴィスに触れるぐらいに顔を近づけると、何かを言いかけた唇に軽くキスをした。
「……何かあったのか？」

　突然の甘い味に、トラヴィスは手を休める。
「何もない」

　ジェレミーは身をひるがえすと、そばにある食器棚を開け、白いマイセンの皿を二つ出す。
「さあ、まずはパスタを食べよう、トラヴィス」

　誰よりも大切な恋人に、笑いながら答えた。


夜が明けるまで




　くそったれ、とトラヴィスは胸の中で毒ついた。

　だが、慣れ知ったように何度も唇を奪われ、両足の間には深々と杭のようなペニスが喰いこみ、白くて粘っこい精液がシーツや太腿の内側を汚している。トラヴィスのペニスも水でも浴びせられたように濡れていて、腰を動かされるたびに、その激しさに揺れ動く。

　ジェレミーはトラヴィスを自分の膝の上で抱きかかえ、背中に腕を回している。長い手指で丹念に肌を撫でながら、恥部に打ち込んだペニスが貫くたびに仰け反る肉体を倒れないように支えている。

　二人はスプリングの利いたベッドの上で、貪むさぼるようにセックスをしている。周辺には、つい少し前まで身につけていた衣服や下着が、蝉せみの脱け殻のように無雑作に散らかっている。

　ジェレミーはキスを重ねながら、愛する男の口に入れていた舌を外へ出すと、そのまま顎から首筋へと這うように舐めていき、胸の乳首を突いた。乳首は色づき、誘うように発情している。

　ジェレミーはそれを唇に含むと、痕がつくほどにたっぷりと吸った。
「……う」

　トラヴィスの背中が敏感に反応する。ジェレミーの巧妙な舌触りと甘い噛み具合が、極度に感じさせた。
「……ジェレミー……」

　その声はひどく欲情していて、汗ばんだ背中に回した腕で強く抱きつく。その拍子に、下から突きあげていたペニスが、さらに奥を貫いて、腰が浮きあがるぐらいに激しくなる。
「くそったれめ……」

　トラヴィスは荒々しい息を吐き出した。
「さっさと……やっちま……え……」
「……駄目だ」

　ジェレミーは揺さぶられるトラヴィスを抱きしめながら、蹂躙じゅうりんを続ける。
「まだ、お前の声を聞きたい……」

　ペニスを咥くわえている腰に腕を回すと、さらに強引に動かし始めた。
「ああ……」

　トラヴィスは呻いた。無理やり腰を動かされ、何度もペニスで抉るように貫かれる。

　——くそっ……

　眩暈がしてきた。全身を引き裂くような甘くてまろやかな痛みに、どうしても抵抗できない。今夜はすでに何度も達している。自分もジェレミーも。それでもベッドの上で、中毒者のようにセックスに耽ふけっている。飽きることなく感じさせられ、腰が砕けてしまいそうになる。
「……いい子だ、トラヴィス」

　ジェレミーは全く力を緩めなかった。耳に吸いついてくる艶めいた喘ぎ声に、アイスブルーの瞳を満足そうに細める。

　ほどなく、二人は共に達した。

　ジェレミーは大きく息を吸い込みながら動作を止めると、糸が切れたように自分の胸へ崩れ落ちたトラヴィスを優しく抱きとめる。
「……トラヴィス」

　汗で濡れた黒髪に手を入れる。
「まだ、終わりじゃないぞ」

　耳元で囁いた。

　トラヴィスはジェレミーの肩に手で縋すがりついて、深呼吸を繰り返した。足の間からは体内で射精された精液が漏れ出て、シーツがぐしゃぐしゃになり、激しく淫靡いんびな行為の匂いが溢れんばかりに撒き散らされている。
「気持ち良かっただろう？」

　髪を軽くいじると、胸の中から、トラヴィスがむくりと顔をあげた。
「やかましい……」

　掠れ気味の声で、文句を言う。
「もっと、優しく扱え……このくそったれめ……」

　そう悪態をつきながらも、まるでねだるようにジェレミーの首へと腕を絡ませる。
「どうして欲しいんだ？」

　ジェレミーは言われた通りに、とても優しく尋ねる。

　トラヴィスは恋人の耳元で唇を色っぽくひらく。
「まだ、終わりじゃないんだろう？」

　先程の言葉を口にする。まるで誘惑するセイレーンのような囁きで。
「……そうだな」

　ジェレミーは日頃の態度とは打って変わって素直な恋人に、微笑苦を浮かべながら頷いた。
「夜が明けるまでだ、トラヴィス」

　恋人の身体を引き寄せると、その唇に触れ、キスをする。繰り返し、舐めるように、吸いつくように、舌を絡ませながら、ゆったりと味わう。

　やがて、二つの肉体は再び交じりあいながら、ベッドに沈んでいった。
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「くそったれ！！」

　トラヴィスは腹の底に溜まったありったけの罵声を、清掃されたばかりのトイレの床にまき散らした。
「よーし、今日も朝から順調だ」

　その隣で、洗面台の鏡の前に立ち、携帯用ブラシで丁寧に髪を整えているのはヒースである。
「お前がくそったれと言い、俺が髪を綺麗にセットする。完璧な一日の始まりだ」

　鏡に映る自分を眺めながら、ヒースは栗毛ブルネットの髪を撫でるようにブラシで梳すいている。肩まである髪は洗い立てのように艶々と輝いていて、ブラシの櫛で後ろへ撫でつけると、流れるようなラインで整ってゆく。

　トラヴィスはそれを横から苛々と眺めながら、自分の髪を無造作にかいた。普段からあまり髪を梳かすという行為に情熱をもたないトラヴィスだが、いくら身だしなみに煩い同僚とはいえ、今から女性とデートするわけでもないのに、ジョン・Ｆ・ケネディ空港の男子用トイレでなぜわざわざ髪を梳かさなければならないのか理解できない。
「よし、今日の俺も最高だ。どんな女性でも、素敵な出会いを与えられるぞ」

　鏡に映る自分の姿を左右から確認して、ようやく納得したヒースは、ブラシについた髪の毛を取り、スーツの胸ポケットにおさめた。肩辺りを手で払い、両手でトレンチコートの襟を丁寧に引っ張って、最後に鏡に映っている自分へウィンクする。
「お前はいい男だ、ヒース・ハリド」
「ああ、本当にいい男だ。お前が全米一のまぬけなハンサム野郎だって分かったなら、さっさとここを出ようぜ」
「全米一のくそったれ野郎が嫉妬しているぜ」

　ヒースは涼しい顔で、腕時計を見た。
「ちょうど五分だ」

　トラヴィスはようやく馬鹿げた拷問から解放されたというよう、豪快にトイレのドアを開けて外へ出た。

　すぐそばのロビーで待っていたトーマスは、腕時計を眺めていた。
「ＯＫ、ぴったり五分だね」

　トイレから五分で出てくるよう命令した司令官は、そのとおりに行動した二人に、満足そうな笑顔を見せた。
「さあ、身も心もトイレですっきりしたら、僕らも仕事に行こうか」

　トーマスとヒースは連れだって歩き始める。

　だが、トラヴィスはズボンのポケットに両手を突っ込むと、その場に突っ立ったまま嫌そうにそっぽを向いた。　
「俺は行かない」

　ヒースは足を止めて、呆れたように振り返った。
「いい加減にしろ。俺がどうしてお前をトイレに誘ったと思うんだ？　個室でキスして抱き合うためじゃないんだぞ。お前の口が疲れて動かなくなるまで、くそったれって罵らせてやるためだ。そうすれば、今日一日余計なことを言わなくてすむ」
「やかましい」

　トラヴィスはテコでも動かないぞと言わんばかりに睨みつける。
「俺は必要ない。トーマスとヒースが行けば、十分だ」
「それが十分じゃないんだよ、トラヴィス。いい子だから、僕たちの後ろから口をへの字に曲げてついてきておくれ」

　今日の派遣について、散々トラヴィスから文句を言われたトーマスは、最後の悪あがきにもどこ吹く風で聞き流した。
「さあ、駄々っ子になっていないで、頑張って足を動かすんだ、トラヴィス・ヴェレッタ捜査官」

　その言いように、トラヴィスはカチンときたが、まだ口をへの字には曲げなかった。
「だいたい、おかしいだろうが。脅迫文なんて、日常茶飯事で送られてくるものなのか？　そんなに暇な奴がいるのか？」
「前にいただろう。鼻歌しながら、脅迫文をポストに出した奴が。たまたま暇だったんだぜ、きっと」
「だから、おかしいだろう」
「おかしいのは、お前だ。俺たちは本部の命令で行くんだぞ。これは我々の管轄なんだ。お前がいくらくそったれと罵っても、この現実は変わらない。わかったな？　以上だ」

　ヒースは強引に話をまとめて終わらせた。
「時間が迫っている。早く行かないと」

　トーマスは腕時計にちらっと目を落とした。だが、すぐに顔をあげて、人でごった返すターミナルの方を見る。

　ジョン・Ｆ・ケネディ空港はニューヨーク市クイーンズ区にあり、アメリカを代表する国際空港の一つである。一日に何百もの飛行機が離着陸し、毎日大勢の人々で混雑している。現在使用されているターミナルは六つあり、三人がいるのはターミナル８だ。
「どうした、トーマス」

　各国の観光客やらビジネスマンたちやらで乱雑に混み合う中、トーマスは遠くの一点を見つめている。
「テロリストでも発見したか？」
「……いや、そうではないよ。たぶん、お迎えだね。うん、やはりまっすぐに僕たちへ向かってくる」
「お迎え？」

　ヒースはトーマスへ顔を寄せて、小声で指摘した方向へ目をやる。
「……あの女性か？」
「たぶんね」

　二人の後ろにいるトラヴィスは、まだ頑として立っていたが、身を寄せあっている二人の背中から首を伸ばして覗き見た。様々な出で立ちの人々で賑わうターミナルが見える。その人ごみの中から、黒いスーツ姿の女性が一人、人とすれ違いながら、ひときわ目立つ足取りでこちらへ向かってくる。豊かな金髪を腰の辺りまで垂らした女性は、スーツとお揃いの黒いハイヒールできびきびと近づいてくると、迷うことなく三人の前で立ち止まった。
「ＦＢＩの方々ですね？」

　それは確認の口調だった。
「わたくし、フィオナ・アップルゲートと申します。ミュラー市長の秘書をしております。皆さまをお迎えに参りました」

　トーマスが笑顔で手を差し出した。
「トーマス・アンダーソンです。よく我々のことがわかりましたね？」
「ええ、市長から特徴を聞きましたから」

　何気なく探りを入れたトーマスに、フィオナはその手を柔らかく握り返した。
「三人の男性で、プラチナブロンド、ブルネット、そしてブラック」

　三人を見渡しながら、よく通る声で話す。ヒースがここぞとばかりにウィンクした。
「二人の男性はスーツ姿、あとの一人の男性はとてもミステリアスな格好。そう市長から聞きました」

　トーマスとヒースの背後に隠れている三人目の捜査官にも目をやる。ネクタイにワイシャツのボタンをきちんと締めたスーツに、トレンチコートを着ているいかにもＦＢＩ捜査官らしい二人と違って、相変わらずのフリーダムな格好したトラヴィスだったが、秘書は賢明にも表情を崩さなかった。
「寝坊したんだ」

　トラヴィスは以前に言われた言葉で皮肉った。
「大丈夫です」

　フィオナは冷静に応じた。
「ターミナル８を通るよう、市長から要請があったはずです。だからわたくし、皆さまを見つけることができました。これからご案内致します。プライベートジェット機のエンジンはすでにかかっておりまして、あとは皆さまを乗せるだけです。市長もお待ちになっております」
「プライベートジェット機は、いつ点検されたんですか？」
「今朝です。ニューヨーク支局からＦＢＩの方々がいらっしゃって、隅々まで点検されていきました」

　トーマスとフィオナは会話をしながら歩き始める。ヒースも美しい秘書に釘付けになりながら続いた。

　取り残されたトラヴィスは、三人の後ろ姿を面白くなさそうに眺めた。だが、髪を荒々しくかくと、唸るように呟いた。
「……くそったれめ」

　ほどなく、後を追った。







　オスカー・ミュラーニューヨーク市長宛てに、一通の手紙が届いたのは、二週間前だった。

　個人秘書であるフィオナ・アップルゲートが封を開けると、中には白い粉が入っていた。

　九一一同時多発テロの時、白い粉状の炭素菌が入った郵便物が議員や報道機関宛てに送られ、五人が死亡した事件があったが、届けられた郵便物はまるでそれを模倣したかのようで、ミュラー市長はすぐにニューヨーク市警察へ通報し、ただちに捜査は開始された。差出人は不明で、白い粉は小麦粉と判明したが、その後も同様の郵便物は届けられた。

　捜査を進めた市警は、当初悪質なイタズラとの見方を示したが、まるでそれを嘲笑うかのように、新たな郵便物が届けられた。

　それには銃弾入りの拳銃と、「Ｋｉｌｌ ｙｏｕ（お前を殺す）」と書かれたメモが入っていた。

　事態を重く見たニューヨーク市警は、それまでの見方を覆し、ＦＢＩへ捜査を要請した。

　ＦＢＩはすぐに捜査に着手した。前回と同様に、市長の個人的な交友関係から政治スタンスへの批判など、様々な角度から犯人の洗い出しを始めた。唯一の手がかりである郵便物も細かく調べられた。

　折しも、ミュラー市長は休暇に入る頃だった。休暇中の警護として、市長の要請を受けたＦＢＩは、前回と同じ三人の捜査官を派遣した——







　ジョン・Ｆ・ケネディ空港に隣接して、プライベートジェット機用の小さな空港があった。

　フィオナに案内されて滑走路までやって来た三人の前で、大きなジェット機がエンジン音を轟かせて待機している。機体は白く、新品同様に綺麗に磨かれていた。プライベートジェット機用の空港にターミナルはなく、滑走路まで車を来て、その足で飛行機に乗ることができる。時間のかかる手続きやセキュリティチェックなどは一切なく、アメリカのビジネスシーンでは、プライベートジェット機は大いに活躍している。目の前の白いジェット機も搭乗口はすでに開いていて、タラップがついていた。
「こちらからどうぞ！」

　ジェット機は周辺に轟音を放ち、言葉もまともに聞こえない。フィオナは慣れた足取りで最初にタラップをあがった。その後をトーマス、ヒースが続き、最後にトラヴィスが面倒そうにのぼってゆく。

　——胸糞悪いぜ。

　トラヴィスはこの捜査に投入させられてから、ずっと面白くなかった。何度もトーマスに抗議したり、ヒースに呆れられても頑固に拒否しようとしたりした最大の理由は、今回も標的となっている派手で押しの強いニューヨーク市長のせいである。

　——一発喰らわせてやらないと、俺の腹の虫がおさまらないってのに。

　前回、傲慢にシカトされ、最後で何故か握った手を中々離さずに、仲良くなろうとまで言われたトラヴィスは、態度が豹変した理由がまるでわからず、ふざけるなと反発する気持ちと少々の薄気味悪さを抱いていた。何が何だがわからないが、嫌な奴だという認識でかたまっている。

　——あんなクソ野郎をやりたい奴なんて、いっぱいいるだろうさ。

　俺もその一人だと毒つきながらタラップをあがったトラヴィスの目に飛び込んできたのは、機内の豪華なインテリアだった。

　ジェット機にも種類があり、少人数用の小型機から、ゆっくりと空の旅が楽しめるように客室スペースが設けてある大型機まで、様々である。捜査官たちがタラップをあがると、そこに見えたのは、まるで有名ホテルの一室を持ち込んだかのような優雅な空間だった。厚いジュータンを引きつめた床、革張りのリクライニングチェアーにマホガニーのテーブル、籠に入った色鮮やかな花々、さらには映画を上映できるような大型スクリーンと、およそ機内とは思えない光景が広がっていた。
「ここはリビングルームです。その向こうにはプライベートルームがあります。反対側にはシャワールームとベッドルームがあって、ダイニングキッチンはあちらです」

　フィオナは長い腕を伸ばして、機内を説明する。
「素晴らしいプライベートジェット機ですね」

　営業マンの口調で、トーマスは誉める。
「市長のサラリーじゃ、この模型がせいぜいじゃないのか？」

　皮肉を言うトラヴィスに、フィオナな丁寧に答えた。
「このジェット機は、ミュラー市長がまだインターネット会社のＣＥＯだった時に購入したものです。今回の休暇にあたっての出費は、全て市長個人が負担いたします。ご心配は不要です」
「あなたの説明も素晴らしい」

　ヒースは先程からフィオナしか見ていない。
「皆さまも、機内を点検されますか？」

　トーマスは首を振った。
「ニューヨークの仲間がセキュリティチェックをしたのなら、僕たちの仕事は乗るだけです。あとは、鼾いびきをかかないように気をつけるだけです」
「ちゃんと目的地に着くようにいい子で祈っていますよ、フィオナ」

　ヒースはもう親しげな口調になっている。
「心配はいらない」

　どこかで聞いた覚えのある声が、割り込んできた。

　リビングルームをつまらなそうに見渡していたトラヴィスの視線が、プライベートルームに繋がるドアの先で剣呑にとまった。
「私の機長は、どこの空でも飛べる素晴らしい腕を持っている。ただし、月へは飛んで行けないがね」

　ドアが開いて、金髪碧眼の長身の男性が入ってきた。
「ようこそ、ＦＢＩの諸君」

　気取った挨拶と共に魅惑的な笑みを口元に浮かべたのは、このジェット機の所有者で、何者かに命を狙われているゴージャスなニューヨーク市長その人だった。







「また君たちに会えるなんて、とてもハッピーだ。私を脅そうとしている者に、感謝しないと」

　相変わらず派手なオーラを発散しながら、オスカーは堂々とした態度で捜査官たちの元まで来ると、気安げに手を差し伸べた。
「トーマス・アンダーソン捜査官だね、覚えている」
「光栄です、市長」

　トーマスは社交辞令のマニュアルのような挨拶をした。
「君は、ヒース・ハリド捜査官だ」
「正解です」

　ヒースも適当に手を握り返す。

　オスカーは満足そうに頷いた。そして、二人から少しだけ離れた場所に立っている三人目の捜査官を振り返った。
「名前を確かめてもらう必要はありません」

　トラヴィスは先に喋った。両手はすでにズボンのポケットに入れている。
「好きな名前で呼んで下さい。エキストラでも、寝坊野郎でも、まぬけ野郎でも、何でもＯＫです」
「相変わらず、君はとてもユニークな男だ、トラヴィス」

　自信が服を着て歩いている市長は、トラヴィスが喰らわせた「くそったれめ！」というメッセージにも、ビクともしなかった。
「前回、私が最後に言った言葉を覚えているかな？」

　人の心を蕩とろかせるような甘い笑みを浮かべながら、一歩進み出て、トラヴィスへも手を差し伸べる。トラヴィスはその形の良い手を睨みつけた。まるで嫌いな食べ物を出されたように、あからさまに眉根を寄せる。

　誰かが、小さく咳払いをした。

　トラヴィスは喉元からこみ上げてくる罵声を無理やり呑み込んで、舌打ちしながら渋々右手を差し出し、握手した。
「グッドラックしか覚えていません」

　市長の手を握りつぶすぐらいに、ぐっと力を込める。
「残念だが、違う」

　オスカーは手が痛むほどに握られても、楽しそうに首を振った。
「また必ず会おうと言ったんだ。私の言った通りになったな」
「市長をクビにされたら、次は予言者にでもなったらどうですか？」

　トラヴィスも知らん顔をしながら、さらに握力を込める。
「いいアイディアだ」

　オスカーはにこりと笑みを浮かべた。

　トラヴィスの顔つきが、毒サソリにでも刺されたかのように一瞬険しくなる。市長がもの凄い力で握り返してきた。
「トラヴィス」

　オスカーは涼しげな笑顔のまま、鬼軍曹のような腕力で手を引っ張ると、強引にトラヴィスを自分へ引き寄せた。
「君の情熱的なアプローチは受け取った」

　トラヴィスの耳元へ愉快そうに囁く。
「あとで、話し合おう。二人きりで」
「……」

　思わず目を剥むいたトラヴィスだが、オスカーは名残惜しそうに手の力をゆるめる。

　トラヴィスははねつけるように手を振りほどいた。今にも罵りかねない物騒な形相になっている。だが、華麗なるニューヨーク市長には全く眼に入らないようで、いたく満足したように他の捜査官たちを振り返った。
「これから空の旅が始まる。君たちもここで、ゆっくりと寛いでくれたまえ」
「ありがとうございます」

　トーマスがそつなく言った。
「何か必要なものがあれば、フィオナに言うように」

　そう言うと、オスカーは話を切り上げるように背中を向けた。その男性的な背へ、トラヴィスは怒りのあまり右手の中指を立てようとしたが、そっと近寄ったヒースに左足を強く踏みつけられ、低く唸っただけで終わった。
「リビングルームやダイニングキッチンは、御自由にお使い下さって結構です。わたくしに御用の際はいつでもお呼び下さい。それでは」

　プライベートルームへ戻った市長の後を追って、フィオナもドアの向こうへ消える。

　その場が、妙に静まり返った
「——おい」

　少しして、トラヴィスの憎々しい声がそれを打ち破る。
「いつまで人の足を踏んづけているつもりだ？」
「——忘れていたぜ」

　フィオナの美しい後ろ姿に見入っていたヒースは、ひょいと足をどけた。
「何なんだ、あの野郎は！」

　トラヴィスは任務なんかクソっ喰らえと言わんばかりの勢いで吐き捨てる。
「何って、トラヴィスが情熱的なアプローチをしたんだろう？」

　もちろん、全部丸聞こえしていたトーマスは、くすくすと笑う。
「ふざけるな！」

　トラヴィスは痛む手をさすりながら、これでもかというぐらいに怒りの雄叫びをあげる。
「俺は握手しただけだぞ！　少し余計な力が入っただけだ！　どこが情熱的なアプローチだ！　あいつ頭がおかしいぞ！」
「まあ、落ち着け。握手だけで済んで良かったな。きっと次は、握手した後、ロシア人のようにオーバーに抱き合わなきゃならなくなるんだぜ？」

　ヒースはトラヴィスの肩を軽く叩いた。その顔は非常に面白がっている。

　トラヴィスは無責任な同僚を睨みつけると、その手を振り切って、機内のリビングルームを苛々と歩いた。
「くそったれめ！　こんなジェット機ハイジャックしてやりたいぜ！」

　トーマスとヒースは顔を見合わせた。自分たちの予想通りの展開に、苦笑いしか浮かばない。
「大丈夫かな？」
「世話のかかる奴だ」

　ヒースは大袈裟にため息をつくと、カッカしている同僚を静めるために、一言優しく忠告した。
「ハイジャックするなら、腕のいい弁護士を雇ってからにしろよ、トラヴィス」

　やがて、離陸を伝える機長のアナウンスが流れてきた。







　プライベートジェット機は順調に飛行を続けた。
「行き先はフロリダ。ミュラー市長はサラソタのシエスタ・ビーチで、一週間の休暇を過ごすことになっている」

　リビングルームで、マホガニーのテーブルを囲いながら、トーマスはどこからか持ってきた雑誌を手に、これからの予定を説明する。
「そのビーチは有名な所だな。全米のランキングでも上位に入っているだろう？　大勢の人間が来るぜ」

　ヒースもぱらぱらと雑誌のページをめくっている。ゴシップ誌だ。
「うん、なるべく他人との接触は避けて欲しいんだけどね。そうなると、ホテルのプールで我慢して下さいということになる。休暇を台無しにして下さいという我々の要請を聞き入れてくれるかな？」
「命が惜しかったら、プールで泳げって言えばいいだろう？」

　トラヴィスは気持ちがひと段落したらしく、自分で淹れたコーヒーを飲んでいる。しかし口調は辛辣だ。
「お前の尻を、フロリダのジョーズが狙っているとでもつけ加えるか？」
「グッドアイディアだけど、今度は情熱的なメッセージを受け取ったって言われるよ、トラヴィス」

　トーマスは嫌そうに顔をしかめた同僚に笑った。
「それにしても、派手だな」

　ゴシップ誌をめくっていたヒースは、あるページで手をとめた。トラヴィスも隣から覗き込む。

　今月の特集記事と銘打たれたタイトルは「ニューヨーク市長の愛の遍歴」だった。
「我らの市長は、色々な女性たちとおつき合いがあるようだぜ。みんな、美女ぞろいだ。何て羨ましい男だ」

　記事を斜め読みしたヒースは、女好きの評判に恥じない感想を洩らす。　
「こっちの雑誌にも載っているよ」

　トーマスはそのページを開いたまま、二人の目の前に掲げた。ファッション誌で、「ゴシップ王オスカー・ミュラーの伴侶は誰！」とぶち抜き文字のタイトルが踊っているページには、市長と一緒に映っている様々な女性の写真が掲載されていた。
「ハリウッド女優、グラミー賞歌手、ミュージカル女優、スーパーモデル、スポーツ選手、ニュースキャスター、プロデューサー、ピアニスト、弁護士、ドクター、軍人、個人秘書……」

　一通り女性たちの職業を羅列して、トーマスはお手上げというようにヒースへその雑誌を手渡した。
「これを読んだら、誰でも市長に実弾入りの拳銃を送りたくなるね。犯人を見つけるのは難しいな」
「全くだ、もう少し的を絞らないとな」

　ヒースもリップグロスで微笑むドレスアップしたフィオナの写真を見ながらぼやく。

　ゴシップ誌のページを何とはなく見ていたトラヴィスは、白いマグカップに口をつけた。温かいコーヒーの味が、自分の頭を落ち着かせてくれた。
「俺の気のせいかもしれないが」

　今の二人の会話に、何かが引っかかった。
「もしかして、何らかの手がかりは掴んでいるのか？」
「そうだな」

　ヒースがやれやれというように、雑誌を閉じる。
「ようやく、お前とまともな会話ができる。あと百年かかるかと思った」
「犯人のプロファイリングをしたんだ。その結果をトラヴィスにも伝えたかったけれど、僕と会えば、駄々をこねてばかりだったから止めたんだ」

　トーマスもずけずけと優しく言う。

　トラヴィスは肩をすくめて、コーヒーをひとくち飲み込んだ。全くトーマスの言うとおりだったので大人しく黙っていた。この捜査に振り当てられて、猛抗議しまくったトラヴィスだが、その暴れっぷりの矛先はクールなブロンドビューティーにまで向かったくらいだ。もっとも、ベッドの上でやり返されてしまったが。
「先にプロファイリングした結果を言うと、犯人はおそらく女性だ」

　意外な言葉に、トラヴィスは瞠目する。
「前回の事件も踏まえて、今回もミュラー市長の周辺を調査した。一番の手がかりは、郵便物がただの小麦粉から、実弾入りの拳銃になったことだ。しかも、お前を殺すというメッセージもついた。ただの無害なものから、明確な殺意に変わった。何が、犯人の感情を変えたかなんだ」
「封筒の日付を見れば、三日後だ」

　ヒースが後を引き取る。
「パンケーキの材料だったのが、三日経って、いきなりハードな贈り物に変わった。その三日間に起きたことを調べた。それが、これだ」

　ヒースはファッション誌とゴシップ誌をそれぞれ指す。
「どちらも発売日は同じだ。そしてミュラー市長に関する記事も一緒。女性関係だ」
「……説得力はあるが、根拠はいまいちだな」

　トラヴィスはゴシップ誌にある特集記事を見た。写真の中心にいる人物は気に食わないが、共に映っている女性たちは、ヒースの言うとおり美女ぞろいである。高級ブランドに身をかためた女性たちや、ビジネススーツを着た女性、制服や軍服姿の女性もいる。ただフィオナ以外は誰が誰だかわからない。
「プロファイリングしたのは誰だ？」
「俺だ」

　ヒースは胸を張って答える。
「……いつからプロファイラーに転職したんだ？」
「行動科学捜査課の養成コースには洩れたが、普通に女性を愛する男だったら、わかるだろう？」

　トーマスとトラヴィスへ、生き生きと身を乗り出す。
「もしお前たちが、白い粉をさも危険物のように送るとしたら、何の粉を送る？」

　聞かれた二人は、そろって首を傾げた。
「石灰かな？　でも小麦粉の方が手軽かな？」
「砂糖、それとも、塩か……いや、俺も小麦粉だな」

　トーマスとトラヴィスは同じ想像物で締めくくる。
「お前らはいい亭主になれる」

　ヒースは本気で誉めた。
「小麦粉って発想は、多分に女性的な発想だと俺は感じたんだ」
「……そう言うお前は、何を送るんだ？」
「もちろん小麦粉だ。俺の人生のテーマは、レディファーストだからな。キッチンにだって立つさ」

　堂々とヒースは宣言する。
「……お前もいい亭主になれるな」

　トラヴィスは半分呆れた顔になっている。トーマスも、これから何が始まるんだろうというように困った表情を浮かべている。
「つまり、重要なのはこれから話すことだ」

　同僚たちが一様に白けているので、ヒースは仕方なさそうに話を元に戻した。
「犯人を女性だと予想した理由は他にある。市長は独身だ」
「女性がらみのもつれか？」
「それと政治がらみだ」

　得意分野の話ではなくなったので、後は任せたというようにトーマスへ頷く。バトンタッチされたトーマスは、小さく笑って続きを説明した。
「つまり、ミュラー市長の今後の政治活動なんだ。市長は上院議員への転出が噂されている。そうなると、独身とはいえ、女性たちとの派手な関係は、選挙戦を戦う時にマイナス要素になる恐れがある。相手候補は私生活を問題視してくるだろうね。しかも市長は共和党だ。ファミリーがいた方が印象はいい」

　トラヴィスはもう一度市長の特集記事に目をやった。話がやっと見えてきた。
「今こういう記事が出てきたのは、その上院議員へ出馬するために、あの野郎が結婚するかもしれないからってことか？」
「そうなんだけど、市長へ確認したら、ウェディングベルを鳴らす予定は当分ないそうなんだよ。犯人にぜひ伝えたいから、タイムズスクエアに大きく広告を出そうかと考えているんだ。スポンサーを募集してね」
「それはいいな。事件が解決するなら、俺もスポンサーになってもいい。それであの野郎の顔を見なくてすむなら、安いもんだ」

　トラヴィスの思考は結局そこへ行き着いてしまう。
「ただ、犯人が市長を愛する過激なファンと決まったわけじゃないんだ。送られてきた拳銃も本部が調べている。手間がかかりそうだ」

　トーマスはやんわりと注意を促す。
「これだけマスコミに取り上げられて、不特定多数の人々の注目を集めているのは間違いないんだ。女性関係に妬んだ男性が、嫌がらせ目的で送りつけてきた可能性も否定できない。なかなか難しいね」
「そうだな、だが俺のプロファイリングは女性だと訴えている」

　ヒースはあくまでこだわる。
「コーヒーを飲むか？」

　いったん話を切り上げるように、トラヴィスは立ち上がった。テーブルにはミネラルウォーターのペットボトルが二つあるが、トーマスもヒースも口をつけていない。
「いいね」
「本物のイタリアンコーヒーを頼むぜ」

　トラヴィスは任せろというように親指を立ててダイニングキッチンへ向かおうとしたが、その前にプライベートルームのドアが開いて、フィオナが現れた。
「トラヴィス・ヴェレッタ捜査官」

　突然丁寧に名指しで呼ばれて、トラヴィスは何事だというように振り向く。
「ミュラー市長が、ヴェレッタ捜査官へお話があるそうです。こちらのプライベートルームへいらしていただけますか？」
「断る」

　即効でトラヴィスは言った。
「俺は忙しい」
「もちろん、存じております。ですが、市長は重要なお話だと申しておりまして」

　フィオナはまるでトラヴィスの反応がわかっていたかのように、柔らかな笑顔で引かない。
「そんなこと、俺の知ったことじゃ……」
「わかりました。すぐに伺います」

　トーマスが横から口を出した。

　トラヴィスは抗議するように振り返ったが、今回の捜査のトップリーダーは朗らかに無視した。
「五分後に伺いますと、ミュラー市長へ伝えて下さい」
「わかりました。お待ちしております」

　フィオナも当事者の意向など知ったことではないようで、メッセージを受け取ると、すぐにドアを閉めて消えた。
「ちょっとおいで、トラヴィス」

　怒りで今にも爆発しそうな同僚へ、トーマスは子供へするような手招きをする。
「君は、栄えあるＦＢＩ捜査官だ。そうだよね？」
「ここにいて、お前の言うことを聞かなきゃいけないってことはそうだな」

　トラヴィスは荒々しくトーマスの前に座る。
「ＦＢＩに所属しているなら、我々が一番何を欲しているかわかるだろう？」
「愛と友情か？」
「それと、予算だね」

　本部内での綽名が「スマイルキラー」であるトーマスは、その名をフル活用しながらトラヴィスに言って聞かせる。
「長官もぼやいているけれど、毎年、請求どおりの予算を獲得するのがとても大変なんだ。どこの省も目の色変えて、予算獲得には奔走しているからね。我々も望むとおりに貰えないと、沢山の捜査に支障をきたすよ。銃弾の数が足りなくなったとかね。そんなことが起こらないようにするためには、けちんぼな連邦議会で、我々の予算を後押ししてくれる友人が必要なんだ」
「あの男が俺たちの良き友人になるっていうのか？」
「なるね」

　トーマスはさらりと頷く。隣のヒースも腕組みをしながら、うんうんと相槌を打っている。
「本部がどうして市長の要請を素直に受け入れたんだと思う？　彼が上院議員になった暁には、その政治力に期待するからだ。彼は僕から見ても、とても政治的な男性だと思うよ。仲良くつき合っていきたいね」
「そのためには、お前が市長のご機嫌取りをしろ。お前の任務はつまりそれだ」

　身の蓋もなく、ヒースは締めくくった。

　トラヴィスは二人の同僚を胡乱うろんげに代わる代わる見た。そのエリート捜査官というよりは胡散臭いチンピラ顔に浮かんでいるのは、だから何だ！　という逆上寸前の腹立たしさである。どうにも突っ込みたいところがてんこ盛りなのである。

　——阿呆らしいぜ。

　良き友人のご機嫌取りをするどころか蹴飛ばしてやりたい気分上等のトラヴィスは、クソして寝てろと吐き捨てたかったが、今の自分の置かれた状態を冷静に考えてみた。空の上を飛んでいる状況では、乗客と口論の末に緊急用脱出スライドを開いて逃走した客室乗務員のように、任務を放棄して外へとんずらするわけにもいかない。
「——お前たちのリクエストはわかった」

　やがて、腹を括くくったようにトラヴィスは立ち上がった。
「俺に、あの野郎に跪ひざまずいて、靴を舐めてこいっていうわけだな？　で、どこまでやればいいんだ？　キスして、抱き合って、ベッドインか？　あいつの骨が折れるまでハグすればいいのか？　ベッドがぶっ壊れるまでアクロバティックな運動をすればいいのか？　どこまでやれば、ＦＢＩのくそったれは、弾をケチらないくらいの予算を獲得できるんだ？」
「そうだね、とりあえずコーヒーを出してみたらどうかな？」

　トーマスはペットボトルの蓋を開けながら、にっこりと答えた。
「イタリアンコーヒーを出してみろよ。きっと喜ぶぜ？　スターバックスとは違って本物だってな」

　ヒースももう一つのペットボトルに手を伸ばして、冗談半分にけしかける。
「俺たちの分までコーヒーを飲ませてやれよ」

　トラヴィスは揃ってミネラルウォーターを飲み始めた同僚たちを、苦々しく睨んだ。
「ああ、わかったよ。お前ら、あとで俺に感謝しろ」
「ＯＫ。跪いて、お前のくそったれな靴を舐めてやるから安心しろ」

　ヒースはペットボトルに口をつけながら、片手で親指をグイッと立ててみせる。

　トラヴィスはそれに向かって、これでも喰らえと言わんばかりに中指を立てた。

　それからきっかり五分後、トラヴィスはぶっきらぼうにプライベートルームを訪れると、ニューヨーク市長はソファーに座ってウォールストリートジャーナルを読んでいた。
「時間に正確だな、トラヴィス。素晴らしい」

　オスカーは新聞を折りたたんで、自分の前に座るよう手振りで示した。
「約束した時間には遅れるなと、アカデミーの教官に死ぬほど叩き込まれましたので」

　トラヴィスは素っ気なく答えながら、仕方なさそうに市長の前に座った。二人の間には、一般の家庭で使われているような素朴なテーブルがある。
「一秒間違えただけで、天国か地獄に行く羽目になると脅されました」
「その教官は、正しい。人生の選択というのは、常に時間との戦いだ。少なくとも、我々はそういう世界で生きている」

　オスカーは理解できるというように頷く。

　トラヴィスは一緒にするなと胸で悪態をつきながら、室内をそれとなく観察した。捜査官の習性で、その場の状況を確認する癖が身についている。意外だったのは、プライベートジェット機を所有するほどのセレブなニューヨーク市長のプライベートルームは、豪華なリビングルームとは正反対に、とても質素なことだった。床には厚いジュータンが引かれてあるが、ソファーにテーブル、そしてぎっしりと埋まっている本棚。隅にパソコンデスクがあり、フィオナが何やらノート型パソコンに向かって、キーボードを叩いている。目に付くのはそれらだけで、しかも別段高価で上等なインテリアでもないのである。
「驚いているのか？」

　トラヴィスの様子に、オスカーは察したようだった。
「この部屋へ入ると、みんな君と同じ表情を見せる。私への誤解が、そうさせるのだろう」
「あなたはアメリカンドリームですから」

　そう言いながら、アメリカの一般中流家庭とそう変わりない室内の様子に、少しだけ驚いた。蔵書の多さだけが印象的である。
「そう、私はアメリカンドリームだ。だが、自分の生まれを否定する気はない」

　オスカーはトラヴィスの言葉を面白がっているようである。
「私が生まれ育ったのは、こういう部屋だ」

　トラヴィスは成程というように周囲から視線を離した。目の前に座るゴージャスな市長は、客人たちへプライベートルームを見せることで、自分は至って普通のアメリカ人であると主張しているのだ。
「私は、ミネソタの生まれだ」

　オスカーは突然告白した。
「ニューヨークではないんですか？」

　トラヴィスは驚いたように聞き返す。
「違う。よく言われるが、その度にはっきりと否定している。私は寒い土地から来たんだ」

　苦笑いしながら、どこかのスパイ小説のタイトルを真似て言う。
「意外です」

　トラヴィスは本心から口にした。普通に地元出身だと思っていた。そういう雰囲気をオスカーは持っているし、うるさいニューヨーカーが自分たちのリーダーにミネソタ出身の男を選ぶとはびっくりだった。
「選挙では、相手候補が頭の悪い演説を繰り返していてね。実に助かった。それに、私が彼らに気に入られたから勝てた」

　彼らとはニューヨーク市民のことである。
「私の生まれはミネソタだが、キャリアはニューヨークだ。私の経歴は、あの街と共にある。まだ若すぎて何の恐れもなかった頃、寒かった朝に故郷の家を車で出発して、何日間もかけてニューヨークまで運転した。あの巨大な都市を初めて目の当たりにした興奮は、いまだに忘れられない」

　ミネソタの澄んだ湖を思わせるようなブルーアイズが、懐かしそうに和む。
「……」

　トラヴィスは何とも言えない妙な気分になった。無意識に首のうなじ辺りを手でかく。
「トラヴィスはどこの生まれなんだ？」
「——ニューヨークです」
「リトルイタリーの出身か？」
「そうです」

　素直に答えながら、何故かわからないが自分自身に首をひねった。
「あそこはいい。美味しいレストランがたくさんある。私もお気に入りだ」
「美味い料理は、人生の重要なパーツの一つです。リトルイタリーには、それがあります」

　何気なく地元を誇りながら、トラヴィスは居心地が悪くなった。どうもおかしな空気が流れているような気がする。早くここから逃げ出したいので、さっさと本題に移ることにした。
「ところで、自分に重要な話とは何ですか？」

　途端にオスカーは、思い出した顔になった。
「ああ、今回の件について意見を聞きたいんだ」
「それなら、トーマスかヒースが説明します」
「私が聞きたいのは、ＦＢＩではなく、君の意見だ」

　オスカーは念押しする。

　トラヴィスは危うく舌打ちするところを我慢した。
「……銃で脅そうとするのは、悪質な行為です」

　そんなの知ったことかと胸の中で喚きながら、テンプレートな言葉を述べる。
「きっと、市長に恨みがあるんでしょう」

　気持ちはわかるぜと、心の本音は続く。
「ですが、その行為は犯罪です」
「その通りだ。で、犯人像は浮かんだのかな？」

　オスカーは自分が狙われているにもかかわらず、面白そうに身を乗り出す。
「おそらく、女性でしょう」

　自信満々だった同僚の言葉が甦った。
「女性？　それは何故だ？」
「最初の小麦粉は、あなたへ自分の存在を伝える無害なメッセージだった。しかしあなたのゴシップ記事がばら撒かれ、蟻が甘い餌に食いつくように、あなたのスイートハートだと勘違いしているファンが激怒したんでしょう。そして、あなたを懲らしめようとした」

　かなり適当に喋っているトラヴィスは、さらに思いつきで明言する。
「いわゆる、ストーカーです」
「なるほど、いい推理だ」

　オスカーは何故か興味津々である。
「とても説得力がある。以前に、似た事件でも手がけたことがあるのか？」

　そう質問されて、トラヴィスの脳裏にある記憶が甦った。まだペーペーの新人だった頃に起きた殺人事件である。一人の男性へ、狂信的な想いをもってしまった女性。男性は近所に住むその女性へ何の気持ちもなかった。しかし女性は毎朝きちんと挨拶してくれる男性は、自分へ特別な感情をもっていると思い込んでしまった。女性は男性の告白を待った。だが男性は職場の恋人と結婚してしまった。女性は嘆き、恨んだ。自分を裏切ったと。そして、新婚旅行へ向かった二人を追っていき、ショップで購入した銃で撃ち殺すと、何食わぬ顔で自宅へ帰り、翌日は普通に仕事へ向かった……
『私は裏切られたんです。彼は私を好きだったのに、私は彼の恋人だったのに……』

　裁判でそう哀しげに訴えた女性は、とてもではないが何発も銃弾を浴びせて殺した異常者には見えなかった。きちんと髪を結び、スーツにハイヒールで、化粧もしていた。それが一層不気味だった。
「……どうした？」

　ふいに黙り込んでしまったトラヴィスを、オスカーは不思議そうに覗き込む。
「——何でもありません」

　ついでに嫌な野郎を思い出したと、胸糞が悪くなった。その事件の時、殺された被害者の家族たちが涙を流して悲しんでいる姿にやるせなくなったトラヴィスに、当時の上司がこう言ったのだ。
『お前みたいな奴も普通に傷つくんだな。傷つき方もアカデミーで学んできたのか？』

　日頃からお互いにくたばれと罵りあう仲だったが、トラヴィスは逆上して掴みかかった。その場にいた他の同僚たちの手ですぐに引き離されたが、その夜、明日あのクソ野郎を殺してやると怒り心頭のトラヴィスを訪ねたのが、訓練生時代からこっそりとつき合い始めた恋人だった。玄関先で出迎えたトラヴィスは、久しぶりに会ったその姿に、開口一番、獰猛どうもうに言い放った。
『お前、運がいいな。ちょうど今、くそったれの金髪野郎を撃ち殺してやろうと思っていたんだ』

　その上司もブロンド、ブルーアイズのハンサムな男性だった。

　——俺は金髪野郎が大嫌いなんだな。

　現在、もれなく同じ外見の市長を目の前にして、再確認するトラヴィスである。

　そんな捜査官のささくれた気持ちなど知る由のないゴージャスな市長は、トラヴィスが放った言葉を明るいジョークに変えた。
「ストーカーか。人気者でなければ、体験できないファンタジックなシチュエーションだ。究極のロマンスだな」
「……市長は、郵便物を送り届けた犯人に心当たりはありませんか？」

　トラヴィスは何だか軽く肩が凝ってきたような気がしてきたので、さっさと市長の言う重要な話を終えることにした。
「君の言う通りに考えれば、たくさんいる。なぜなら、私は女性が大好きだからだ」
「そのようですね」

　話が合いそうなヒースを紹介してやろうと思いながら、会話の終了時と腰を上げかけた。
「どうぞ」

　まるで読んだかのような絶妙なタイミングで、突然フィオナが横からグラスを差し出した。
「——どうも」

　いつ用意したんだと訝りながら、押し戻されるように再びソファーに腰を下ろした。グラスを受け取ってしまったので、仕方なく口をつける。ワインだった。
「カリフォルニア産のワインだ。不味くはないだろう？　私は愛国者なんだ」

　オスカーもグラスを手に取ると、乾杯と言うように、ちょっとだけ高く掲げる。
「——そのようですね」

　人生がワインの味だけではないトラヴィスは、何でこんなのを飲まなければならないんだと面倒臭そうにグラスを傾ける。
「今までは、ウォーミングアップだ、トラヴィス」

　オスカーもワインを味わいながらソファーに深々と背を預けると、心底愉しそうにトラヴィスを眺めた。捜査官のツンデレな態度も口の悪さも全てが面白くてしょうがないと言わんばかりの有能な市長は、まるで自由気ままな野良猫にちょっかいをかけるように、口元を結んだまま目だけで笑った。
「お楽しみは、これからだ」







　数十分後、ドアが壊れる勢いで閉まると、オスカーは我慢していたように吹き出した。ソファーの上で身を二つに折って、腹がよじれるばかりに笑う。
「彼に殺されますよ、オスカー」

　一連のやり取りをそばで聞いていたフィオナは、冷静に注意した。
「それはいい死に方だ。最期に目にするのがトラヴィスなら、上等だな」

　オスカーはソファーの背もたれに背中を押しつけて、腹に手を添えた、爆笑を静めようとしたが、しゃっくりが止まらないように、笑い声も止まらない。
「見たか、フィオナ。あれがトラヴィス・ヴェレッタだ」
「ええ、あなたをソファーの上で笑い転げさせることができる、恐るべきＦＢＩ捜査官ですね」

　フィオナの返事はつれない。
「愉快な男だろう？」
「あなたがとても気に入っていることだけはわかりました」

　キーボードを打つ手を止めて、くるっと椅子を回転させた。
「ミネソタの話が始まった時は、彼を口説くのかと思いました。毎回言っておりますけど、相手が女性であれ男性であれ、キスは私が退出してからお願いします」

　自分の雇い主が故郷の話を始める時は、その相手に狙いを定めている場合であることを大変よく知っている美人秘書は、きっぱりと言った。
「けれど、私はレイシストではありませんので、あなたがバイセクシャルであろうと仕事は全うさせていただきます」
「待て、フィオナ。私はストレートだ。勘違いするな」

　いきなり話が飛んで、オスカーはびっくりしたように笑い声を呑み込んだ
「男にキスしたいとは思わないし、共にベッドで寝ようとも思わない。もちろん、私も偏見はないが、自分はストレートだ」
「彼はそう思っていないかもしれませんよ、オスカー。彼は明らかにあなたを嫌っています。あなたのアプローチに対して、ノーと言っています」
「私は彼と愉しく会話をしただけだ。それ以上のことはしていない」

　そう訂正しながらも、目尻は珍しくゆるんでいる。
「トラヴィスは不思議な男だ。そこにいるだけで、私の冒険心を強く刺激する」

　今まで座っていた目の前のソファーを見つめながら、Ｊ・Ｆ・ケネディ空港で初めて対面した時の光景を思い出した。髪はぼさぼさで、ワイシャツのボタンは適当、ネクタイもなかった。自分の記憶に残る男ではなかった。しかし、突然魅力的な姿になって自分の前に現れた。それはまるで、灰かぶりのシンデレラが魔法によって美しく着飾ったかのような強烈さだった。
「確かに、不思議な男性ですね。爆笑するあなたを久しぶりに見ました」

　フィオナはどこまでも冷静だ。
「フィオナも気に入ったか？　そばにいても毎日飽きない男だ、トラヴィスは」
「あいにく、そういう行為を人には求めておりません。それよりも、ご自分の冒険心をもう少しコントロールされた方がよろしいのではないかと思います」

　何やら浮かれ模様の雇い主へ、シビアに忠告する。

　だがオスカーは別段腹を立てず、広いソファーで寛ぐように手足を伸ばすと、グラスを取って残っているワインを美味しそうに飲み干した。ゴシップ誌には自分と寝たとまで書かれたフィオナ・アップルゲートは、実は大変にプロフェッショナルな女性である。美人で知的でエレガントなキャリアウーマンとその記事には紹介されていたが、自分が執筆ライターなら、加えて鉄の女であると書くだろう。仕事にもプライベートにも鉄のような固い意志を持っている。それがフィオナである。例え自分が心から求愛しても、絶対にイエスとは言わないだろう。非情なまでに、仕事とプライベートを切り離している。それなのに、ゴシップ誌にはベッドルームまで空間を共にしていると書かれ、日頃冷静沈着なフィオナが大そう激怒していたのを、オスカーはいまだに覚えている。
「自重して下さい、オスカー。あなたは命を狙われているんですよ」

　肝心なことを思い出させるように、フィオナは秘書としての務めを果たす。
「だから彼らは一緒に来ているんです。あなたを面白おかしく愉快にさせるために、フロリダまで行くわけではないんです」
「わかっている。私は命を狙われている。そしてＦＢＩは私の身辺警護として、あの三人を寄越したんだ。その待遇ぶりに応える気持ちはある」

　グラスを置くと、そのブルーアイズは何もかも見抜いているかのように、優雅に微睡んだ。
「せっかく命を狙われているのなら、それを活用しないとな、フィオナ」
「無駄に活用なさらないように気をつけて下さい」

　インターネット会社のＣＥＯ時代からの長いつき合いである秘書は、雇用主の厄介な性格をよく理解している。
「もちろんだ」

　と、オスカーは口元に含み笑いを浮かべながら、空のワイングラスをテーブルに置いた。

　その時だった。

　突如、慌しい音が周辺に鳴り響いた。

　フィオナはそれが警報音であるのがわかった。ジェット機に緊急事態が発生したことをすぐに認識し、俊敏に立ち上がる。

　だがそれよりも早く、オスカーはプライベートルームを飛び出ると、コクピットへ向かった。







「何が起きたんだ！」

　その激しい音は、リビングルームでも鳴り響いていた。

　トーマスとヒースは瞬時に臨戦態勢に入る。上着で隠しているホルスターの銃を確認し、周辺を警戒しながら、透明な窓の外へも注意を払う。

　一人くさっていたトラヴィスもまた、その鳴り止まない警報音にＦＢＩ捜査官の意識が甦って、むっくりと立ち上がった。
「飛行高度が落ちているのか？」
「……いや、違うな」

　ヒースは一番大きな窓に近づいて、外の上空を食い入るように眺める。その隣でトーマスも一緒に窓に手のひらをくっつけて、何かを探すように見渡している。
「どうした？」

　トラヴィスも近づいた。
「さっき、何かが見えたような気がしたんだ」
「俺もだ。飛んでいくシルエットが視界に入ったような気が……」

　ヒースが言い終わらないうちに、水平に飛行していた機体が、突如何かを避けるように斜めに傾いた。その反動で、三人は一斉にジュータンの床に転がる。
「……おい！」

　機体がバランスを崩し、マホガニーのテーブルや椅子も横倒しになって滑った。花籠やコーヒーカップや雑誌も斜めになった床を転がり落ちて、室内は一瞬にしてパニック映画のような様相になる。その中を這って窓の縁に掴まったヒースは、機体すれすれに飛んでゆく飛行物体に唖然となった。
「戦闘機だ！！」

　トラヴィスも飛んできたペットボトルを避けながら、窓の縁に両手で掴まると、上空を睨んだ。晴れ渡った空で、遠く左前方で旋回するグレーの主翼がかすかに見える。
「……あれは、イーグルだね」

　息をつきながら這ってきたトーマスに、トラヴィスは手を貸して、自分の隣へ引っ張った。
「あの形はそうだよ……僕の友人に空軍のパイロットがいて、自慢されたことがあるんだ」

　イーグルとは、アメリカの主力軍用機であるＦ‐１５型戦闘機の愛称である。意味は「鷲」だ。
「どういうことだ？」

　トラヴィスは下へ落ちないように体を支えながら、突然出現したグレーの戦闘機にわけがわからないように戸惑う。
「本物か？」
「たぶんね。レンタルでもしてきたのかな？」

　トーマスも息を整えながら、冗談ともつかないことを言う。
「ペンタゴンが、レンタル業も始めたってわけだな」

　ヒースはその冗談に真面目にのった。

　うん、とトーマスも真面目に頷いた。
「今の時代なら、お金を出せば宇宙へも旅行できるもの」
「で、どうして俺たちがレンタル野郎に襲われるんだ？」

　トラヴィスは普段実物を見ることのない戦闘機に、少しだけ興奮していた。誰が操縦しているのかは知らないが、肉眼で見る限り、プロの曲芸飛行である。
「襲われたのは、僕たちじゃないよ、きっと」

　トーマスは半分呆れていた。
「まさかとは思ったけれど、国の戦闘機でアタックしてくるとはね……」
「……」

　ヒースとトラヴィスは微妙に視線を投げあった。トーマスが何を言わんとしているのか理解したのだ。
「……冗談だろう？」

　トラヴィスは近づいてくる戦闘機の迫力に、文字どおり釘付けになる。
「冗談じゃないと思うよ。犯人にとってはね」

　イーグルは三人の捜査官の目の前を、稲妻のような速さで横切っていった。
「あれは、どう見てもプロのパイロットだぜ？」

　ヒースは窓に顔を寄せて、戦闘機の影を追う。
「そうだろうね。大変な事態だよ」

　それからまもなく、ジェット機はバランスを持ち直すと、再び水平飛行になった。

　トーマスは手早く立ち上がった。
「すぐにコクピットへ行こう。イーグルは、明らかにこのジェット機へ攻撃を仕掛けてくる気だ。警報音はそれを伝えているんだ」

　三人はいまだに鳴り続けている音を残して、コクピットへと急いだ。







　狭いコクピットには、機長とパイロットの他、オスカーとフィオナがいた。フィオナはオスカーに両腕で支えられていた。
「大丈夫だったか？　ＦＢＩの諸君」

　あれほど機体がぐらついたのにもかかわらず、オスカーは少しも動じていなかった。
「僕たちは大丈夫です。それよりも、このジェット機に何が起こっているんですか？」
「君たちが体験したとおりだ。サム、説明してくれ」

　ジェット機の機長サミュエル・クローバーは、簡単に説明をした。
「二〇分ほど前から、一機の戦闘機に追跡されています。その戦闘機は、我々の飛行ルートを妨害する動きを見せています」
「その戦闘機からコンタクトはありましたか？」
「いいえ」

　不意に、コクピット内でアラームが鳴った。

　隣で操縦かんを握っていた若いパイロットが悲鳴をあげた。
「た、た、た、大、大、変……」
「どうした？」
「……ロ、ロ、ロ、ロロロ……」
「ロックオンされました」

　舌が回らなくなったパイロットに代わって、機長が冷静に報告する。
「ロックオンだと？」

　さすがの市長も驚きを露にする。

　ロックオンとは、戦闘機などが攻撃目標を捕捉する行為である。この時にミサイルを発射すると、ロックオンした目標へ一直線に飛び、撃墜することのできる攻撃行為である。
「近くの空港のコントロールタワーへ、至急連絡をします。この戦闘機の動きも把握しているはずです」

　元空軍パイロットであるサミュエルはこのような事態に慣れているのか、慌てないで対処する。
「待て」

　だがオスカーは止めて、違うことを口にした。
「相手の戦闘機とコンタクトは取れるか？」
「やってみます」

　クローバー機長は通信の周波数を変え、無線スイッチをオンにした。
「こちら、スペリオル。こちら、スペリオル。イーグル、応答せよ」

　スペリオルはこのプライベートジェット機の名称である。ミネソタ州にある湖の名前だ。

　返事は返ってこない。
「この周波数は、私が空軍在籍中に使用していました。向こうへは届いているはずです」
「わかった」

　オスカーはまだ足元がふらついているフィオナを、そばにいたヒースへ任せると、機長の背後から無線マイクを手に取った。地元紙には、ユーモアに富んだ魅力溢れる演説を紡ぎだす魔法と書かれた唇に持ってゆくと、なめらかに語り始めた。
「私はスペリオルのオーナー、オスカー・ミュラーだ。この声が聞こえているなら、是非イーグルのパイロットへ答えて欲しい。私のスペリオルが、国の戦闘機にロックオンされて撃ち落とされる理由は何なんだ？　ニューヨーク市行政への抗議かな？　それと、君は誰なんだ？」
「現役の空軍パイロットには間違いない」

　フィオナを両腕で過剰に支えているヒースは、小声で呟いた。その言葉に、フィオナはわずかに眉を曇らせる。
「相手から返答がなくても、ずっとコンタクトを取り続けて下さい」

　トーマスは無線マイクに拾われないよう声を落としながら、横から口添えをする。
「恐らく、相手の攻撃目標は貴方であるはずです。そうであれば、ミサイルを発射する前に、貴方と言葉を交わしたい心理状況になるはずです。相手は貴方の生命与奪権を握っています。その優越心を存分にくすぐるんです」

　オスカーはわかったというように頷くと、再び無線マイクに向かった。
「君が目の前のボタンを押せば、私の命は一瞬にしてステイツの空に散らばるだろう。カラスの餌になるか、サメの餌になるかは、神のみぞ知る。だが彼らを満腹させる前に、何故こうなる運命だったのか、是非教えて欲しいんだ。神は世界の終わりに、愚かな人間たちを裁く。最後の審判は、哀れな人間たちを天国か地獄のどちらかへ選別する。今、私はミケランジェロの描いた最後の審判で、神の振りあげる裁きを待つ弱々しい子羊だ。恐らく地獄への片道切符を渡されるだろうが、君に聖母マリアの慈悲が少しでもあるのなら、私が望む最期の言葉を告げて欲しい。その指先に触れている神の裁きを押す前に——」

　朗々たる口調だった。傍らにいるトーマスや、ヒースにフィオナ、クローバー機長に震えているパイロット、そしてトラヴィスですら、コクピット内で絶体絶命と叫んでいるアラーム音も忘れさせるほどの力強さにあふれたものだった。

　オスカーはその余韻をマイクの向こう側へも伝えるように、間をおいてスイッチをオフにする。

　誰も無言だった。ただ危機を告げる音だけが、コクピット内の緊張感を高め続ける。

　返信もまた、無言だった。

　トーマスはオスカーへ促すように小さく頷く。

　オスカーも心得たように、手にあるマイクのスイッチをオンにしようとした。だが、その指が一瞬留まる。

　通信のスピーカーから、何かが聞こえてきたのだ。

　機長はボリュームをあげる。

　それは、すすり泣くような声だった。
『……ひどいわ……』

　哀しげな女性の言葉が、訥々とつとつと流れてきた。
『あなたは……ひどい男だわ……オスカー……』

　三人の捜査官たちは、顔を見合わせる。

　トーマスは無線マイクに手を置いて、目でオスカーに合図を送る。オスカーはその意味をすぐに察して、スイッチから指を離した。
『やはり、あなたは死ぬべきよ……そのために、私は追いかけてきたのよ……そうよ、私は苦しんだわ……でもあなたを苦しめることはしないわ……ロックオンしたら、もう逃げられないもの……ミサイルを発射したら、一瞬にして死ぬから安心してちょうだい……でも哀しいわ、オスカー……私は、あなたを愛しているのよ……あなたが私を愛してくれているように……』
「——相手に心覚えはありますか？」

　トーマスは女性の告白が止まってから囁く。

　スピーカー一点を見据え、唇を引き結んで聞いていたオスカーだったが、問いかけられて振り返った。その表情には、まるで最後の審判で天国への階段を示されたかのように、勝利の笑みがあった。
「もちろんだ、私はオスカー・ミュラーだ」

　スピーカーからは、雑音に混じって哀しげに鼻をすする音がする。

　トーマスは無線マイクから手を離した。オスカーはそれを再び口元へ持っていき、スイッチを入れた。
「——泣かないでくれ、アビー」

　まるで恋人を慰めるような優しい声だった。
「君を苦しめたのは、私のせいだ。全て、私が悪いんだ。けして、君のせいじゃない」
『……オスカー……』

　泣き声が大きくなる。
「——アビゲイル・リーズ。空軍に所属する軍人です」

　捜査官たちの無言の問いかけに、フィオナが低く答えた。
「確か……一年前にマンハッタンで開催された共和党の政治資金集めのパーティーで、市長と会っています。私もその席にいたので、覚えています」
「市長と恋仲だったんですか？」
「……私の把握している限りでは、デートもしていないはずです」

　有能な秘書はボスのプライベート事情まで知り抜いている。
「けれど、何回か、電話はありました」
「どのような内容で？」
「さあ……盗聴まではしておりませんのでわかりません。ですが、市長は愉しそうにお喋りしておりました。相手が女性なら、市長は誰でも愉しいのです」

　大変にクールな発言に、ヒースは感心したようなため息を洩らした。
「あなたのような女性とつき合えば、戦闘機で追いかけられる羽目にもならないでしょうね」
「アビー、泣かないで欲しい。私が全て悪いんだ。私こそ、罪深い男なんだ」

　コクピット内に漂う呆れた空気を尻目に、オスカーは無線マイクへ優しく語り続けていた。　
「いいかい、アビー。よく聞いて欲しい。私は君を誇りに思っている。君との電話は、いつも愉しかった。君は明るいジョークで、私を笑わせてくれたね？　覚えているだろう？　君のやっかいな上司の……」
『ええ……忘れるものですか……あのイヤな奴！　女性が戦闘機に乗ったら、操縦席は柔軟剤の匂いでクシャミが出るなんて言ったのよ！……あなたは笑って、彼の下着とパンツにたっぷりと柔軟剤のダウニーを振りかけてあげればいいって言ってくれたわ……私、本当に実行したの……彼、鼻を押さえて呻いていたわ！』

　その時の様子が甦ったのか、笑い声が混じった。
『それを見て……私は確信したの……あなたは私を愛してくれているんだって……だから、私のために言ってくれたんだって……とても……嬉しかった……』
「それは良かった、アビー。君の役に立てて」

　周囲はアビゲイルの告白に唖然としたが、オスカーは余裕で受け答えた。
「思い込みの激しい女性だな」

　ヒースはトラヴィスに耳打ちする。
「お前のモットーはレディファーストだろう？　彼女のキッチンに立って、精神安定剤入りのコーヒーでも飲ませてやれ」

　言いながら、トラヴィスは首のうなじを痒そうに手で撫でた。プライベートルームで思い出した昔の事件の容疑者と、スピーカーから流れてくるアビゲイルの言葉がダブり始めた。
「君は女性で空軍パイロットなんだ。その誇りと名誉は、私のものでもある。本当に、素晴らしいよ、アビー」
『ありがとう……嬉しいわ……』

　涙をぬぐう気配がコクピットへも伝わってきた。
『本当にオスカー、私を愛してくれているのね……でもね』

　声のトーンが、急に冷ややかになった。
『そこに、いるんでしょう？……あなたを惑わすあの売女が』

　その憎々しい言葉が聞こえてきて、コクピット内に一瞬沈黙が落ちた。だがフィオナが怒りのあまりハイヒールの爪先を蹴って、ヒースの手を振りほどこうとした。ヒースの反応も早かった。さらに強く抱き押さえたのだ。
「私は売女ではありません！」
「もちろんです。あなたは素晴らしい女性ですよ、フィオナ」

　無線マイクに突撃して相手を刺激しかねないフィオナを、しっかりと両腕で抱きしめて、落ち着くようになだめる。
「アビー、彼女は私の秘書だ。それ以上でも、それ以下でもない」
『いいえ！　違うわ！　あの売女、あなたと会ったパーティーで私を睨みつけたのよ！　あなたの側に近寄られるのが嫌だったんだわ！　そうやって、あなたを不幸にする気なのよ！　可哀想に、オスカー……あんな誰とでも寝ている売女のせいで、私との愛を邪魔されて……』

　フィオナはヒースの足を思いっきり踵で踏みつけた。ヒースは呻いて仰け反る。その隙に腕を払いのけると、オスカーの手にある無線マイクへ向かって叫んだ。
「アビゲイル・リーズ！　あなたを名誉毀損で訴えます！　あなたは愚かで異常です！」
「フィオナ」

　オスカーは素早く注意する。だがスピーカーからは、猛牛が唸っているような怖ろしい声が聞こえてきた。
『お前こそその汚い口を黙れ！　胸元があいたドレスで着飾れば、どんな男でも自分のものになると勘違いしている馬鹿な女め！　お前のような女がいるから、柔軟剤でクシャミが出るなんて言われなきゃならないのよ！』
「あなたに柔軟剤の皮肉を言ったのは私ではありません！　私は常にプロフェッショナルに仕事をしております！　あなたが戦闘機で私たちを撃墜しようとしているようにです！」
『撃墜しなきゃいけなくなったのはお前のせいよ！　お前がオスカーのそばにいて私たちの仲を邪魔するから悪いのよ！　お前はいつだって邪魔なのよ！　この悪魔！』
「市長は私のボスなので、私をクビにしない限り嫌でも一緒にいなければならないのです！　そうでなければ同じ空気も吸いません！　天使であろうとも悪魔であろうとも同じです！」
『オスカーを馬鹿にする気ね！！　何てひどい女なの！　やっぱりお前は悪魔よ！』

　オスカーはやれやれというように無線マイクのスイッチを消した。そして傍らで息荒く激昂しているフィオナの肩を、なだめるように叩く。
「私はまだまだ言い足りませんよ！　彼女がどれほど愚かな自分自身を知る必要があるのか、彼女の体を構成する細胞の一つ一つにまで理解させる義務があります！　これは絶対の義務です！」
「わかった、フィオナ。私が彼女の細胞に訴えるから落ち着くんだ」

　オスカーは安心させるように言って、フィオナの肩から手を離すと、再び無線マイクにスイッチを入れた。
「アビー、聞こえるかい？」

　スピーカーからは激しい息遣いが途切れ途切れに流れてきた。
『……オスカー……もちろん、聞こえるわよ。何てひどい女なの？　信じられないわ。あんな女、あなたを不幸にするだけよ……』
「アビー、君はとても賢い女性だ」

　オスカーは魅惑的に語りかけた。
「賢くて優しい女性だ。私はこの世で誰よりもわかっている」
『……そうね……』
「だから、わかるだろう、アビー？　フィオナは私の秘書であって、それ以上でもそれ以下でもない。君は、本当はわかっているはずだよ」
『……オスカー……』

　しばらく、スピーカーの向こうはざらついた音だけがした。

　アビゲイルとコンタクトが取れ始めてから、数分は経過し、アラーム音は止んでいた。その間に、スペリオルは機体を旋回し、戦闘機の射程内から逃れていた。その事実にコクピット内は気づいていたが、無言で操縦していたクローバー機長は、新たな危機を告げた。
「——市長」
「どうした？　サム」
「再び、ロックオンされました」

　その言葉が合図のように、耳障りなアラーム音がマグマのようにコクピット内に噴き出した。同時に、蛇が地を這うような冷たく強張った声が流れてきた。
『……あなたは、やっぱりひどい男だわ、オスカー……私よりその女を信じるなんて……』
「……アビー？」
『あなたはやっぱり私を裏切っていたんだわ……ひどいわ……あなたの愛を確かめたくて、炭素菌に真似た小麦粉を送ったのに……けれど、あんなひどい記事で私は傷つけられたのよ……だから、私との愛を思い出して欲しくて、銃弾入りの拳銃を送ったのよ……その時に気がついてくれていたら、あなたを撃ち落さずに済んだのに……ちゃんと、メッセージもつけたでしょう？……辛いけれど、全部あなたのせいだわ、オスカー……』

　呪詛のような科白が延々と聞こえてくる。　
「アビー、君は空軍の現役パイロットなんだぞ。そんなことをすれば、君も傷つく」

　それでもオスカーは慌てずに、名誉あるイーグルのパイロットである誇りに訴えた。だが返ってきたのは、恨みの言葉だった。
『そんなのどうだっていいわ……だって私にとって重要なのは、あなたを殺すことよ。その女も一緒にね』

　そこで、通信はぷっつりと切れた。
「すまない、説得は失敗したようだ」

　オスカーは無線マイクを口元から下ろすと、一同を見回して率直に詫びた。
「仕方がありません、空の上は現役パイロットである彼女のフィールドです。僕たちは身動きが取れません」

　黙って聞いていたトーマスは、次の打開策を考えているようだった。
「感情がジェットコースターに乗っている女性なんですね、つまり」

　こんな緊急場面でも、ヒースは暢気である。
「ああいう女性には、あなたじゃ逆効果ですよ、市長。彼女のフリーダムな妄想を封じて緻密にコントロールできる男性でないと、お互いに自滅してジ・エンドです」
「女性はすべからず大切にするべきだというのが、父から教わったことだ。私は自分に恥じる行為はしていない」

　悪びれもしないオスカーに、フィオナの視線がジャックナイフのように突き刺さった。
「だから、ご自分の冒険心をもう少しコントロールされた方がよろしいのではと常々申しているのです。彼女にとっては、例えデートすらしていなくても、あなたは最愛の恋人になっているんです。電話で数回喋っただけで、自分を愛してくれているのだと勘違いしているんです。あんな自分勝手な女の手で、私は絶対に死にません。たとえ何があっても生還して、ニューヨークでお気に入りのイタリアンレストランでパスタを食べます！」
「俺もそうする」

　事の成り行きに呆れていたトラヴィスだったが、絶体絶命の瀬戸際に追い込まれたことで、何だか無性に腹が立ってきた。
「俺もワシントンへ帰って、クリントのコーヒーを飲む。こんなくそったれな死に方なんざ、くそっくらえだ」

　そう吐き捨てながら、オスカーに近寄ると、無線マイクをもぎ取った。
「何をするんだ？　トラヴィス」

　こんな状況でも好奇心を忘れないオスカーへ、トラヴィスはマイクを手の甲で軽く叩きながら、不遜な愛想笑いをぶつけた。
「勿論、彼女を満足させてやるんですよ、市長」

　トーマスを振り返る。
「もうミサイルは発射されるんだろう？　だったら、俺にも一言言わせろ」
「一応、何を喋るのか聞いておこうか？」

　トーマスは何か考えが閃いたのか、ちょっとだけ首をかしげた。
「勿論、お別れの挨拶さ」

　そう言うと、マイクを口元へ持っていき、息を大きく吸い込んで、スイッチをずいっと入れた。
「くそったれ！！」

　出てきた一声は、毎度お馴染みの悪態だった。
「おい、聞こえるか！　聞こえるなら、俺にミサイルを撃ち込めよ！　俺はトラヴィスだ！　今から撃ち殺す野郎の名前を覚えとけ！　きっと上司がクシャミをして誉めてくれるぜ！」

　呆然となる周囲など無視する。
「全く、すごいな！　イーグルに撃墜されるなんて、最高だ！　俺のくそったれな人生の最期がアクション映画の悪役野郎な死に方なんて、最高にクールだ！　サンキューイーグル！！」

　一言どころか、二言も三言も十言も余計に喋ると、スイッチを叩きつけるように切って、すっきりしたというように息を吐いた。
「これで、オッケーだ。気分いいぜ」
「馬鹿野郎、死刑執行人に石を投げてどうするんだ」

　ヒースが呆れる。
「文句があるなら、弁護士を連れて来いよ」

「その必要はありません。私があなたを弁護します。素晴らしいスピーチでした」

　フィオナが真顔で拍手する。
「ここ最近で一番感動しました。ボスにも見習って欲しいくらいです」
「そうだな。トラヴィスらしいストレートで率直な言葉だった」

　オスカーは苦笑いしながら、再び一同を見回した。
「さて、最後に感動したところで、エンディングを迎えようか」

　だが、その時途絶えたはずのスピーカーから、かすかな雑音が流れてきた。全員、スピーカーを振り返る。
『……今の奴は誰……誰なの！……』

　怒りに震えたアビゲイルの声が、コクピットに振ってきた。
「俺だ、トラヴィスだ」

　トラヴィスはオンにした無線マイクへ向かって、雑に返事をした。
『そんな奴知らないわ！』
「俺だってお前のことは全く知らないさ。なのに、ミサイルで撃ち落されようとしている。善良なアメリカ市民であるこの俺がだ」

　ヒースがとぼけた顔で首をひねっている。最後の言葉にひっかかったようだが、トラヴィスのくそったれトークは止まなかった。
「税金だって納めているし、赤信号も守っている。マリファナもやっていないし、アルコール依存症でもない。ゴミだってゴミ箱にちゃんと入れているさ。立派なアメリカ市民だろう？　それなのに、このまぬけ野郎の道連れなんて、可哀相だと思わないか？　思うだろう？」

　まぬけ野郎と名指しされた市長はこれまたとぼけた顔で首をひねっている。トラヴィスは思いっきり無視した。
『あんた何なのよ！』

　アビゲイルががなりたてる。

　トラヴィスの悪党づらが、悪巧みを企んでいるかのように物騒になった。
「俺はトラヴィスだ。さっき名乗っただろう？　俺が何をしようとしているのかはすぐにわかる。俺が言いたいのは、ガキでもわかることだ。とても簡単なんだ、アビゲイル。つまり」

　無線マイクへ向かって、深呼吸をした。
「今すぐ美味いコーヒーを飲ませろ！　さもないと、このまぬけ野郎を先にぶっ殺すぞ！」
『オスカー！！』

　アビゲイルは甲高い悲鳴をあげた。
『！オスカーに何をしようとしているの！！　ああオスカー！！　あんたオスカーを殺そうとしているのね！！』
「——いいか、よく聞け」

　いきなりの急展開にポカーンとなる周囲など目に入らないように、トラヴィスは声を押し殺して凄んだ。
「お前の大切なまぬけ野郎を殺して欲しくなかったら、今すぐ俺に美味いコーヒーを飲ませろ。いいか、俺は本気だ」
『オスカーに手を出さないで！　彼を傷つけたら絶対許さないわ！』

　アビゲイルは自分が何をしようとしていたのかも忘れたかのように、必死に叫んでいる。
「俺は善良なアメリカ市民なんだ。このまぬけ野郎を傷つけることはしたくない。俺はただ美味いコーヒーが飲みたいだけだ」
『——私に何をしろって言うの？』

　トラヴィスは真面目に答えた。
「今からコーヒーショップへ向かう。その進路を邪魔するな」
『ついていくわ！』
「ついてくるなら、このジェット機からまぬけ野郎にスカイダイビングをさせる。パラシュートなしでな」

　アビゲイルの声がまた震えた。
『……ひどいわ……何てひどい男なの！……』

　少し前にミサイルを発射して殺すと宣言した女性と同一人物とは到底思えないような憤りようだった。その変わりように、トラヴィスは腹を下したような気分になる。だが自分へ視線を向けるトーマスが、もっと喋るようにと強く頷くので、気持ちを持ち直して続けた。
「アビゲイル、お前は優しい女だ。このまぬけ野郎を愛しているなら、俺の言うとおりにしろ。俺は善良なアメリカ市民だ。約束は必ず守る」
『……オスカーの声を聞かせて！』

　まるで悲劇のヒロインのような嘆願に、トラヴィスは胸焼けを起こしたようなしかめづらをして、無言で無線マイクをオスカーへ突き出した。オスカーはプロの役者が演じるように、やんわりと安心させつつ切実な響きを滲ませて囁いた。
「私は大丈夫だ。彼の言うとおりにしてくれ、アビー。お願いだ」
『……』

　スピーカーは沈黙した。だが、すぐに切ない泣き声が洩れてきた。
『……わかったわ。あなたのためよ』

　ぐすぐすと鼻をすすり上げる気配がする。
『私、あなたのためならなんでするわ……必ずあなたを救うわ……だから、安心してちょうだい、オスカー……』
「ありがとう、アビー」

　トラヴィスはもうやっていられないというように、ぞんざいに無線マイクを引っ張った。
「わかったな？　わかったら俺の言うとおりにしろ。あとで、まぬけ野郎に電話をさせる。安心しろ」
『……絶対よ！　もし約束を破ったら、あんたのケツにミサイルを撃ち込んでやる！』
「ああ、そうしろ。いつでも二十四時間オッケーだ！」

　面倒そうに言い返して、無線マイクのスイッチを切ろうとした。
『……トラヴィスね』

　スピーカーから、まるで闇の底に閉じ込められた魔物が手招きするかのような薄暗い声が洩れてきた。
『トラヴィス……お前の名前は絶対に忘れないわ……あとで地獄を見せてやる……』

　通信はそこで切れた。

　誰も何も言わなかった。アラームだけがコクピットに甲高い音をまき散らすこと数秒ののち、クローバー機長が淡々と業務連絡をした。
「イーグルが離脱しました」

　アラーム音も止まった。

　静けさを取り戻したコクピット内で、初めにふっと息をついたのは、トラヴィスだった。
「感動的なエンディングだったぜ」

　無線マイクを戻しながら、皮肉たっぷりにオスカーを睨んだ。
「本当に素晴らしかった、トラヴィス。君の機転は見事だった」

　まぬけ野郎と連呼されたオスカーだが、気にする素振りもなく褒め称えた。しかしトラヴィスはその言葉にもむかついた。
「彼女がめちゃくちゃなんです。ついでにあなたもね」
「同感だ」

　けなされてもニューヨーク市長は輝くような笑顔で同意した。
「スーパージェットコースターに乗っている女性だったな。あの感情の変わりようはカメレオン並みだ。久しぶりに凄いものを見せてもらったぜ」

　まるでホラー映画のプレビューのようなことを言うヒースも、鳥肌物のように慨嘆がいたんしている。
「だいたい、市長を殺そうとしたのに、お前の阿呆な殺害予告に泣いて助命嘆願するって、どういう精神構造をもったら出来るんだ？　これこそ本部の養成コースで取り上げて欲しいケースだな」
「全くだぜ。クアンティコにいる連中に、戦闘機で追いかけてくる女のプロファイリングをお願いしないとな」

　文句がとまらないトラヴィスに、トーマスが優しくいたわった。
「でもよくやったね、トラヴィス。彼女のような地雷原に、先に手榴弾を投げて爆発させたのは大成功だったよ。僕たち全員命拾いした。彼女の呪いには、あとで教会へ行って、悪魔祓いをしてもらうことにしよう」
「……そうだな」

　何かが妙に引っかかる言い方だったが、一応ありがたい顔をした。トーマスはそんなトラヴィスをニコニコしながら眺めた後で、おもむろにオスカーへ切り出した。
「それでは、これからアビゲイル・リーズの逮捕状を請求します。彼女の犯罪は明白なので、ペンタゴンも文句は言ってこないでしょう。フロリダに到着次第、本部へも報告します」
「ちょっと待ってくれ、アンダーソン捜査官」

　オスカーはその言葉にすぐに反応した。両手を手前に上げて押し止める仕草をする。
「彼女の犯罪とは、何だ」
「あなたへの脅迫罪です」
「私は脅迫されていない」
「あなたを殺害しようとしました」
「それもなかった」

　オスカーは訝う周囲の空気に向かってはっきりと言い切った。
「彼女が送った手紙は、私へのラブレターだった。彼女がイーグルを操って私を追ってきたのは、私へ告白するためだった。愛の告白をね」
「……」

　ヒースもトラヴィスもフィオナまでもが、文字通り目が点になる。いきなり何をとち狂ったことをと、心配そうな不満そうな呆れたような視線がオスカーに集中した。
「私は正常だ。いいかね、彼女は何も罪を犯してはいない。だから、事件自体はないんだ」
「……オスカー、その言い分は犯罪行為です」

　フィオナが怒ったように詰め寄る。雇い主が何をしようとしているのかわかったのだ。
「犯罪のもみ消しは許されない行為です。ニューヨーク市長としても、許されません」
「犯罪のもみ消しはしていない。なぜなら、犯罪自体がなかったからだ」
「彼女はスペリオルを追いかけてロックオンし、ミサイルを発射しようとしたんですよ！」
「それは私を案じてのことだ。彼女は軍人だ。合衆国民の安全を守るのが務めだ。彼女はスペリオルを守ろうとしたんだ。そうだろう？　アンダーソン捜査官」

　オスカーは同意を求めるように話をもっていった。その二つのブルーアイズは、相手の心を取り込むかのように、何とも抗えない魅力的な輝きを放っている。

　しかしトーマスは平然とそのきらめきをはねのけた。記者たちからは胸踊らされる最高のブルーアイズと呼ばれるその魔法も、スマイルキラーには全く効かなかったようだった。
「仰っている意味がわかりませんが」
「彼女は何をしていない。つまりそういうことだ」
「我々はニューヨーク市警から要請を受けて、捜査に来ました。その市警は市長からの通報を受けたのです」
「私の勘違いだった」

　その強引な言い方に、トーマスは事務的な口調で応じた。
「犯人隠匿は犯罪行為です、市長」
「隠匿ではない。君たちがもっとよく分かる言葉で言おう」

　オスカーはうっすらと笑みを浮かべていた。
「来年、ニューヨーク選出のモランティーノ上院議員が政界を引退する。これはまだ極秘情報だが、我々は自由の女神に誓い合った仲だから、まっさきに教えてくれた。私はニューヨーク市長を辞任し、上院議員へ立候補する。私は共和党だが、ジョゼからすでに応援の約束を取りつけた。彼は民主党だが、身内から立候補する予定の男が気に入らないらしい。私もあの口先だけの男は大嫌いだ。その大嫌いな男をノックアウトさせるという目標を掲げて、ジョゼと頑張るつもりだ。もちろん、負ける予定はない」

　全員、黙って聞いていた。オスカーが演説のようによどみなく語った内容は、新聞やテレビやネットなどの通信媒体が知ったら、涎を垂らしてトップニュースするのは間違いないトップシークレット級のものだった。ニューヨーク選出のジョゼフ・モランティーノ上院議員は、民主党出身の政治家である。御年七十歳はとっくに越えているが、議会の歳出予算委員会の古株であり、民主党内でも重鎮と呼ばれる一人だった。その重鎮政治家が政界を引退するだけでも十分なインパクトであるが、さらに共和党の立候補者を応援するとなると、これはもう立派なスキャンダルであった。報道各社は過熱なスクープ合戦になるであろうし、何より身内の民主党ニューヨーク支部が混乱に見舞われるだろう。それは誰よりも政界という荒波を泳いできた上院議員がわかっているだろうし、世界の三大市長の一つと称されるニューヨーク市長も十分承知しているはずである——そういった諸々な事情が、捜査官たちの頭の中を十分に駆け巡るのを待ってから、オスカーは再び口を開いた。
「私は選挙に勝ち、上院議員になる」

　その声は、驚くほどに自信たっぷりだった。
「上院議員になったら、私は君たちの良い友人になろう」

　最初にトーマスを、次にヒースを、そしてトラヴィスを見回し、最後は捜査官たちのリーダーに戻る。
「私は——君たちの良い友人になれると思う」

　その言葉の持つ意味をわからせようとするかのように、ゆっくりと噛むように言った。

　トーマスは理知的な唇を静かに結んだまま、オリーブ色の瞳だけを市長へ向けていた。それはまるで古代のフェニキア商人が品物の値踏みをするかのように、非常に鋭くシビアであった。

　コクピット内にも少し前とは微妙に違う沈黙が落ちる。フィオナはオスカーが極秘情報を教えてしまったことにショックを受けているようで、青ざめたまま無意識に拳を握っていた。

　やがて、トーマスは穏やかに口を開いた。
「——被害者であるミュラー市長が、勘違いだったと仰るのであれば、それまでです」

　その口調はまるで商談が成立した営業マンのものだった。
「捜査はこれで終了します」

　交渉完了と言うように、手を差し出す。オスカーも満足そうにその手を握り返して、がっちりと握手しあった。
「なぜ彼女を庇うんですか？」

　交渉が成立したのを見届けて、ヒースは興味津々で尋ねる。
「本当は彼女のことが好きなんですか？」
「パイロットである彼女を尊敬している。女性が軍に入隊し、戦闘機のパイロットになるまでには、とてつもない試練があったはずだ。彼女はエキセントリックな女性だが、試練に打ち勝った」
「女性は、キッチンに立つのも試練です。毎日試練の連続です」

　フィオナは憤懣やるかたない口調でオスカーへ喰ってかかる。
「どのような仕事であれ、私たちはみな努力しています。一人だけが特別ではありません」
「勿論わかっている、フィオナ。君がいなければ、私はとうにミネソタへ帰って、スペリオル湖で釣竿を垂らしていただろう。それも悪くはない人生だが」

　オスカーはフィオナの怒りを和らげるように、心を込めて言った。だが長年の秘書は冷たいブリザードで返した。
「あなたは神にかけて自重すべきです。それと、私をあなたのジェットコースターのような人生に巻き込むのを止めて下さい。辞表はいつでも持ち歩いております」
「フィオナ、君に怒りは似合わない」
「あいにく怒りは私の重要なパーソナリティです。契約書にないことで、文句を言われる筋合いはありません」

　二人の言い合いを眺めながら、ヒースはこっそりトラヴィスの耳元で囁いた。
「ところで、戦闘機でストーカーした彼女は、本当にパイロットの適性検査を受けて合格したんだろうな？」
「したんだろう？　その時の試験官どもは居眠りしてたんだぜ、きっと」

　トラヴィスも同じ疑問が頭に浮かんでいたようで、辛口で皮肉る。
「お前の時と一緒ってわけだな？」

　ヒースは口笛を吹く真似をする。トラヴィスはやかましいと言いたげに睨みつけた。
「まあ、どっちにしろ、俺たちには関係ないな。この先何が起ころうとな」
「そうだ、この先何かあっても、責任はパイロットに任命したペンタゴンにある。俺たちは知らない。何せ、善良なＦＢＩ捜査官だからな」

　二人は同じ台詞を繰り返すと、何故か強く頷きあった。

　フィオナを一生懸命なだめていたオスカーが、ふいに何かを思い出したようにトラヴィスへ振り向いた。
「そういえば、アビーに電話をしなくてならなかったな」

　トラヴィスも思い出した。
「ああ、俺のケツにミサイルを撃ち込むとか言ってましたね。彼女なら、本当にやりそうだ」
「安心したまえ、ちゃんと電話する。君のお尻は私が守ろう」

　オスカーは愉快そうに流し目をおくる。
「……」

　トラヴィスは無言で首のうなじを手で掻いた。何やら無性にむず痒くなってきた。
「さて、事件は無事に解決した。ＦＢＩの諸君には、せっかくだからこのままフロリダまで飛行を楽しんでもらおう」
「そうします」

　トーマスは二人を促すと、コクピットのドアを開けた。
「おい、もう用済みなら、さっさとワシントンへ帰ろうぜ」

　トーマスの後を追うトラヴィスは、わざとオスカーへ聞こえるように声を張り上げた。
「いいけど、ここは空の上だよ、トラヴィス。どうやって帰るの？　ちなみに僕たちはスーパーマンじゃないよ」
「スカイダイビングしようぜ。パラシュートくらいあるだろう。自由に空を飛べるチャンスだ」
「お前一人でそのチャンスに挑戦しろ」

　ヒースが後ろからトラヴィスを突っついて、ドアを閉める。
「せっかく市長が楽しめって言ってくれたんだ。フロリダまでゆっくりしようぜ。俺は最近休暇もろくに取れてないんだぞ。そのうちに、国外逃亡するからな。行き先はスペイン、イタリア、ブラジル。その辺を探してくれ」
「君好みの美女がたくさんいる国ばかりだね」

　トーマスは呆れ笑いをしながら、不吉なオーラを漂わせるトラヴィスに言った。
「スーパーマンになる前に、まずやらなきゃならないことがあるよ、トラヴィス」
「何だ」
「これ」

　と、リビングルームのドアを開ける。戦闘機との接触を避けるために機体が傾いた結果、高級ホテルの一室のような佇まいを見せていた機内は、まるでハリケ—ンが暴れていった跡のような惨状になってしまったが、それは無論事件が解決しても変わってはいない。
「……クリーナーでも持ってくればいいのか？」

　トラヴィスは足元にコロコロと転がってきたペットボトルを蹴っ飛ばしてやろうかと思った。

　トーマスは首を横に振りながら、ドアの向こうをまっすぐに指す。
「君の行く先はキッチンだ、トラヴィス。そこでコーヒーを淹れてくるんだ」
「ああ、俺もお前のコーヒーが飲みたいぜ。早く淹れてきてくれ」

　ヒースは元気に腕まくりをして、無残にひっくり返っているマホガニーのテーブルを両手で持ち上げると、適当な場所に置き直した。トーマスも横倒しになっている革張りのソファーに近づき、ごろんと転がして座れるようにする。
「お前らはミネラルウォーターがお似合いだ」

　トラヴィスはズボンのポッケに両手を入れて、心底面白くなさそうに吐き出した。だが、結局はくそったれめと罵りながらダイニングキッチンへと向かう。
「あ、トラヴィス！」
「何だ！」
「僕は砂糖を二つ入れてね！」
「俺は一つだ！」
「やかましい！」

　捜査は、トラヴィスの悪態で終わった。


エピローグ




「……本当に最低な事件だったぜ」

　ジェレミーはベッドの上でも罵るのをやめない恋人の胸に、笑いながらキスを這わせた。
「大変だったようだな」
「まったくだ！」
「いや、トーマスとヒースがだ」

　数日ぶりに夜を共に過ごしているトラヴィスは、予想通りに気が立っていた。あれだけ不満たらたらで捜査に向かったのだから、ただでは帰って来ないと思っていたが、まさに触れれば噛みついてくるばかりの状況に、ジェレミーは苦笑いするしかなかった。八つ当たりされるのはいつものことなので、その分ベッドの上で気持ちを静めさせることにした。
「……どういう意味だ？」

　物騒な声と共に、自分の髪を掴もうとする手の気配を感じたが、ジェレミーは無視して、キスの痕が散らばる胸に唇を埋めた。相変わらず厚みある男らしい胸に惚れ惚れしながら、トラヴィスを感じやすくさせる。
「……くそったれめ……」

　唸る声に、熱がこもる。
「だから……金髪野郎は嫌いだ……」
「そうだったな」

　トラヴィスから何気に色々とぶちまけられたが、金髪野郎が大嫌いだったとは初めて知ったジェレミーである。恋人の絶好調な憎まれ口っぷりに、ますます苦笑するしかなかった。
「実にお前らしいカミングアウトだ」
「……文句があるなら、かかってこい」

　トラヴィスは挑発するように囁く。

　ジェレミーは全身の肌がいっそう熱くなってゆくのを感じた。どうしてこうも自分をそそるのが上手い男なのだろうと、口づけを味わっていた唇がかすかにゆるんだ。自覚がないぶん、誘惑はとても刺激的だ。

　——拒めるわけがない。

　ジェレミーは短く呟いた。
「ギブアップはさせない」

　トラヴィスの下半身へ手を伸ばすと、ペニスを掴んだ。ペニスはすでに半ば勃起し、先端はしっとりと濡れている。いい具合になっていると、ゆっくりと動かし始めた。

　トラヴィスは小さく呻いて、身じろぎをする。

　ジェレミーはベッドの両端に届くぐらいにトラヴィスの両足を押し広げると、臀部の下から片腕を入れ、左太腿を持ち上げた。露になった恥部に顔を沈め、パンにバターを塗るように、舌で繰り返し舐める。

　トラヴィスの乱れた息遣いが、シーツの上にこぼれ落ちる。

　その声をもっと激しくさせたいと、ジェレミーはさらに責めた。
「……こっちへ、来い……」

　突然、トラヴィスは腕をだるそうに伸ばした。
「どうした？」

　ジェレミーは視線だけを上げる。
「いいから……来い……」

　かすれ声を呑み込んで、呼びつける。

　ジェレミーはいったん愛撫をやめ、トラヴィスの上から屈み込んだ。すると、トラヴィスは両腕をジェレミーの首に回し、いきなり自分へ引き寄せると、自分の恥部を舐めていた唇へ、強くキスを押しつけた。
「……言い忘れていたことがあった」

　トラヴィスの声はひどく欲情していた。
「お前は、最高の金髪野郎だ……」

　息も奪いとるかのような乱暴なキスを、ジェレミーの唇に何度も味あわせる。
「……少なくとも、くそったれの金髪野郎ではなくなったというわけだな？」

　荒々しいキスの嵐に、ジェレミーはくすぐったくなった。恋人が自分を求めているのだと、すぐにわかった。
「……俺は今、最高に気分がいい」

　トラヴィスはそう言うと、喉で笑う。

　ジェレミーはしっかりとそのオーダーを受け取った。
「これからもっと気分が良くなる、トラヴィス」
「……一緒にだ、ジェレミー……」

　二人は互いに抱き締め合いながら、深く愛しあっていった。
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